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に
租
税
条
約
等
実
施
特
例
省
令
第
四
条
第
九
項
、
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
五
項
及
び
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
条
の
二
第
二
項
前
段
（
同
条
第
十
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
条
の
三
第
二
項
前
段
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
条
の
四
第
二
項
前
段
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
条
の
五
第
二
項
前
段
（
同
条
第
十
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
四
条
第
十
三
項
前
段
に
規
定
す
る
届
出
書
の
提
出
後
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
異
動
が
生
じ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）、
書
面
、
申
請
書
若
し
く
は
書
類
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
届
出
書
等
」

と
い
う
。）の
提
出
又
は
通
知
事
項
（
当
該
届
出
書
等
の
提
出
等
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
通
知
す
べ
き
事
項
（
当
該
事
項
又
は
当
該
事
項
に
つ
き
租
税
条
約
等
実
施
特
例
省
令
第
二
条
第
十
四
項
、
第
二
条
の
二
第
十
三
項
、
第
二
条
の
三
第
十

三
項
、
第
二
条
の
四
第
十
三
項
及
び
第
二
条
の
五
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
べ
き
事
項
の
通
知
後
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
異
動
が
生
じ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
通
知
が
さ
れ
て
い
る

場
合
に
お
い
て
、
施
行
日
以
後
に
支
払
を
受
け
る
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
相
手
国
居
住
者
等
配
当
等
そ
の
他
届
出
書
等
の
提
出
等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
よ
り
租
税
条
約
の
軽
減
又
は
免
除
の
適
用
が

あ
る
も
の
に
つ
き
当
該
租
税
条
約
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
施
行
日
に
お
い
て
当
該
届
出
書
等
の
提
出
等
に
関
す
る
規
定
に
よ
る
当
該
所
得
税
に
係
る
防
衛
特
別
所
得
税
の
届
出
書
等
の
提
出
又
は
通
知
事
項
の
通
知
が
さ

れ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
当
該
届
出
書
等
の
提
出
等
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
二
十
九
号

所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
第
百
二
十
九
条
並
び
に
法
人
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
七
号
）
第
五
十
六
条
及
び
第
六
十
三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
権
利
（
」
を
「
権
利
（
貯
留
権
及
び
」
に
、「
）、」
を
「
）、
坑
道
、
貯
留
権
（
」
に
、「
、
坑
道
」
を
「
を
含
む
。
第
三
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
二
酸
化
炭
素
の
貯
留
事
業
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
掘
権
」
を
「
貯
留
権
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
二
酸
化
炭
素
の
貯
留
事
業
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
掘
権
、
坑
道
」
を
「
坑
道
、
貯
留
権
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第

八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

貯
留
権
（
第
二
号
に
掲
げ
る
資
産
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
当
該
貯
留
権
に
係
る
貯
留
区
域
の
注
入
予
定
数
量
を
、
当
該
貯
留
区
域
の
最
近
に
お
け
る
年
間
注
入
数
量
そ
の
他
当
該
貯
留
区
域
に
属
す
る
設
備
の
注
入
能
力
等
に
照

ら
し
適
正
に
推
計
さ
れ
る
年
間
注
入
数
量
で
除
し
て
計
算
し
た
数
を
基
礎
と
し
て
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
の
認
定
し
た
年
数

第
一
条
第
三
項
中
「
前
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
前
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
第
三
号
又
は
第
四
号
の
」
を
「
又
は
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
、
第
三
号
又

は
第
四
号
」
を
「
又
は
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
、「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
条
及
び
第
三
条
第
一
項
（
中
古
資
産
の
耐
用
年
数
等
）」に
、「
区
域
」
を
「
区
域
又
は
貯
留
区
域
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
の
数
」
の
下
に「（
当
該
採
掘
権
等

が
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
資
産
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
資
産
の
貯
留
区
域
の
注
入
予
定
数
量
、
最
近
に
お
け
る
年
間
注
入
数
量
及
び
当
該
貯
留
区
域
に
属
す
る
設
備
の
注
入
能
力
）」を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
、
第
三
号
又
は
第
四
号
」

を
「
又
は
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
試
掘
権
以
外
の
鉱
業
権
及
び
坑
道
」
を
「
採
掘
権
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
算
入
さ
れ
た
金
額
」
の
下
に「（
当
該
資
産
が
同
令
第
四
十
八
条
の
三
第
二
項
各
号
（
適
格
分
社
型
分
割
等
が
あ
つ
た
場
合
の
減
価
償

却
資
産
の
償
却
の
方
法
）
に
掲
げ
る
減
価
償
却
資
産
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
資
産
に
つ
き
当
該
各
号
に
定
め
る
償
却
の
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
償
却
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
改
正
規
定
及
び
第
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
二
酸
化
炭
素
の
貯
留
事
業
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
第
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
法
人
の
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
法
人
の
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度

の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
財
務
省
令
第
三
十
号

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
国
税
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

〇
財
務
省
令
第
二
十
八
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
八
条
の
二
第
七
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
国
税
質
問
検
査
章
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

国
税
質
問
検
査
章
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
税
質
問
検
査
章
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三
十
九
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
四
第
四
十
八
項
」
に
、「
又
は
第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
第
三
十
四
項
」
を
「
、
第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
八
条
の
二
第
七
項
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
三
項
の
改
正
規
定（「
又
は
第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
第
三
十
四
項
」
を
「
、
第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
八
条
の
二
第
七
項
」
に
改
め
る

部
分
に
限
る
。）は
、
金
融
商
品
取
引
法
及
び
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。





労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
雇
用
促
進
計
画
を
活
用
し
た
雇
用
に
関
す
る
援
助
）

（
雇
用
促
進
計
画
を
活
用
し
た
雇
用
に
関
す
る
援
助
）

第
八
条

職
業
安
定
機
関
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
十
四
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
個
人
又
は

法
人
が
、
当
該
個
人
又
は
法
人
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
労
働
者
の
雇
入
れ
を
促
進
す
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
雇
用
促
進
計
画
」
と
い
う
。）を
提
出
し
て
そ
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
援
助
を
求
め
た
と

き
は
、
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
雇
用
に
関
す
る
援
助
と
し
て
、
当
該
個
人
又
は
法
人
に
対
し
て
必
要
な
助
言

そ
の
他
の
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条

職
業
安
定
機
関
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
個
人
又
は

法
人
が
、
当
該
個
人
又
は
法
人
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
労
働
者
の
雇
入
れ
を
促
進
す
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
雇
用
促
進
計
画
」
と
い
う
。）を
提
出
し
て
そ
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
援
助
を
求
め
た
と

き
は
、
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
雇
用
に
関
す
る
援
助
と
し
て
、
当
該
個
人
又
は
法
人
に
対
し
て
必
要
な
助
言

そ
の
他
の
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
財
務
省
令
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
の
下
に「（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中「（
法
人
」
の
下
に「（
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
八
号
に
規
定
す
る
人
格
の
な
い
社
団

等
を
含
む
。
次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
の
下
に「（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
同
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

当
該
電
子
情
報
処
理
組
織
の
利
用
の
際
に
特
定
認
証
（
デ
ジ
タ
ル
庁
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
三
年
デ
ジ
タ
ル
庁
令
第
三
号
）
第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
法
人
共
通
認
証
基
盤
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
法
人
の
申
請
等
が
当
該
法
人
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
認
証
の
う
ち
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
第
六
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同

じ
。）を
受
け
る
場
合

識
別
符
号
及
び
暗
証
符
号
を
入
力
す
る
こ
と
並
び
に
当
該
申
請
等
の
情
報
に
電
子
署
名
を
行
う
こ
と
及
び
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明
書
を
送
信
す
る
こ
と
。

第
五
条
第
七
項
中「（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）」を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

電
子
情
報
処
理
組
織
の
利
用
の
際
に
特
定
認
証
を
受
け
て
、
申
請
等
を
行
う
こ
と
。

第
六
条
第
二
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
識
別
符
号
を
」
を
「
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
識
別
符
号
を
」
に
、「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
同
項
」
に
、「
用
い
て
識
別
符
号
」
を
「
用
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
識
別
符
号
」
に
改
め
、

同
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
特
定
納
付
手
続
以
外
の
納
付
手
続
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
識
別
符
号
及
び
暗
証
符
号
を
入
力
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

当
該
電
子
情
報
処
理
組
織
の
利
用
の
際
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
移
動
端
末
設
備
を
用
い
て
電
子
利
用
者
証
明
を
行
う
場
合

二

当
該
電
子
情
報
処
理
組
織
の
利
用
の
際
に
特
定
認
証
を
受
け
る
場
合

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
九
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
人
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

２

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
る
。

一

法
人
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
二
号
）
第
三
十
六
条
の
四
第
七
項
及
び
第
三
十
八
条
の
四
十
八
第
六
項

二

消
費
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
三
号
）
第
二
十
三
条
の
四
第
六
項

三

地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
財
務
省
令
第
二
十
二
号
）
第
七
条
第
七
項
及
び
第
七
条
の
四
第
五
項

四

防
衛
特
別
法
人
税
に
関
す
る
省
令
（
令
和
七
年
財
務
省
令
第
三
十
一
号
）
第
五
条
第
七
項

〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
号

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
五
条
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





様
式
第
五
号
（
第
一
面
）、
同
様
式
（
第
二
面
）
及
び
同
様
式
（
第
三
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
労
働
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
令
第
十
三
条
の
四
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
等
）

（
令
第
十
三
条
の
四
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
等
）

第
一
条
の
三

（
略
）

第
一
条
の
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

令
第
十
三
条
の
四
第
三
項
の
申
出
は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
初
の
年
金
支
払
期
間
の
二
分
の
一
を
経
過
し
た

後
、
当
該
契
約
に
基
づ
く
最
後
の
年
金
支
払
日
前
の
年
金
支
払
日
に
お
け
る
当
該
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及

び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
（
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
利
子
等
を
い
う
。
次
条
及
び
第
一
条
の

十
三
に
お
い
て
同
じ
。）の
金
額
が
当
該
年
金
支
払
日
に
お
け
る
年
金
支
払
額
以
下
の
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
る

旨
を
明
ら
か
に
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

令
第
十
三
条
の
四
第
三
項
の
申
出
は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
初
の
年
金
支
払
期
間
の
二
分
の
一
を
経
過
し
た

後
、
当
該
契
約
に
基
づ
く
最
後
の
年
金
支
払
日
前
の
年
金
支
払
日
に
お
け
る
当
該
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及

び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
（
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
利
子
等
を
い
う
。
次
条
及
び
第
一
条
の

十
三
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
金
額
が
当
該
年
金
支
払
日
に
お
け
る
年
金
支
払
額
以
下
の
額
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
〜
９

（
略
）

４
〜
９

（
略
）

（
令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
）

（
令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
）

第
一
条
の
十
三

令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

第
一
条
の
十
三

令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

一

持
家
と
し
て
の
住
宅
の
取
得
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
（
法
第
六
条
第
四
項
に
規
定
す

る
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
第
一
条
の
十
八
及
び
第
一
条
の
二
十
一
に
お

い
て
同
じ
。）に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
の
払
出
し
等
（
令
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
払
出
し
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

一

持
家
と
し
て
の
住
宅
の
取
得
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
（
法
第
六
条
第
四
項
に
規
定
す

る
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
第
一
条
の
十
八
第
一
項
及
び
第
一
条
の
二
十

一
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
の
払
出
し
等
（
令
第
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
払
出
し
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

そ
の
取
得
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等

に
係
る
金
銭
を
充
て
る
住
宅
の
登
記
事
項
証
明
書
、
建
設
の
工
事
の
請
負
契
約
書
、
売
買
契
約
書
そ
の
他

の
書
類
で
当
該
住
宅
を
取
得
し
た
こ
と
、
当
該
住
宅
を
取
得
し
た
年
月
日
、当
該
取
得
に
係
る
頭
金
等（
法

第
六
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
頭
金
等
を
い
う
。
次
号
イ
、
第
一
条
の
十
八
及
び
第
一
条
の
二
十

一
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
及
び
令
第
十
四
条
の
三
に
定
め
る
金
銭
の
支
払
に
充
て
ら
れ
た
額
の
合
計
額
が

当
該
取
得
に
関
し
払
出
し
等
を
す
る
当
該
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ

れ
に
係
る
利
子
等
に
係
る
金
銭
の
額
以
上
の
額
で
あ
る
こ
と
、
当
該
住
宅
の
床
面
積
、
当
該
住
宅
が
建
設

さ
れ
た
年
月
日
並
び
に
当
該
住
宅
の
所
在
地
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
又
は
そ
の
写
し

イ

そ
の
取
得
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等

に
係
る
金
銭
を
充
て
る
住
宅
の
登
記
事
項
証
明
書
、
建
設
の
工
事
の
請
負
契
約
書
、
売
買
契
約
書
そ
の
他

の
書
類
で
当
該
住
宅
を
取
得
し
た
こ
と
、
当
該
住
宅
を
取
得
し
た
年
月
日
、当
該
取
得
に
係
る
頭
金
等（
法

第
六
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
頭
金
等
を
い
う
。
次
号
イ
、
第
一
条
の
十
八
第
一
項
及
び
第
一
条

の
二
十
一
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
及
び
令
第
十
四
条
の
三
に
定
め
る
金
銭
の
支
払
に
充
て
ら
れ
た

額
の
合
計
額
が
当
該
取
得
に
関
し
払
出
し
等
を
す
る
当
該
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
預

貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
に
係
る
金
銭
の
額
以
上
の
額
で
あ
る
こ
と
、
当
該
住
宅
の
床
面
積
、
当

該
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
年
月
日
並
び
に
当
該
住
宅
の
所
在
地
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
又
は
そ
の
写
し

ロ

そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
（
そ
の
者
の
転
勤
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
当
該
住
宅
が
そ
の

者
の
住
所
に
存
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
や
む
を
得
な
い
事
情
が
解
消
し
た
後
は
そ
の
者
が
当
該
住
宅

に
居
住
す
る
こ
と
と
な
る
と
そ
の
者
が
申
し
出
る
場
合
に
は
、
当
該
申
出
に
係
る
書
面
、
当
該
や
む
を
得

な
い
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
、
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
そ
の
者
の
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
（
所
得
税

法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
扶
養
親
族
を
い
う
。以
下
こ
の
号
、

次
条
第
三
号
及
び
第
一
条
の
十
四
の
二
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
住
民
票
の
写
し
及
び
当
該
配
偶
者
又

は
扶
養
親
族
が
そ
の
者
の
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
。
次
号
、
第
一
条

の
十
八
及
び
第
一
条
の
二
十
一
に
お
い
て
同
じ
。）

ロ

そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
（
そ
の
者
の
転
勤
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
当
該
住
宅
が
そ
の

者
の
住
所
に
存
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
や
む
を
得
な
い
事
情
が
解
消
し
た
後
は
そ
の
者
が
当
該
住
宅

に
居
住
す
る
こ
と
と
な
る
と
そ
の
者
が
申
し
出
る
場
合
に
は
、
当
該
申
出
に
係
る
書
面
、
当
該
や
む
を
得

な
い
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
、
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
そ
の
者
の
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
（
所
得
税

法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
扶
養
親
族
を
い
う
。以
下
こ
の
号
、

第
一
条
の
十
四
第
三
号
及
び
第
一
条
の
十
四
の
二
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
住
民
票
の
写
し
及
び
当
該

配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
が
そ
の
者
の
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
。次
号
、

第
一
条
の
十
八
第
一
項
及
び
第
一
条
の
二
十
一
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
一
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
財
務
省
令
第
二
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
勤
労
者
財
産
形
成
促

進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
三
十
二
号
）
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
（
同
令
第
十
四
条
の
九
第
二
項
及
び
第
十
四
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
四
条
の
二
、
第
十
四
条
の
九
第
一

項
第
一
号
並
び
に
第
十
四
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





二

持
家
で
あ
る
住
宅
の
増
改
築
等
（
法
第
六
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
増
改
築
等
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
の
払
出
し

等
を
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

二

持
家
で
あ
る
住
宅
の
増
改
築
等
（
法
第
六
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
増
改
築
等
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
の
払
出
し

等
を
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

当
該
増
改
築
等
に
係
る
工
事
に
係
る
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証
の
写
し
若
し
く
は
同
法
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
写
し
又

は
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
項

各
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
の
写
し
（
当
該
増
改
築
等
に
係

る
工
事
に
要
す
る
費
用
が
百
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
の
書
類
又
は
当
該
増
改

築
等
に
係
る
工
事
が
令
第
十
四
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
工
事
に
該
当
す
る
こ
と
及
び
当
該
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
）

ハ

当
該
増
改
築
等
に
係
る
工
事
に
係
る
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証
の
写
し
若
し
く
は
同
法
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の
写
し
又

は
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
九
項

各
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
の
写
し
（
当
該
増
改
築
等
に
係

る
工
事
に
要
す
る
費
用
が
百
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
の
書
類
又
は
当
該
増
改

築
等
に
係
る
工
事
が
令
第
十
四
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
工
事
に
該
当
す
る
こ
と
及
び
当
該
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
）

（
削
る
）

２

前
項
第
一
号
の
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
住
宅
が
次
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
令
第

十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

一

租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
第
二
十
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
も
の

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

当
該
住
宅
に
係
る
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
国
土
交

通
省
令
第
三
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
通
知
書
（
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
令
第
九
条
に
規
定

す
る
通
知
書
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
認
定
通
知
書
」
と
い
う
。）の
写
し
（
同
法
第
十
条
の
承
継
が
あ

つ
た
場
合
に
は
、
認
定
通
知
書
及
び
同
令
第
十
五
条
に
規
定
す
る
通
知
書
の
写
し
）

ロ

当
該
住
宅
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
証

明
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
又
は
当
該
家
屋
が
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
長
期
優
良

住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
に
基

づ
き
建
築
さ
れ
た
家
屋
に
該
当
す
る
旨
を
証
す
る
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し

二

租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
第
二
十
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
住
宅
の
用
に
供
す
る
都
市
の
低
炭
素
化

の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
低
炭
素
建
築
物

に
該
当
す
る
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

当
該
住
宅
に
係
る
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省

令
第
八
十
六
号
）
第
四
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
知
書
（
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

第
五
十
五
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
令
第
四
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
知
書
）
の
写
し

ロ

当
該
住
宅
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
に
規
定
す

る
証
明
書
若
し
く
は
そ
の
写
し
又
は
当
該
家
屋
が
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
都
市

の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
五
十
六
条
に
規
定
す
る
認
定
低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
に
基
づ

き
建
築
さ
れ
た
家
屋
に
該
当
す
る
旨
を
証
す
る
書
類
若
し
く
は
そ
の
写
し

三

租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
第
二
十
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
住
宅
の
用
に
供
す
る
都
市
の
低
炭
素
化

の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
低
炭
素
建
築
物
と
み
な
さ
れ
る
同
法
第
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
特
定
建
築
物
に
該
当
す
る
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二

年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
第
三
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
十
二
項
に
規

定
す
る
当
該
家
屋
の
所
在
地
の
市
町
村
長
若
し
く
は
特
別
区
の
区
長
に
よ
る
証
明
に
係
る
書
類
又
は
そ
の
写

し

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



四

租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
第
二
十
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
も
の

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第

十
八
条
の
二
十
一
第
十
六
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
又
は
そ
の

写
し

五

租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
第
二
十
一
項
第
四
号
に
該
当
す
る
も
の

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第

十
八
条
の
二
十
一
第
十
七
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
又
は
そ
の

写
し

（
住
宅
の
要
件
）

（
住
宅
の
要
件
）

第
一
条
の
十
四

令
第
十
四
条
第
二
項
（
令
第
十
四
条
の
九
第
二
項
及
び
第
十
四
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
住
宅
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
床
面
積
、
経
過
年
数
そ
の
他
必
要

な
事
項
は
、
当
該
住
宅
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
条
の
十
四

令
第
十
四
条
第
二
項
（
令
第
十
四
条
の
九
第
二
項
及
び
第
十
四
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
住
宅
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
床
面
積
、
経
過
年
数
そ
の
他
必
要

な
事
項
は
、
当
該
住
宅
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

床
面
積
が
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

一

床
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
（
勤
労
者
が
当
該
住
宅
の
新
築
又
は
当
該
住
宅
で
建
築

後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
取
得
を
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
住
宅
が
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
床
面
積
が
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。）。

（
削
る
）

イ

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
（
ロ
に
お
い
て

「
建
築
確
認
」
と
い
う
。）を
受
け
た
も
の

（
削
る
）

ロ

租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
第
二
十
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か

ら
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
建
築
確
認
を
受
け
た
も
の

二

当
該
住
宅
が
令
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
既
存
住
宅
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
住
宅
が
令
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
既
存
住
宅
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
三
章
及
び
第
五
章
の
四
の
規
定
又

は
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国

土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ロ

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
三
章
及
び
第
五
章
の
四
の
規
定
又

は
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て

定
め
る
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

（
増
改
築
等
の
要
件
）

（
増
改
築
等
の
要
件
）

第
一
条
の
十
四
の
二

令
第
十
四
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。

第
一
条
の
十
四
の
二

令
第
十
四
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
工
事
を
し
た
住
宅
の
当
該
工
事
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
（
第
一
条
の
十
三
第
一
号
ロ
に
規
定

す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
者
の
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
居
住

の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
工
事
に
要

す
る
費
用
の
額
が
当
該
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
の
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
工
事
を
し
た
住
宅
の
当
該
工
事
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
（
第
一
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
ロ

に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
者
の
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
工

事
に
要
す
る
費
用
の
額
が
当
該
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
の
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

当
該
工
事
を
し
た
住
宅
の
床
面
積
が
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

当
該
工
事
を
し
た
住
宅
の
床
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

（
令
第
十
四
条
の
二
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
室
）

（
令
第
十
四
条
の
二
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
室
）

第
一
条
の
十
四
の
三

令
第
十
四
条
の
二
第
三
号
の
居
室
、
調
理
室
、
浴
室
、
便
所
そ
の
他
の
室
で
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
も
の
は
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
三
号
に
規
定
す
る
居
室
、
調
理

室
、
浴
室
、
便
所
そ
の
他
の
室
で
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
の
十
四
の
三

令
第
十
四
条
の
二
第
三
号
の
居
室
、
調
理
室
、
浴
室
、
便
所
そ
の
他
の
室
で
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
も
の
は
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
居
室
、
調
理

室
、
浴
室
、
便
所
そ
の
他
の
室
で
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
令
第
十
四
条
の
二
第
四
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
令
第
十
四
条
の
二
第
四
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
一
条
の
十
四
の
四

令
第
十
四
条
の
二
第
四
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
租
税
特
別
措
置
法
施

行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
地
震
に

対
す
る
安
全
性
に
係
る
基
準
と
す
る
。

第
一
条
の
十
四
の
四

令
第
十
四
条
の
二
第
四
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
租
税
特
別
措
置
法
施

行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
地
震
に

対
す
る
安
全
性
に
係
る
基
準
と
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



（
令
第
十
四
条
の
二
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
修
繕
又
は
模
様
替
）

（
令
第
十
四
条
の
二
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
修
繕
又
は
模
様
替
）

第
一
条
の
十
四
の
五

令
第
十
四
条
の
二
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
租
税
特
別

措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
五
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め

る
基
準
に
適
合
さ
せ
る
修
繕
又
は
模
様
替
と
す
る
。

第
一
条
の
十
四
の
五

令
第
十
四
条
の
二
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
租
税
特
別

措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め

る
基
準
に
適
合
さ
せ
る
修
繕
又
は
模
様
替
と
す
る
。

（
令
第
十
四
条
の
二
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
修
繕
又
は
模
様
替
）

（
令
第
十
四
条
の
二
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
修
繕
又
は
模
様
替
）

第
一
条
の
十
四
の
六

令
第
十
四
条
の
二
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
租
税
特
別

措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
六
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め

る
修
繕
又
は
模
様
替
と
す
る
。

第
一
条
の
十
四
の
六

令
第
十
四
条
の
二
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
租
税
特
別

措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
六
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め

る
修
繕
又
は
模
様
替
と
す
る
。

（
令
第
十
四
条
の
九
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
）

（
令
第
十
四
条
の
九
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
）

第
一
条
の
十
八

令
第
十
四
条
の
九
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

第
一
条
の
十
八

令
第
十
四
条
の
九
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

持
家
で
あ
る
住
宅
の
増
改
築
等
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
保
険
金
等
の
支
払

を
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

二

持
家
で
あ
る
住
宅
の
増
改
築
等
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
保
険
金
等
の
支
払

を
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

第
一
条
の
十
三
第
二
号
ハ
に
定
め
る
書
類

ハ

第
一
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
書
類

（
削
る
）

２

前
項
第
一
号
の
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
住
宅
が
第
一
条
の
十
四
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に

は
、
令
第
十
四
条
の
九
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
の

ほ
か
、
第
一
条
の
十
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

（
令
第
十
四
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
）

（
令
第
十
四
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
）

第
一
条
の
二
十
一

令
第
十
四
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

第
一
条
の
二
十
一

令
第
十
四
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

持
家
で
あ
る
住
宅
の
増
改
築
等
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
満
期
返
戻
金
等
の

支
払
を
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

二

持
家
で
あ
る
住
宅
の
増
改
築
等
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
満
期
返
戻
金
等
の

支
払
を
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

第
一
条
の
十
三
第
二
号
ハ
に
定
め
る
書
類

ハ

第
一
条
の
十
三
第
一
項
第
二
号
ハ
に
定
め
る
書
類

（
削
る
）

２

前
項
第
一
号
の
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
住
宅
が
第
一
条
の
十
四
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に

は
、
令
第
十
四
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類

の
ほ
か
、
第
一
条
の
十
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
社
会
医
療
法
人
の
認
定
要
件
）

（
社
会
医
療
法
人
の
認
定
要
件
）

第
三
十
条
の
三
十
五
の
三

法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
公
的
な
運
営
に
関
す
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

第
三
十
条
の
三
十
五
の
三

法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
公
的
な
運
営
に
関
す
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
二
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
第
六
号
及
び
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
四
号
）
附
則
第
十
条
の
三
第

四
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





二

当
該
医
療
法
人
の
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

二

当
該
医
療
法
人
の
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

自
費
患
者
（
社
会
保
険
診
療
に
係
る
患
者
又
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
係
る
患
者
以
外
の
患
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）に
対
し
請
求
す
る
金
額
（
ニ
に
規
定
す
る
特
定
外
国
人
患
者
請
求
額
を
除
く
。）が
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
と
同
一
の
基
準
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
こ
と
。

ハ

自
費
患
者
（
社
会
保
険
診
療
に
係
る
患
者
又
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
係
る
患
者
以
外
の
患
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）に
対
し
請
求
す
る
金
額
が
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
と
同
一
の
基
準
に
よ
り
計
算
さ
れ

る
こ
と
。

ニ

特
定
外
国
人
患
者
（
自
費
患
者
で
あ
る
外
国
人
で
あ
つ
て
医
療
保
険
各
法
等
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
各
法
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

を
い
う
。）の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
等
（
健
康
保
険
法
及
び
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三

号
）
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
及
び
被
扶
養
者
、
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
、
国
家
公

務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
及
び
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三

十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
に
基
づ
く
共
済
組
合
の
組
合
員
及
び
被
扶
養
者
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済

法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
加
入
者
及
び
被
扶
養
者
並
び
に
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
を
い
う
。）で
な
い
者
を
い
う
。）に
対
し
請
求
す
る

診
療
報
酬
の
額
（
健
康
保
険
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
、
同
法
第
八
十
五
条

第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
同
項
の
費
用
の
額
及
び
同
法
第
八
十
五
条
の
二
第
二
項
に

規
定
す
る
基
準
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
同
項
の
費
用
の
額
の
算
定
の
対
象
と
な
る
給
付
に
係
る
も
の
に
限

る
。）（
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
特
定
外
国
人
患
者
請
求
額
」
と
い
う
。）が
、
社
会

保
険
診
療
報
酬
と
同
一
の
基
準
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
金
額
か
ら
当
該
金
額
に
三
を
乗
じ
て
得
た
金
額
ま
で

の
範
囲
内
で
あ
つ
て
地
域
に
お
け
る
標
準
的
な
料
金
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
新
設
）

ホ

（
略
）

ニ

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
運
営
に
関
す
る
要
件
）

（
運
営
に
関
す
る
要
件
）

第
五
十
七
条
の
二

平
成
十
八
年
改
正
法
附
則
第
十
条
の
三
第
四
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
十
七
条
の
二

平
成
十
八
年
改
正
法
附
則
第
十
条
の
三
第
四
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
経
過
措
置
医
療
法
人
の
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

二

当
該
経
過
措
置
医
療
法
人
の
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

自
費
患
者
に
対
し
請
求
す
る
金
額
（
特
定
外
国
人
患
者
請
求
額
を
除
く
。）が
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
と

同
一
の
基
準
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
こ
と
。

ロ

自
費
患
者
に
対
し
請
求
す
る
金
額
が
、社
会
保
険
診
療
報
酬
と
同
一
の
基
準
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
こ
と
。

ハ

特
定
外
国
人
患
者
請
求
額
が
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
と
同
一
の
基
準
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
金
額
か
ら
当

該
金
額
に
三
を
乗
じ
て
得
た
金
額
ま
で
の
範
囲
内
で
あ
つ
て
地
域
に
お
け
る
標
準
的
な
料
金
を
超
え
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
新
設
）

ニ

（
略
）

ハ

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
指
導
及
び
助
言
に
係
る
都
道
府
県
知
事
の
確
認
）

（
指
導
及
び
助
言
に
係
る
都
道
府
県
知
事
の
確
認
）

第
十
七
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

２

前
項
の
確
認
（
前
項
第
一
号
の
事
由
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
中
小
企
業
者
は
、
令
和
九

年
九
月
三
十
日
ま
で
に
、
様
式
第
二
十
一
に
よ
る
申
請
書
に
、
当
該
申
請
書
の
写
し
一
通
及
び
次
に
掲
げ
る
書

類
を
添
付
し
て
、
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
確
認
（
前
項
第
一
号
の
事
由
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
中
小
企
業
者
は
、
令
和
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
様
式
第
二
十
一
に
よ
る
申
請
書
に
、
当
該
申
請
書
の
写
し
一
通
及
び
次
に
掲
げ
る

書
類
を
添
付
し
て
、
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

４

第
一
項
の
確
認
（
同
項
第
三
号
の
事
由
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
個
人
で
あ
る
中
小
企
業

者
は
、
令
和
十
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
、
様
式
第
二
十
一
の
三
に
よ
る
申
請
書
に
、当
該
申
請
書
の
写
し
一
通
、

第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
確
認
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
に
お
け
る
先
代
事
業
者
の
青
色
申
告
書
、

所
得
税
法
第
百
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
青
色
申
告
書
に
添
附
す
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
そ
の
他
の

明
細
書
の
写
し
及
び
第
一
項
の
確
認
の
参
考
と
な
る
書
類
を
添
付
し
て
、
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と

す
る
。

４

第
一
項
の
確
認
（
同
項
第
三
号
の
事
由
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
個
人
で
あ
る
中
小
企
業

者
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
様
式
第
二
十
一
の
三
に
よ
る
申
請
書
に
、
当
該
申
請
書
の
写
し
一

通
、
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
確
認
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
に
お
け
る
先
代
事
業
者
の
青
色
申
告

書
、
所
得
税
法
第
百
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
青
色
申
告
書
に
添
附
す
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
そ
の

他
の
明
細
書
の
写
し
及
び
第
一
項
の
確
認
の
参
考
と
な
る
書
類
を
添
付
し
て
、
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
も

の
と
す
る
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

（
変
更
の
確
認
）

（
変
更
の
確
認
）

第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条

第
二
項
中
「
令
和
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
、
様
式
第
二
十
一
に
よ
る
申
請
書
に
、」と
あ
る
の
は
「
様
式
第
二

十
四
に
よ
る
申
請
書
に
、」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条

第
二
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
様
式
第
二
十
一
に
よ
る
申
請
書
に
、」と
あ
る
の
は
「
様
式
第

二
十
四
に
よ
る
申
請
書
に
、」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６
〜
８

（
略
）

６
〜
８

（
略
）

９

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
七
項
及
び
第
八
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条

第
四
項
中
「
令
和
十
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
、
様
式
第
二
十
一
の
三
に
よ
る
申
請
書
に
、」と
あ
る
の
は
「
様
式

第
二
十
四
の
三
に
よ
る
申
請
書
に
、」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
七
項
及
び
第
八
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条

第
四
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
様
式
第
二
十
一
の
三
に
よ
る
申
請
書
に
、」と
あ
る
の
は
「
様

式
第
二
十
四
の
三
に
よ
る
申
請
書
に
、」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

10
・
11

（
略
）

10
・
11

（
略
）

様
式
第
九
、
様
式
第
十
、
様
式
第
十
六
、
様
式
第
十
八
か
ら
様
式
第
十
九
の
二
ま
で
、
様
式
第
二
十
の
七
か
ら
様
式
第
二
十
の
九
ま
で
、
様
式
第
二
十
二
、
様
式
第
二
十
三
、
様
式
第
二
十
六
、
様
式
第
二
十
八
及
び
様
式
第
二
十
九
中「印

」

を
削
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
三
号

中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
四
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
の
申
請
）

（
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
五
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

当
該
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
（
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
事

業
年
度
に
限
る
。）又
は
当
該
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
の
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
（
租
税

特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
条
の
五
の
四
第
四
項
第
七
号
又
は
第
四
十
二
条
の
十

二
の
五
第
四
項
第
八
号
に
規
定
す
る
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
五
項
に
お
い

て
同
じ
。）か
ら
当
該
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
比
較
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
」
と
い
う
。）を
控
除
し
た
金
額
の
当
該
比
較
雇
用
者
給
与
等
支

給
額
に
対
す
る
割
合
が
百
分
の
一
・
五
以
上
と
な
る
方
針
を
当
該
先
端
設
備
等
導
入
計
画
に
記
載
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
従
業
員
に
表
明
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

当
該
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
（
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
事

業
年
度
に
限
る
。）又
は
当
該
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
の
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
（
租
税

特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
条
の
五
の
四
第
五
項
第
八
号
又
は
第
四
十
二
条
の
十

二
の
五
第
五
項
第
九
号
に
規
定
す
る
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
五
項
に
お
い

て
同
じ
。）か
ら
当
該
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
比
較
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
」
と
い
う
。）を
控
除
し
た
金
額
の
当
該
比
較
雇
用
者
給
与
等
支

給
額
に
対
す
る
割
合
が
百
分
の
一
・
五
以
上
と
な
る
方
針
を
当
該
先
端
設
備
等
導
入
計
画
に
記
載
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
従
業
員
に
表
明
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

改

正

後

改

正

前

（
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
）

（
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
）

第
三
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
四
十
六
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年
度
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

の
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
四
十
六
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年
度
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

の
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

イ

特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
（
内
国
法
人
に
限
る
。）
二
億
円
（
経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
二
条
の
四
第
十
九
項
第
七
号
に
規
定
す

る
中
小
企
業
者
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
千
万
円
）

イ

特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
（
内
国
法
人
に
限
る
。）
一
億
円
（
経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
二
条
の
四
第
十
九
項
第
七
号
に
規
定
す

る
中
小
企
業
者
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
千
万
円
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
活
動

二

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が
、
購
入
に
よ
り
取
得
し
た
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
（
内
国
法
人

に
限
る
。）の
株
式
の
額
が
五
億
円
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
取
得
に
よ
り
当
該
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者

の
総
株
主
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る
、
当
該
株
式

を
そ
の
取
得
の
日
か
ら
五
年
以
上
継
続
し
て
保
有
し
よ
う
と
す
る
事
業
活
動

イ

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が
、
購
入
に
よ
り
取
得
し
た
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
（
内
国
法

人
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）の
株
式
の
額
が
七
億
円
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
取
得
に
よ
り
当
該

特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
総
株
主
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る

場
合
に
お
け
る
、
当
該
株
式
を
そ
の
取
得
の
日
か
ら
五
年
以
上
継
続
し
て
保
有
し
よ
う
と
す
る
事
業
活
動

（
新
設
）

国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
（
令
和
二
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
五
号

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
四
十
六
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





ロ

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が
、
購
入
に
よ
り
取
得
し
た
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
株
式
の

額
が
三
億
円
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
取
得
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
当
該
特

別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
総
株
主
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
、
当
該
株
式
を
そ
の
取
得
の
日
か
ら
五
年
以
上
継
続
し
て
保
有
し
よ
う

と
す
る
事
業
活
動
（
イ
に
掲
げ
る
事
業
活
動
を
除
く
。）及
び
当
該
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
当
該
特
別

新
事
業
開
拓
事
業
者
の
総
株
主
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
後

は
、
当
該
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
総
株
主
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
継
続
し
て

保
有
し
、
当
該
株
式
を
そ
の
取
得
の
日
か
ら
五
年
以
上
継
続
し
て
保
有
し
よ
う
と
す
る
事
業
活
動

（
新
設
）

三
〜
七

（
略
）

三
〜
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
事
項
の
証
明
の
申
請
）

（
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
事
項
の
証
明
の
申
請
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
を
受
け
た
場
合
、
前
条
第
一
項
第
二

号
ロ
の
事
業
活
動
に
よ
り
取
得
し
た
株
式
に
係
る
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
議
決
権
の
保
有
の
状
況
に
つ
い

て
、
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

５

（
略
）

４

（
略
）

法

規

的

告

示

改

正

後

改

正

前

（
累
積
投
資
勘
定
等
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
上
場
株
式
等
の
範
囲
）

（
累
積
投
資
勘
定
等
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
上
場
株
式
等
の
範
囲
）

第
二
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
五
条
の
十
三
第
十
五
項
に
規
定
す
る
内
閣
総
理
大
臣
が
財
務
大
臣
と

協
議
し
て
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
上
場
等
株
式
投
資
信
託
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る

要
件
と
す
る
。

第
二
条

﹇
同
上
﹈

一

上
場
株
式
投
資
信
託

次
に
掲
げ
る
要
件

一

﹇
同
上
﹈

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し

て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続
す
る
他
の
規
定
と
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
標
記
部
分
に
係
る
記
載
）
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は

改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正

前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

〇
内
閣
府
告
示
第
二
十
八
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
五
条
の
十
三
第
十
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
非
課
税
口
座
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
上
場
株
式
等
の
範
囲
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
九
年
内
閣
府
告
示
第
五

百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
取
得
す
る
株
式
に
係
る
事
業
活
動
の
実
施
の
状
況
に
係
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
（
同
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
経
済

産
業
大
臣
の
証
明
を
い
う
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
取
得
し
た
株
式
に
係
る
事
業
活
動
の
実
施
の
状
況
に
係
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業

大
臣
の
証
明
を
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。





ロ

累
積
投
資
勘
定
（
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
五
項
第
五
号
に
規
定
す
る
累
積
投
資
勘
定

（
同
項
第
七
号
に
規
定
す
る
特
定
累
積
投
資
勘
定
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
当
該
上
場

株
式
投
資
信
託
の
受
益
権
が
振
替
口
座
簿
（
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律

第
七
十
五
号
）
に
規
定
す
る
振
替
口
座
簿
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）へ
の
記
載
若
し
く
は
記
録
又
は
保
管
の

委
託
が
さ
れ
て
い
る
期
間
（

に
お
い
て
「
管
理
期
間
」
と
い
う
。）を
通
じ
て
当
該
上
場
株
式
投
資
信
託

が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

ロ

﹇
同
上
﹈

当
該
上
場
株
式
投
資
信
託
の
受
益
権
の
当
該
累
積
投
資
勘
定
へ
の
受
入
れ
又
は
当
該
累
積
投
資
勘
定

か
ら
の
払
出
し
（
当
該
上
場
株
式
投
資
信
託
の
受
益
権
の
譲
渡
に
係
る
払
出
し
に
限
る
。）に
際
し
て
、

当
該
上
場
株
式
投
資
信
託
の
受
益
者
か
ら
当
該
累
積
投
資
勘
定
に
係
る
非
課
税
口
座
（
租
税
特
別
措
置

法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
非
課
税
口
座
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
開
設
さ
れ

て
い
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）に
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
手
数
料
（
当
該
受
入
れ
の
時
に
当
該
金
融
商
品
取
引
業
者
等

と
当
該
受
益
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
契
約
に
係
る
約
款
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
手
数
料
に

限
り
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
金
融
商
品
取
引
業
者
等
と
当
該
受
益
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
定
期
譲

渡
等
契
約
（
上
場
株
式
投
資
信
託
の
受
益
権
又
は
公
募
株
式
投
資
信
託
の
受
益
権
に
つ
き
、
定
期
的
に

継
続
し
て
譲
渡
を
し
、
又
は
信
託
契
約
の
一
部
の
解
約
を
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
を
い
う
。
次
号
ロ

に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
約
款
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
当
該
譲
渡
又
は
一
部
の
解
約
を
す
る
た

め
に
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
実
費
を
勘
案
し
た
適
正
な
額
の
手
数
料
を
除
く
。）の
当
該
受
益
権
の
対

価
に
対
す
る
割
合
の
上
限
が
一
万
分
の
百
二
十
五
以
下
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

当
該
上
場
株
式
投
資
信
託
の
受
益
権
の
当
該
累
積
投
資
勘
定
へ
の
受
入
れ
又
は
当
該
累
積
投
資
勘
定

か
ら
の
払
出
し
（
当
該
上
場
株
式
投
資
信
託
の
受
益
権
の
譲
渡
に
係
る
払
出
し
に
限
る
。）に
際
し
て
、

当
該
上
場
株
式
投
資
信
託
の
受
益
者
か
ら
当
該
累
積
投
資
勘
定
に
係
る
非
課
税
口
座
（
租
税
特
別
措
置

法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
非
課
税
口
座
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
開
設
さ
れ

て
い
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）に
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
手
数
料
（
当
該
受
入
れ
の
時
に
当
該
金
融
商
品
取
引
業
者
等

と
当
該
受
益
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
契
約
に
係
る
約
款
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
手
数
料
に

限
る
。）の
当
該
受
益
権
の
対
価
に
対
す
る
割
合
の
上
限
が
一
万
分
の
百
二
十
五
以
下
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

ハ

当
該
上
場
株
式
投
資
信
託
の
委
託
者
指
図
型
投
資
信
託
約
款
に
お
い
て
、
信
託
財
産
は
別
表
第
一
下
欄

に
掲
げ
る
指
数
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
の
指
数
に
採
用
さ
れ
て
い
る
資
産
に
投
資
を
行
い
、
そ
の
信
託
財

産
の
受
益
権
の
一
口
当
た
り
の
純
資
産
額
の
変
動
率
を
当
該
一
の
指
数
の
変
動
率
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
運
用
を
行
う
旨
の
定
め
が
あ
る
こ
と
。

ハ

当
該
上
場
株
式
投
資
信
託
の
委
託
者
指
図
型
投
資
信
託
約
款
に
お
い
て
、
信
託
財
産
は
別
表
第
一
下
欄

に
掲
げ
る
指
定
指
数
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
の
指
定
指
数
に
採
用
さ
れ
て
い
る
資
産
に
投
資
を
行
い
、
そ

の
信
託
財
産
の
受
益
権
の
一
口
当
た
り
の
純
資
産
額
の
変
動
率
を
当
該
一
の
指
定
指
数
の
変
動
率
に
一
致

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
運
用
を
行
う
旨
の
定
め
が
あ
る
こ
と
。

﹇
ニ
〜
ヘ

略
﹈

﹇
ニ
〜
ヘ

同
上
﹈

二

公
募
株
式
投
資
信
託

次
に
掲
げ
る
要
件

二

﹇
同
上
﹈

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

ロ

累
積
投
資
勘
定
に
お
い
て
当
該
公
募
株
式
投
資
信
託
の
受
益
権
が
振
替
口
座
簿
へ
の
記
載
若
し
く
は
記

録
又
は
保
管
の
委
託
が
さ
れ
て
い
る
期
間
（

に
お
い
て
「
管
理
期
間
」
と
い
う
。）を
通
じ
て
当
該
公
募

株
式
投
資
信
託
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

ロ

﹇
同
上
﹈

﹇

・

略
﹈

﹇

・

同
上
﹈

当
該
累
積
投
資
勘
定
に
受
け
入
れ
て
い
る
公
募
株
式
投
資
信
託
の
受
益
権
の
譲
渡
又
は
当
該
公
募
株

式
投
資
信
託
の
終
了
若
し
く
は
信
託
契
約
の
一
部
の
解
約
に
際
し
て
、
当
該
公
募
株
式
投
資
信
託
の
受

益
者
か
ら
金
融
商
品
取
引
業
者
等
に
対
し
て
手
数
料
（
当
該
公
募
株
式
投
資
信
託
の
信
託
財
産
に
帰
属

す
る
も
の
及
び
あ
ら
か
じ
め
当
該
金
融
商
品
取
引
業
者
等
と
当
該
受
益
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る

定
期
譲
渡
等
契
約
に
係
る
約
款
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
当
該
譲
渡
又
は
一
部
の
解
約
を
す
る
た
め

に
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
実
費
を
勘
案
し
た
適
正
な
額
の
手
数
料
を
除
く
。）が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

当
該
累
積
投
資
勘
定
に
受
け
入
れ
て
い
る
公
募
株
式
投
資
信
託
の
受
益
権
の
譲
渡
又
は
当
該
公
募
株

式
投
資
信
託
の
終
了
若
し
く
は
信
託
契
約
の
一
部
の
解
約
に
際
し
て
、
当
該
公
募
株
式
投
資
信
託
の
受

益
者
か
ら
金
融
商
品
取
引
業
者
等
に
対
し
て
手
数
料
（
当
該
公
募
株
式
投
資
信
託
の
信
託
財
産
に
帰
属

す
る
も
の
を
除
く
。）が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



ハ 指 定 イ ン デ ッ ク ス 投 資 信 託 以 外 の 公 募 株 式 投 資 信 託 に あ っ て は 、 次 に 掲 げ る 要 件 を 満 た

し て い る こ と 。

ハ ﹇ 同 上 ﹈

基 準 計 算 期 間 に お い て 投 資 の 対 象 と し て い た 資 産 の う ち 、 主 た る 投 資 の 対 象 と し て い

た 資 産 が 株 式 又 は 公 社 債 で あ っ て 、 投 資 の 対 象 と し て い た 資 産 が 次 の い ず れ か に 該 当 す

る こ と 。

基 準 計 算 期 間 に お い て 投 資 の 対 象 と し て い た 資 産 の う ち 、 主 た る 投 資 の 対 象 と し て い

た 資 産 が 株 式 で あ っ て 、 投 資 の 対 象 と し て い た 資 産 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る こ と 。

﹇ 〜 略 ﹈ ﹇ 〜 同 上 ﹈

﹇ 〜 略 ﹈ ﹇ 〜 同 上 ﹈

ニ ﹇ 略 ﹈ ニ ﹇ 同 上 ﹈

（ 対 象 商 品 届 出 書 ） （ 対 象 商 品 届 出 書 ）

第 三 条 ﹇ 略 ﹈ 第 三 条 ﹇ 同 上 ﹈

２ ﹇ 略 ﹈ ２ ﹇ 同 上 ﹈

３ 第 一 項 に 規 定 す る 対 象 商 品 届 出 書 は 、 同 項 第 五 号 チ に 掲 げ る 日 の 十 五 日 前 ま で に 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。

３ 第 一 項 に 規 定 す る 対 象 商 品 届 出 書 は 、 同 項 第 五 号 ト に 掲 げ る 日 の 十 五 日 前 ま で に 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。

（別表第一） （別表第一）

番号 地域の区分 指数 番号 地域の区分 指数

１ 国内 TOPIX １ ［同左］ ［同左］

［２～
４］

［略］ ［２～
４］

［同左］

５


読売株価指数 ［加える。］

６


JPXプライム150指数 ［加える。］

７～13


海外等 ［略］ ５～11


［同左］ ［同左］

14 CRSP US Total Market Index 12 CRSP U.S. Total Market Index

15


MSCI Europe Index ［加える。］

16


FTSE Developed Europe All Cap Index ［加える。］

17


STOXX Europe 600 ［加える。］

18


MSCI Pacific Index ［加える。］

19


MSCI AC Asia Pacific Index ［加える。］

20～22


［略］ 13～15


［同左］

（別表第二） （別表第二）

番号 資産の区分 地域の区分 指数 番号 資産の区分 地域の区分 指数

［削る。］ １


株式 海外等 MSCI Europe Index

［削る。］ ２


FTSE Developed Europe All Cap Index

令
和

年

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

日
火
曜
日
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外
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第


号
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［削る。］ ３


Stoxx Europe 600

［削る。］ ４


MSCI Pacific Index

［削る。］ ５


MSCI AC Asia Pacific Index

１～３


債券 国内 ［略］ ６～８


［同左］ ［同左］ ［同左］

４ Bloomberg Japan Government Float

Adjusted Bond Index

９ Barclays Japan Government Float

Adjusted Bond Index

５ 海外等 FTSE World Government Bond Index 10 海外等 Citi-group World Government Bond

Index

６ Bloomberg Global Treasury Index 11 Barclays Capital Global Treasury

７ Bloomberg Global Aggregate Index 12 Bloomberg-Barclays Global Aggregate

Index

８ Bloomberg U.S. Government Float

Adjusted Bond Index

13 Barclays U.S. Government Float

Adjusted Bond Index

９ Bloomberg Euro Government Float

Adjusted Bond Index

14 Barclays Euro Government Float

Adjusted Bond Index

10 J.P. Morgan GBI-EM Global Diversified 15 JP Morgan GBI EM Global Diversified

11 J.P. Morgan Emerging Markets Bond

Index Plus

16 JP Morgan Emerging Market Bond

Index Plus

12


不動産投資信託 国内 ［略］ 17


［同左］ ［同左］ ［同左］

13～15


海外等 ［略］ 18～20


［同左］ ［同左］

16 FTSE Nareit Equity REITs Index 21 FTSE NAREIT Equity REITs Index

 ［略］  ［同左］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 は 注 記 で あ る 。

令
和

年

月


日
火
曜
日

(号
外
特
第


号
)

官
報

〇 復 興 庁 告 示 第 七 号

東 日 本 大 震 災 の 被 災 者 等 に 係 る 国 税 関 係 法 律 の 臨 時 特 例 に 関 す る 法 律 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 令 和 八 年 政 令 第 百 二 号 ） 及 び 東 日 本 大 震 災 復 興 特 別 区 域 法 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 庁 令 （ 令 和 八 年

復 興 庁 令 第 三 号 ） の 施 行 に 伴 い 、 東 日 本 大 震 災 の 被 災 者 等 に 係 る 国 税 関 係 法 律 の 臨 時 特 例 に 関 す る 法 律 施 行 令 第 十 二 条 の 三 第 一 項 第 一 号 及 び 第 十 七 条 の 三 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 基 づ き 内 閣 総 理 大 臣 が 定 め

る 区 域 の 件 等 を 廃 止 す る 告 示 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 八 年 三 月 三 十 一 日 内 閣 総 理 大 臣 高 市 早 苗

東 日 本 大 震 災 の 被 災 者 等 に 係 る 国 税 関 係 法 律 の 臨 時 特 例 に 関 す る 法 律 施 行 令 第 十 二 条 の 三 第 一 項 第 一 号 及 び 第 十 七 条 の 三 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 基 づ き 内 閣 総 理 大 臣 が 定 め る 区 域 の 件 等 を 廃 止 す る 告

示

次 に 掲 げ る 告 示 は 、 廃 止 す る 。

一 東 日 本 大 震 災 の 被 災 者 等 に 係 る 国 税 関 係 法 律 の 臨 時 特 例 に 関 す る 法 律 施 行 令 第 十 二 条 の 三 第 一 項 第 一 号 及 び 第 十 七 条 の 三 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 基 づ き 内 閣 総 理 大 臣 が 定 め る 区 域 の 件 （ 令 和 三 年 復 興 庁

告 示 第 三 号 ）

二 東 日 本 大 震 災 復 興 特 別 区 域 法 施 行 規 則 第 八 条 第 一 項 第 五 号 ロ の 内 閣 総 理 大 臣 が 定 め る 基 準 （ 平 成 二 十 八 年 復 興 庁 告 示 第 二 十 七 号 ）

附 則

こ の 告 示 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。







次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
（
下
線
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

１

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
五
条
第
七
項
又
は
第
三
十
九
条
の

七
第
三
項
に
規
定
す
る
人
口
集
中
地
区
の
区
域
内
に
所
在
す
る
譲
渡
資
産
又
は
買
換
資
産
に
つ
い
て
租
税
特
別

措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
五
第
四
項
第
三
号
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
四
号
イ

又
は
第
二
十
二
条
の

七
第
二
項
第
三
号
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
四
号
イ

に
規
定
す
る
総
務
大
臣
の
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。）は
、
別
記
様
式
に
よ
る
申
請
書
一
通
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

１

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
五
条
第
七
項
又
は
第
三
十
九
条
の

七
第
三
項
に
規
定
す
る
人
口
集
中
地
区
の
区
域
内
に
所
在
す
る
譲
渡
資
産
又
は
買
換
資
産
に
つ
い
て
租
税
特
別

措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
五
第
四
項
第
三
号
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
四
号
ロ
又
は
第
二
十
二
条
の
七

第
二
項
第
三
号
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
の
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。）は
、
別
記
様
式
に
よ
る
申
請
書
一
通
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
先
は
、
総
務
省
統
計
局
統
計
情
報
利
用
推
進
課
情
報
利
用
企
画
室
と
す
る
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
先
は
、
総
務
省
統
計
局
統
計
情
報
利
用
推
進
課
情
報
利
用
企
画
室
と
す
る
。

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

別
記
様
式

別
記
様
式

人
口
集
中
地
区
に
関
す
る
証
明
申
請
書

人
口
集
中
地
区
に
関
す
る
証
明
申
請
書

年
月
日

年
月
日

総
務
大
臣
殿

総
務
大
臣
殿

住
所

住
所

氏
名
又
は
名
称

氏
名
又
は
名
称

（
代
表
者
氏
名
）

（
代
表
者
氏
名
）

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
18条
の
５
第
４
項
第
３
号
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
４
号
イ

又
は
第
22条


































の
７
第
２
項
第
３
号
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
４
号
イ


























の
規
定
に
基
づ
き
、
下
記
の
資
産
の
所
在
地
が
最
近

の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
集
中
地
区
の
区
域
内
に
あ
る
こ
と
の
証
明
を
受
け
た
い
の
で
、
申
請
し
ま
す
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
18条
の
５
第
４
項
第
３
号
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
４
号
ロ
又
は
第
22条
の


































７
第
２
項
第
３
号
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
４
号
ロ























の
規
定
に
基
づ
き
、
下
記
の
資
産
の
所
在
地
が
最
近
の
国

勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
集
中
地
区
の
区
域
内
に
あ
る
こ
と
の
証
明
を
受
け
た
い
の
で
、
申
請
し
ま
す
。

記
記

［
略
］

［
同
左
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
申
請
と
み
な
す
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
総
務
省
告
示
第
百
五
十
三
号

平
成
十
一
年
総
務
庁
告
示
第
八
十
八
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
の
行
う
市
街
地
再
開
発
事
業
用
資
産
の
買
換
え
特
例
制
度
に
係
る
証
明
に
関
す
る
手
続
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

林

芳
正

〇
総

務

省

文
部
科
学
省
告
示
第
一
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
二
十
八
年
総

務

省

文
部
科
学
省
告
示
第
二
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
部
科
学
大
臣
又

は
文
部
科
学
大
臣
及
び
総
務
大
臣
が
財
務
大
臣
と
そ
れ
ぞ
れ
協
議
し
て
定
め
る
要
件
及
び
方
法
を
定
め
る
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

林

芳
正

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平





次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

１

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
そ
の

寄
附
金
が
学
生
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め
の
事
業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
事

業
活
動
が
適
正
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件

と
す
る
。

１

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
そ
の

寄
附
金
が
学
生
等
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め
の
事
業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の

事
業
活
動
が
適
正
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要

件
と
す
る
。

一

当
該
寄
附
金
が
、
学
生
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め
の
事
業
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
基
金
（
以

下
「
修
学
支
援
基
金
」
と
い
う
。）に
受
け
入
れ
ら
れ
、
他
の
経
理
と
区
分
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

一

当
該
寄
附
金
が
、学
生
等
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め
の
事
業
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
基
金（
以

下
「
修
学
支
援
基
金
」
と
い
う
。）に
受
け
入
れ
ら
れ
、
他
の
経
理
と
区
分
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

当
該
寄
附
金
の
使
途
が
、
当
該
法
人
が
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
事
業
（
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
に
あ
っ
て
は
、
イ

に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

当
該
寄
附
金
の
使
途
が
、
当
該
法
人
が
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
事
業
（
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
に
あ
っ
て
は
、
イ

に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

次
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
学
生
に
対
す
る
も
の

イ

次
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
学
生
等
に
対
す
る
も
の

・

﹇
略
﹈

・

﹇
同
上
﹈

当
該
法
人
が
教
育
研
究
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
学
生
の
留
学
に
係
る
費
用
を
負
担
す
る
事
業

当
該
法
人
が
教
育
研
究
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
学
生
等
の
留
学
に
係
る
費
用
を
負
担
す
る
事
業

当
該
法
人
の
就
業
規
則
等
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
生
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

主
た
る
目
的
と
し
て
、
学
生
を
当
該
法
人
の
教
育
研
究
に
係
る
業
務
に
従
事
さ
せ
、
学
生
に
対
し
て
手

当
を
支
給
す
る
事
業

当
該
法
人
の
就
業
規
則
等
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
生
等
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
学
生
等
を
当
該
法
人
の
教
育
研
究
に
係
る
業
務
に
従
事
さ
せ
、
学
生
等
に
対

し
て
手
当
を
支
給
す
る
事
業

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

ロ

個
々
の
学
生
の
障
害
の
状
態
に
応
じ
た
合
理
的
な
配
慮
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
で
あ
っ
て
、

障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
も
の

ロ

個
々
の
学
生
等
の
障
害
の
状
態
に
応
じ
た
合
理
的
な
配
慮
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
で
あ
っ

て
、
障
害
の
あ
る
学
生
等
に
対
す
る
も
の

三
〜
五

﹇
略
﹈

三
〜
五

﹇
同
上
﹈

２

令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
そ
の
寄
附
金
が
学
生
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め
の

事
業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
事
業
活
動
が
適
正
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
及

び
総
務
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
要
件
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
三
十
八
条
第
三
項
（
国

立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
三
十
五
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

と
あ
る
の
は
、「
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
三
項
」
と
す
る
。

２

令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
そ
の
寄
附
金
が
学
生
等
に
対
す
る
修
学
の
支
援
の
た
め

の
事
業
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
事
業
活
動
が
適
正
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣

及
び
総
務
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
要
件
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
項
第
四
号
中
「
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）第
三
十
八
条
第
三
項（
国

立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
三
十
五
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

と
あ
る
の
は
、「
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
三
項
」
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
財
務
省
告
示
第
八
十
八
号

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
百
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
所
得
税
法
別
表
第
二
の
甲
欄
に
掲
げ
る
税
額
が
算
定
さ
れ
た
方
法
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
方
法
を
定
め
る

件
（
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
大
蔵
省
告
示
第
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
九
年
一
月
一
日
以
後
に
支
払
う
べ
き
同
項
に
規
定
す
る
給
与
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
う
べ
き
当
該
給
与
等
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き





別
表
第
一
及
び
別
表
第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一

別
表
第
三

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
財
務
省
告
示
第
八
十
九
号

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
八
十
二
条
の
三
第
七
項
（
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
国
又
は
地
域
を
次
の
よ

う
に
定
め
、
令
和
八
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

ア
メ
リ
カ
合
衆
国





（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

１
事
業
適
応
の
促
進
の
意
義
及
び
目
標
そ
の
他
の
事
業
適
応
に
関
す
る
基
本
的
事
項

１
事
業
適
応
の
促
進
の
意
義
及
び
目
標
そ
の
他
の
事
業
適
応
に
関
す
る
基
本
的
事
項

一
（
略
）

一
（
略
）

二
事
業
適
応
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
又
は
需
要
の
開
拓
に
関
す
る
目
標
の
設
定
に
関
す
る
事
項

二
事
業
適
応
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
又
は
需
要
の
開
拓
に
関
す
る
目
標
の
設
定
に
関
す
る
事
項

（
略
）

（
略
）

イ
（
略
）

イ
（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
財
務
省
告
示
第
九
十
号

法
人
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
二
号
）
第
五
十
九
条
第
三
項
（
同
令
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
、
第
五
十
九
条
の
二
第
九
項
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
七
条
第
三
項
及
び
第
六
十
七
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
法
人
税
法
施
行
規
則
第
五
十
九
条
第
三
項
（
同
令
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
、
第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
保
存
の
方
法
を
定
め
る
件
（
平
成

二
十
四
年
一
月
財
務
省
告
示
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

前
文
中
「
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
、
第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
、
第
五
十
九
条
の
二
第
九
項
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
七
条
第
三
項
及
び
第
六
十
七
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
る
。

本
文
第
一
項
中
「
第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
九
条
の
二
第
九
項
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
七
条
第
三
項
及
び
第
六
十
七
条
の
二
第
六
項
」
に
、「
）
又
は
」
を
「
）、
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
、」に
、「
。）の
規
定
」

を
「
。）又
は
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
イ
中
「
又
は
規
則
」
を
「
、
規
則
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
事
項
記
載
書
類
を
保
存
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
同
項
の
青
色

申
告
法
人
、
規
則
」
に
、「
）
の
」
を
「
）
又
は
規
則
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
事
項
記
載
書
類
を
保
存
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
同
項
の
普
通
法
人
等
の
」
に
改
め
、「
の
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
、
特

定
事
項
記
載
書
類
」
を
加
え
、
本
文
第
二
項
中
「
又
は
第
六
十
七
条
第
二
項
」
を
「
、
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
六
十
七
条
第
二
項
又
は
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
九
十
二
号

消
費
税
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
号
）
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
費
税
法
施
行
令
第
五
十
条
第
三
項
、
第
五
十
四
条
第
五
項
、
第
五
十
八
条
の
二
第
三
項
、
第
五
十
八
条
の
三
第
三
項
、
第
七
十
条
の

十
三
第
二
項
及
び
第
七
十
一
条
第
五
項
並
び
に
消
費
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
三
号
）
第
五
条
第
三
項
、
第
十
六
条
第
三
項
及
び
第
二
十
六
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
保
存
の

方
法
を
定
め
る
件
（
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
大
蔵
省
告
示
第
百
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

前
文
中
「
第
五
十
条
第
三
項
、
第
五
十
四
条
第
五
項
、
第
五
十
八
条
の
二
第
三
項
、
第
五
十
八
条
の
三
第
三
項
、
第
七
十
条
の
十
三
第
二
項
」、「
第
七
十
一
条
第
五
項
並
び
に
」
及
び
「
第
五
条
第
三
項
、
第
十
六
条
第
三
項
及
び
第
二
十
六

条
の
七
第
四
項
」
を
削
り
、「
保
存
の
」
を
「
財
務
大
臣
の
定
め
る
」
に
改
め
る
。

本
文
中
「
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
条
第
七
項
に
規
定
す
る
帳
簿
又
は
請
求
書
等
、
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
本
人
確
認
書
類
、
法
第
三
十
六
条
第
二
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
書
類
及

び
法
第
三
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
又
は
第
五
十
八
条
に
規
定
す
る
帳
簿
、
消
費
税
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
七
十
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
適
格
請
求
書
等
の
写
し
並
び
に
消
費
税
法
施
行
規
則
（
以
下

「
規
則
」
と
い
う
。）第
五
条
第
一
項
各
号
又
は
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類
又
は
帳
簿
及
び
規
則
第
二
十
六
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
書
類
の
写
し
（
以
下
「
帳
簿
等
」
と
い
う
。）を
令
第
五
十
条
第
一
項
及
び
第

二
項
、
第
五
十
四
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
八
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
八
条
の
三
第
二
項
、第
七
十
条
の
十
三
第
一
項
並
び
に
第
七
十
一
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
規
則
第
五
条
第
一
項
、

第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
六
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
）、
消
費
税
法
施
行
令
及
び
消
費
税
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
帳
簿
及
び
書
類
（
以
下
「
帳
簿
等
」
と
い
う
。）の
保
存
を
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保

存
に
係
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
の
定
め
る
方
法
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
当
該
帳
簿
等
を
」
に
改
め
、「
保
存
す
る
方
法
」
の
下
に
「
と
す
る
。」を
加
え
る
。

〇
財

務

省

経
済
産
業
省
告
示
第
三
号

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
事
業
適
応
の
実
施
に
関
す
る
指
針
（
令
和
三
年
財
務
省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
同
法
第
二
十
一
条
の
二
十
第

五
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
財
務
省
告
示
第
九
十
一
号

消
費
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
六
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
消
費
税
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
号
）
第
二
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
基
準
を

定
め
る
件
（
令
和
五
年
三
月
財
務
省
告
示
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

前
文
及
び
本
文
中
「
第
二
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
二
条
の
五
第
二
項
」
に
改
め
る
。





ロ エネルギー利用環境負荷低減事業適応 ロ エネルギー利用環境負荷低減事業適応
 エネルギー利用環境負荷低減事業適応による生産性の向上に関する目標  エネルギー利用環境負荷低減事業適応による生産性の向上に関する目標
 （略）  （略）
 目標年度における炭素生産性の数値が、基準年度における炭素生産性の数値より
二十パーセント


以上（特定大企業等（事業者（中小企業者等を除く。）のうち連携事


業を実施しているものをいう。以下同じ。）の場合は、十五パーセント以上、


中小企
業者等の場合は、十七パーセント


以上）上回ること。

 目標年度における炭素生産性の数値が、基準年度における炭素生産性の数値より
十五パーセント


以上（中小企業者等の場合は、十パーセント


以上）上回ること。

（注２）租税特別措置法第十条の五の五第一項及び第四十二条の十二の六第一項の
規定により特別償却の適用を受けようとする者並びに同法第十条の五の五
第三項（第一号ロ又は第二号ロ


に係る部分に限る。）及び第四十二条の十二

の六第二項（第一号ロ又は第二号ロ


に係る部分に限る。）の規定により税額
控除三パーセント


（中小企業者等の場合は、五パーセント


）の措置の適用
を受けようとする者においては、基準年度における炭素生産性の数値より
二十パーセント


以上（特定大企業等の場合は、十五パーセント以上、


中小
企業者等の場合は、十七パーセント


以上）上回ることを目標とし、租税特

別措置法施行令（昭和三十二年政令第四十三号）第五条の六の五第二項及
び第二十七条の十二の六第一項の規定に基づき、生産工程効率化等設備の
うちエネルギーの利用による環境への負荷の低減に著しく資するものとし
て経済産業大臣が定める基準に適合するものとして、税額控除十パーセン


ト

の措置の適用を受けようとする中小企業者等においては、同基準のとお
り基準年度における炭素生産性の数値より二十二パーセント


以上上回るこ

とを目標とし、同令第五条の六の五第二項及び第二十七条の十二の六第一
項の規定に基づき、生産工程効率化等設備のうちエネルギーの利用による
環境への負荷の低減に特に著しく資するものとして経済産業大臣が定める
基準に適合するものとして、税額控除八パーセント


の措置の適用を受けよ

うとする者においては、同基準のとおり基準年度における炭素生産性の数
値より二十五パーセント


以上（特定大企業等の場合は、二十パーセント以


上）

上回ることを目標とするものである（以下このにおいて同じ。）。な

お、目標年度の炭素生産性の算出に際しては、基準年度の炭素生産性の算
出に用いた排出係数を用いること（以下このにおいて同じ。）。

（注２）租税特別措置法第十条の五の五第一項及び第四十二条の十二の六第一項の
規定により特別償却の適用を受けようとする者並びに同法第十条の五の五
第三項（第二号イ又は第三号


に係る部分に限る。）及び第四十二条の十二の

六第二項（第二号イ又は第三号


に係る部分に限る。）の規定により税額控除
五パーセント（


中小企業者等の場合は、十パーセント


）の措置の適用を受
けようとする者においては、基準年度における炭素生産性の数値より十五


パーセント


以上（中小企業者等の場合は、十パーセント


以上）上回ること
を目標とし、租税特別措置法施行令（昭和三十二年政令第四十三号）第五
条の六の五第二項及び第二十七条の十二の六第一項の規定に基づき、生産
工程効率化等設備のうちエネルギーの利用による環境への負荷の低減に著
しく資するものとして経済産業大臣が定める基準に適合するものとして、
税額控除十四パーセント


の措置の適用を受けようとする中小企業者等にお

いては、同基準のとおり基準年度における炭素生産性の数値より十七パー


セント


以上上回ることを目標とし、同令第五条の六の五第二項及び第二十
七条の十二の六第一項の規定に基づき、生産工程効率化等設備のうちエネ
ルギーの利用による環境への負荷の低減に特に著しく資するものとして経
済産業大臣が定める基準に適合するものとして、税額控除十パーセント


の

措置の適用を受けようとする者においては、同基準のとおり基準年度にお
ける炭素生産性の数値より二十パーセント


以上上回ることを目標とするも

のである（以下このにおいて同じ。）。なお、目標年度の炭素生産性の算
出に際しては、基準年度の炭素生産性の算出に用いた排出係数を用いるこ
と（以下このにおいて同じ。）。

（注３）連携事業とは、事業者（中小企業者等を除く。）が、連携事業者（当該事業


者のサプライチェーン上の国内の中小企業者等をいい、関係会社等（当該

事業者の関係会社（会社計算規則（平成十八年法務省令第十三号）第二条

第三項第二十五号に規定する関係会社をいう。）又は当該事業者と同一の親

会社（会社法（平成十七年法律第八十六号）第二条第四号に規定する親会

社をいう。）を持つ会社をいう。）を除く。以下同じ。）とエネルギー起源二酸

化炭素排出量の削減を目指す事業であって、次のいずれにも該当するもの

をいう。


（新設）



当該事業者の当該連携事業者への支援により、当該連携事業者に対す

る取引量を減らさずに、当該支援を受ける事業所の当該支援前後の炭素

生産性を三十パーセント以上向上させる計画（以下「連携事業計画」と

いう。）を作成すること。


令
和

年

月


日
火
曜
日

(号
外
特
第


号
)

官
報









当該事業者が当該連携事業者と当該連携事業計画に係る合意（次に掲

げる事項を含むものに限る。）をしており、当該合意及びその内容を明ら

かにする書類を作成していること。



当該連携事業者の炭素生産性を向上させるために支出する費用の十

パーセント以上の費用を当該事業者が負担すること。



当該事業者が当該連携事業者と取引を行うに当たって、当該事業者

が負担するに規定する費用を当該取引に係る価格に転嫁しないこ

と。



当該事業者が当該連携事業者に対し、既に実施している取引の継続

等を条件として当該連携事業計画における取組の実施を強要しないこ

と。




当該事業者の当該連携事業者への支援については、当該事業者に追加

の費用負担が発生するものであって、当該連携事業者の排出量削減に資

する内容であること。



当該連携事業者が自身のエネルギー起源二酸化炭素の排出削減量を算

定していること。


 当該事業所の目標年度における炭素生産性の数値が、当該事業所の属する事業者
全体の基準年度における炭素生産性の数値より二十パーセント


以上（特定大企業等


の場合は、十五パーセント以上、


中小企業者等の場合は、十七パーセント


以上）上
回ること。ただし、「事業者全体」とあるのは、「設備を導入する事業所で営む事業と
同種の事業を営む事業所全体」と読み替えて適用することができるものとし、これ
に加えて業態特性や固有の事情等がある場合は、これを考慮するものとする。

 当該事業所の目標年度における炭素生産性の数値が、当該事業所の属する事業者
全体の基準年度における炭素生産性の数値より十五パーセント


以上（中小企業者等

の場合は、十パーセント


以上）上回ること。ただし、「事業者全体」とあるのは、「設
備を導入する事業所で営む事業と同種の事業を営む事業所全体」と読み替えて適用
することができるものとし、これに加えて業態特性や固有の事情等がある場合は、
これを考慮するものとする。

 （略）  （略）
 （略）  （略）
 （略）  （略）

三 （略） 三 （略）
２～４ （略） ２～４ （略）
５ その他事業適応に関する重要事項 ５ その他事業適応に関する重要事項
一～六 （略） 一～六 （略）
七 生産工程効率化等設備に関する事項 七 生産工程効率化等設備に関する事項
生産工程効率化等設備の導入を伴うエネルギー利用環境負荷低減事業適応計画の認定申請
書の提出する際に添付する当該事業適応に係る経営の方針の決議又は決定の過程及びその内
容を示す書類は、事業適応の実施に関する指針の一部を改正する告示（令和八年財務省、経


済産業省告示第三号


）の施行の日以後に取締役会その他これに準ずる機関によりされた決議
又は決定に係るもの（同日前に決議又は決定がされた経営の方針につき、導入することが決
定されている設備と比較してエネルギー消費効率が向上する設備へ変更するなど、エネル
ギーの利用による環境への負荷の低減効果が大きいことが認められる変更が行われ、同日以
後に改めて当該経営の方針の決議又は決定がされた場合のその決議又は決定に係るものを含
む。）に限るものとする。

生産工程効率化等設備の導入を伴うエネルギー利用環境負荷低減事業適応計画の認定申請
書の提出する際に添付する当該事業適応に係る経営の方針の決議又は決定の過程及びその内
容を示す書類は、事業適応の実施に関する指針の一部を改正する告示（令和六年財務省、経


済産業省告示第三号


）の施行の日以後に取締役会その他これに準ずる機関によりされた決議
又は決定に係るもの（同日前に決議又は決定がされた経営の方針につき、導入することが決
定されている設備と比較してエネルギー消費効率が向上する設備へ変更するなど、エネル
ギーの利用による環境への負荷の低減効果が大きいことが認められる変更が行われ、同日以
後に改めて当該経営の方針の決議又は決定がされた場合のその決議又は決定に係るものを含
む。）に限るものとする。

八 （略） 八 （略）
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６ 備考 ６ 備考
この告示における各種目標における項目の計算方法は、次のとおりとする。 この告示における各種目標における項目の計算方法は、次のとおりとする。
一 （略） 一 （略）
二 第一項第二号ロにおける各項目の計算方法 二 第一項第二号ロにおける各項目の計算方法
イ 炭素生産性 イ 炭素生産性
炭素生産性＝付加価値額／エネルギー起源二酸化炭素排出量 炭素生産性＝付加価値額／エネルギー起源二酸化炭素排出量
ただし、連携事業計画に係る連携事業者が当該連携事業計画に記載された支援を受けた

取組を伴うエネルギー利用環境負荷低減事業適応に関する計画の認定を申請する場合の当

該連携事業者の炭素生産性の計算に当たっては、基準年度と目標年度を比較した場合の付

加価値額の増加額及びエネルギー起源二酸化炭素排出量の削減量から特定大企業等が費用

負担した割合分を除外して計算するものとする。

ロ・ハ （略） ロ・ハ （略）
三 （略） 三 （略）

事 業 再 編 の 実 施 に 関 す る 指 針 の 一 部 を 改 正 す る 告 示

事 業 再 編 の 実 施 に 関 す る 指 針 （ 平 成 二 十 六 年 財 務 省

経 済 産 業 省 告 示 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の 表 の よ う に 改 正 す る 。

（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）

改 正 後 改 正 前

四 特別事業再編の実施方法に関する事項 四 特別事業再編の実施方法に関する事項
イ （略） イ （略）
ロ 特別事業再編の認定要件に関する事項 ロ 特別事業再編の認定要件に関する事項
・ （略） ・ （略）
 従業員の地位  従業員の地位
法第二十四条の二第六項第六号の従業員の地位を不当に害するものでないこととは、次
のいずれにも該当することをいうものとする。

法第二十四条の二第六項第六号の従業員の地位を不当に害するものでないこととは、次
のいずれにも該当することをいうものとする。

 （略）  （略）
 当該特別事業再編計画の対象となった事業部門単位の計算において、特別事業再編計
画の期間内における雇用者給与等支給額（租税特別措置法（昭和三十二年法律第二十六
号）第十条の五の四第四項第七号


又は第四十二条の十二の五第四項第八号


に規定する雇
用者給与等支給額をいう。以下同じ。）を改善する旨を従業員に表明し、かつ実際に各事
業年度の雇用者給与等支給額を前年度における雇用者給与等支給額の値より二・五パー
セント以上改善すること。

 当該特別事業再編計画の対象となった事業部門単位の計算において、特別事業再編計
画の期間内における雇用者給与等支給額（租税特別措置法（昭和三十二年法律第二十六
号）第十条の五の四第五項第八号


又は第四十二条の十二の五第五項第九号


に規定する雇
用者給与等支給額をいう。以下同じ。）を改善する旨を従業員に表明し、かつ実際に各事
業年度の雇用者給与等支給額を前年度における雇用者給与等支給額の値より二・五パー
セント以上改善すること。

～ （略） ～ （略）
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附 則

１ こ の 告 示 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 告 示 に よ る 改 正 後 の 規 定 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 以 後 に 産 業 競 争 力 強 化 法 第 二 十 一 条 の 二 十 二 第 一 項 の 認 定 を 受 け る 者 が 実 施 す る 同 法 第 二 十 一 条 の 二 十 三 第 二 項 に 規 定 す る 認 定 事 業 適 応 計 画 に つ い

て 適 用 し 、 同 日 前 に 同 法 第 二 十 一 条 の 二 十 二 第 一 項 の 認 定 を 受 け た 者 が 実 施 す る 同 法 第 二 十 一 条 の 二 十 三 第 二 項 に 規 定 す る 認 定 事 業 適 応 計 画 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

〇 財 務 省

経 済 産 業 省 告 示 第 四 号

所 得 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 八 年 法 律 第 十 二 号 ） の 施 行 に 伴 い 、 及 び 産 業 競 争 力 強 化 法 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 九 十 八 号 ） を 実 施 す る た め 、 事 業 再 編 の 実 施 に 関 す る 指 針 の 一 部 を 改 正 す る 告 示

を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 八 年 三 月 三 十 一 日 財 務 大 臣 片 山 さ つ き

経 済 産 業 大 臣 赤 澤 亮 正







六 その他事業再編に関する重要事項 六 その他事業再編に関する重要事項
イ～ホ （略） イ～ホ （略）
ヘ 事業者が法第二条第十七項第一号リ又はルに掲げる措置に係る事業再編を実施するにあた
り、特定剰余金配当をする事業者及び配当株式発行関係事業者等（特定剰余金配当の配当財


産とする株式を発行した関係事業者又は外国関係法人（配当財産が持分又は株式若しくは持

分に類似するものである場合にあっては、当該持分又は株式若しくは持分に類似するものを

交付した外国関係法人）をいう。ヘにおいて同じ。


）が事業の成長発展が見込まれる要件を満
たすものとして事業再編計画の認定（変更の認定を含む。）を受けようとする場合

ヘ 事業者が法第二条第十七項第一号リ又はルに掲げる措置に係る事業再編を実施するにあた
り、特定剰余金配当に係る関係事業者又は外国関係法人（以下「関係事業者等」という。


）が

事業の成長発展が見込まれる要件を満たすものとして事業再編計画の認定（変更の認定を含
む。）を受けようとする場合

事業者は、一の事業再編による生産性及び財務内容の健全性の向上に関する目標の設定に
関する事項に定める生産性の向上及び財務内容の健全性の向上に関する目標等の必要な要件
に加え、次のからまでのいずれにも


該当する場合には、特定剰余金配当をする事業者及


び配当株式発行関係事業者等


が事業の成長発展が見込まれる要件を満たすものとして事業再
編計画の認定（変更の認定を含む。）を受けることができるものとする。

事業者は、一の事業再編による生産性及び財務内容の健全性の向上に関する目標の設定に
関する事項に定める生産性の向上及び財務内容の健全性の向上に関する目標等の必要な要件
に加え、次の及びに


該当する場合には、関係事業者等


が事業の成長発展が見込まれる要

件を満たすものとして事業再編計画の認定（変更の認定を含む。）を受けることができるもの
とする。

 特定剰余金配当事業者等（特定剰余金配当をする事業者並びにその関係事業者及びその

外国関係法人をいう。において同じ。）の事業


（事業再編計画の認定を受けて行う特定剰
余金配当の直前に行われていることが見込まれるものに限る。）のうちいずれかの事業につ


いて、当該特定剰余金配当事業者等によってその経営資源を集中させるものとして特定さ

れており、かつ、その特定されている事業が当該特定剰余金配当事業者等（特定剰余金配

当をする事業者の関係事業者及び外国関係法人にあっては、当該特定剰余金配当をする事

業者との間に産業競争力強化法施行規則（平成三十年内閣府・総務省・財務省・文部科学

省・厚生労働省・農林水産省・経済産業省・国土交通省・環境省令第一号。以下「規則」

という。）第三条又は第四条に規定する関係が継続することが見込まれているものに限る。

において同じ。）において引き続き行われることが見込まれる


こと。

 関係事業者等の主要な事業


（事業再編計画の認定を受けて行う特定剰余金配当の直前に
行われていることが見込まれるものに限る。以下同じ。


）における事業活動が新事業活動


（新商品の開発又は生産、新たな役務の開発又は提供、商品の新たな生産又は販売の方式

の導入、役務の新たな提供の方式の導入その他の新たな事業活動をいう。）である


こと。

 配当株式発行関係事業者等の主要な事業（事業再編計画の認定を受けて行う特定剰余金

配当の直前に行われていることが見込まれるものに限る。）について、の特定されている

事業以外のものであり、かつ、当該主要な事業が当該配当株式発行関係事業者等において

引き続き行われることが見込まれる


こと。

 次のいずれかに該当する


こと。

（削る） 

関係事業者等から当該関係事業者等の特定役員（社長、副社長、代表取締役、代表執

行役、専務取締役若しくは常務取締役又はこれらに準ずる者で法人の経営に従事してい

る者をいう。）に対して、新株予約権が付与され、又は付与される見込みであること。


（削る） 

関係事業者等のの主要な事業（事業再編計画の認定を受けて行う特定剰余金配当の

直前に行われていることが見込まれるものに限る。以下同じ。）を開始した日から法第二

十三条第一項の認定の申請の日までの期間が十年を超えないこと。


（削る） 

関係事業者等のの主要な事業の成長発展が見込まれるものであることにつき、金融

商品取引業者（金融商品取引法第二条第九項に規定する金融商品取引業者をいう。）が確

認したこと。




特定剰余金配当事業者等のの特定されている事業及び配当株式発行関係事業者等の

の主要な事業について、事業再編計画の認定を受けて行う特定剰余金配当により、一イの

事業再編による生産性向上に関する目標の達成が見込まれること。


（新設）
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
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

号
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





ト～カ （略） ト～カ （略）
ヨ

教育訓練費に関する事項


（新設）
規則第三十一条の三第六号ニに規定する事業再編の実施に関する指針で定める費用は、次

に掲げる場合の区分に応じそれぞれ次に定める費用とする。



中堅企業者がその国内雇用者に対して教育、訓練、研修、講習その他これらに類するも

の（以下「教育訓練等」という。）を自ら行う場合


次に掲げる費用




当該教育訓練等のために講師又は指導者（当該中堅企業者の役員又は使用人である者

を除く。以下「講師等」という。）に対して支払う報酬、料金、謝金その他これらに類す

るもの及び講師等の旅費（教育訓練等を行うために要するものに限る。）のうち当該中堅

企業者が負担するもの並びに教育訓練等に関する計画又は内容の作成について当該教育

訓練等に関する専門的知識を有する者（当該中堅企業者の役員又は使用人である者を除

く。）に委託している場合の当該専門的知識を有する者に対して支払う委託費その他これ

に類するもの



当該教育訓練等のために施設、設備その他の資産を賃借する場合におけるその賃借に

要する費用及びコンテンツ（文字、図形、色彩、音声、動作若しくは映像又はこれらを

組み合わせたものをいう。以下同じ。）の使用料（コンテンツの取得に要する費用に該当

するものを除く。


）


中堅企業者から委託を受けた他の者（当該中堅企業者が非居住者（所得税法（昭和四十

年法律第三十三号）第二条第一項第五号に規定する非居住者をいう。）である場合の同法第

百六十一条第一項第一号に規定する事業場等を含み、当該中堅企業者が外国法人である場

合の法人税法（昭和四十年法律第三十四号）第百三十八条第一項第一号に規定する本店等

を含む。以下同じ。）が当該中堅企業者の国内雇用者に対して教育訓練等を行う場合


当該


教育訓練等のために当該他の者に対して支払う費用



中堅企業者がその国内雇用者を他の者が行う教育訓練等に参加させる場合


当該他の者


に対して支払う授業料、受講料、受験手数料その他の当該他の者が行う教育訓練等に対す

る対価として支払うもの


七 備考 七 備考
イ この告示において使用する用語は、法及び規則


において使用する用語の例による。 イ この告示において使用する用語は、法及び産業競争力強化法施行規則（内閣府・総務省・


財務省・文部科学省・厚生労働省・農林水産省・経済産業省・国土交通省・環境省令第一

号）

において使用する用語の例による。

ロ （略） ロ （略）

附 則

こ の 告 示 は 、 令 和 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

令
和

年

月


日
火
曜
日

(号
外
特
第


号
)

官
報

〇 国 税 庁 告 示 第 一 号

消 費 税 法 施 行 規 則 （ 昭 和 六 十 三 年 大 蔵 省 令 第 五 十 三 号 ） 第 五 条 第 一 項 第 一 号 の 規 定 に 基 づ き 、 同 号 に 規 定 す る 国 税 庁 長 官 が 指 定 す る 書 類 を 次 の よ う に 定 め 、 令 和 八 年 十 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

令 和 八 年 三 月 三 十 一 日 国 税 庁 長 官 江 島 一 彦

消 費 税 法 施 行 規 則 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 国 税 庁 長 官 が 指 定 す る 書 類 は 、 消 費 税 法 （ 昭 和 六 十 三 年 法 律 第 百 八 号 ） 第 七 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 輸 出 と し て 行 わ れ る 資 産 の 譲 渡 又 は 貸 付 け に 係 る 資

産 の 仕 向 国 に お け る 輸 入 の 事 実 に つ き 、 当 該 仕 向 国 に お け る 税 関 そ の 他 行 政 機 関 が 証 明 し た 書 類 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 事 項 が 記 載 さ れ た も の 又 は そ の 写 し と す る 。

一 税 関 そ の 他 行 政 機 関 の 名 称

二 当 該 資 産 の 輸 入 年 月 日

三 当 該 資 産 の 内 容

四 当 該 資 産 の 金 額

五 書 類 の 交 付 を 受 け る 者 の 氏 名 又 は 名 称







次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

﹇
１

略
﹈

﹇
１

同
上
﹈

２

令
第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
指
定
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

﹇
２

同
上
﹈

﹇
一

略
﹈

﹇
一

同
上
﹈

二

令
第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ハ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
資
産
に
係
る
課
税
仕
入
れ
（
同
号
ハ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
資
産
に
係
る
課
税
仕
入
れ
に
あ
っ
て
は
古
物
営
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
号
）、

質
屋
営
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
又
は
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

百
七
十
六
号
）
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
等
へ
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
も
の
に
限
り
、
同
号
ハ

に
掲
げ
る
資
産
に
係
る
課
税
仕
入
れ
に
あ
っ
て
は
盗

難
特
定
金
属
製
物
品
の
処
分
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
七
条
の
規
定
に

よ
り
、
買
受
け
の
相
手
方
の
同
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
本
人
特
定
事
項
と
し
て
住
居
又
は
本
店
若
し
く

は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
確
認
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
も
の
に
限
り
、
同
号
ハ

に

掲
げ
る
資
産
に
係
る
課
税
仕
入
れ
に
あ
っ
て
は
事
業
者
以
外
の
者
か
ら
受
け
る
も
の
に
限
る
。）を
行
っ
た
場

合
の
当
該
課
税
仕
入
れ
の
相
手
方

二

令
第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ハ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
資
産
に
係
る
課
税
仕
入
れ
（
同
号
ハ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
資
産
に
係
る
課
税
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、古
物
営
業
法（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
号
）、

質
屋
営
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
又
は
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

百
七
十
六
号
）
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
等
へ
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
も
の
に
限
り
、
同
号
ハ

に
掲
げ
る
資
産
に
係
る
課
税
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
以
外
の
者
か
ら
受
け
る
も
の
に
限
る
。）を
行
っ
た
場
合
の
当
該
課
税
仕
入
れ
の
相
手
方

﹇
三
〜
六

略
﹈

﹇
三
〜
六

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
方
法
を
定
め
る

件

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
方
法
を
定
め
る

件

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
二
年
十
月
一
日
以
後
に
令

和
二
年
分
以
後
の
所
得
税
に
係
る
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
及
び
同
日
以
後
に
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三

十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て
適

用
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
二
年
十
月
一
日
以
後
に
令

和
二
年
分
以
後
の
所
得
税
に
係
る
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
及
び
同
日
以
後
に
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三

十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
（
同
法
第
四
十
一
条
の
三
の
二
第
二
十
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
方
法
は
、
国
税

庁
長
官
が
作
成
し
た
同
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
で
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
第
一
項
又

は
第
四
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
人
か
ら
送
信
を
受
け
た
同
令
第
十
八
条

の
二
十
一
第
二
十
七
項
に
規
定
す
る
電
子
証
明
書
等
（
当
該
電
子
証
明
書
等
を
作
成
す
る
者
が
、
当
該
個
人
の
承

諾
を
得
て
当
該
個
人
に
送
信
し
た
も
の
に
限
る
。）に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
が
記
録
さ
れ
た
も
の
（
当
該
情
報

の
内
容
を
記
録
し
た
二
次
元
コ
ー
ド
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）を
、
当
該
個
人
が
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り

書
面
を
作
成
す
る
方
法
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
方
法
は
、
国
税

庁
長
官
が
作
成
し
た
同
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
で
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
第
一
項
又

は
第
四
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
人
か
ら
送
信
を
受
け
た
同
令
第
十
八
条

の
二
十
一
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
電
子
証
明
書
等
（
当
該
電
子
証
明
書
等
を
作
成
す
る
者
が
、
当
該
個
人
の
承

諾
を
得
て
当
該
個
人
に
送
信
し
た
も
の
に
限
る
。）に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
が
記
録
さ
れ
た
も
の
（
当
該
情
報

の
内
容
を
記
録
し
た
二
次
元
コ
ー
ド
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）を
、
当
該
個
人
が
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り

書
面
を
作
成
す
る
方
法
と
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
税
庁
告
示
第
二
号

消
費
税
法
施
行
令
第
四
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
指
定
す
る
者
を
定
め
る
件
（
令
和
五
年
国
税
庁
告
示
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
盗
難
特
定
金
属
製
物
品
の
処
分
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦

〇
国
税
庁
告
示
第
三
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
方
法
を
定
め
る
件
（
平
成
三
十
年
国
税
庁
告
示
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦





令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

三

省
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
面
等
記
載
事
項
（
法
人
税
法
施
行
規
則
別
表
二
十
付
表
一
か
ら
別
表
二
十
付
表
四
ま
で
に
定
め
る
も
の
に
限
る
。）を
送
信
す
る
場
合

Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式

四

省
令
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
面
等
記
載
事
項
を
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
同
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
申
請
等
の
情
報
を
送
信
す
る
場
合

Ｐ

Ｄ
Ｆ
形
式
又
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
若
し
く
は
Ｊ
Ｐ
Ｇ
形
式

五

省
令
第
五
条
第
三
項
（
第
一
号
又
は
第
四
号
（
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
部
分
を
除
く
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
次

に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
又
は
記
載
す
べ
き
事
項
を
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
形
式
又
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式

イ

法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類

ロ

法
人
税
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
三
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
並
び
に
第
六
十
一
条
の
五
第
一
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
同
令
第
六
十
一
条
の
三
第
一
号
ハ
及
び
第
二
号
ハ
並
び
に
第
六
十
一

条
の
五
第
一
号
ヘ
及
び
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書

六

省
令
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
又
は
記
載
す
べ
き
事
項
を
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
又
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式

イ

法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
勘
定
科
目
内
訳
明
細
書

ロ

法
人
税
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
三
第
一
号
ロ
及
び
ハ
並
び
に
第
二
号
ロ
及
び
ハ
並
び
に
第
六
十
一
条
の
五
第
一
号
ハ
及
び
ヘ
並
び
に
第
二
号
ハ
及
び
ヘ
に
掲
げ
る
勘
定
科
目
内
訳
明
細
書

ハ

別
表
に
掲
げ
る
明
細
書
（
当
該
明
細
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
又
は
記
載
す
べ
き
事
項
の
内
訳
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

七

省
令
第
五
条
第
三
項
（
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
（
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
部
分
を
除
く
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す

る
添
付
書
面
等
記
載
事
項
（
前
二
号
に
規
定
す
る
事
項
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式

八

省
令
第
五
条
第
三
項
（
第
二
号
又
は
第
四
号
（
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
添
付
書

面
等
記
載
事
項
を
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
又
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
若
し
く
は
Ｊ
Ｐ
Ｇ
形
式

２

法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
と
す
る
。

一

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
七
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書
記
載
事
項
を
法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
四
第
三
項
第
一
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
送
信
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ

Ｌ
形
式

二

法
人
税
法
第
七
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
項
第
五
号
イ
に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
又
は
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
四
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
又
は
同
法

第
七
十
五
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
方
法
（
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
も
の
を
除
く
。
第
四
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
送
信
し
、
又
は
提

出
す
る
場
合

Ｘ
Ｂ
Ｒ
Ｌ
形
式
又
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式

〇
国
税
庁
告
示
第
四
号

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
財
務
省
令
第
七
十
一
号
）
第
五
条
第
四
項
、
法
人
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
二
号
）
第
三
十
六
条
の
四
第
六
項
及
び

第
三
十
八
条
の
四
十
八
第
五
項
、
地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
財
務
省
令
第
二
十
二
号
）
第
七
条
第
六
項
及
び
第
七
条
の
四
第
四
項
、
消
費
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
三
号
）
第
二
十
三
条
の
四
第
五

項
並
び
に
防
衛
特
別
法
人
税
に
関
す
る
省
令
（
令
和
七
年
財
務
省
令
第
三
十
一
号
）
第
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦

１

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。）第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該

各
号
に
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
と
す
る
。

一

省
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
請
書
面
等
記
載
事
項
（
第
三
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
「
申
請
書
面
等
記
載
事
項
」
と
い
う
。）を
入
力
し
て
送
信
す
る
場
合
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式

二

省
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
送
信
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
又
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式

イ

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
二
十

五
条
第
一
項
、
第
二
百
二
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
二
百
二
十
七
条
か
ら
第
二
百
二
十
八
条
の
三
の
二
ま
で
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
申
告
書
、
調
書
、
源
泉
徴
収
票
及
び
計
算
書

ロ

相
続
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
各
号
、
第
二
項
又
は
第
三
項
に
定
め
る
調
書

ハ

租
税
特
別
措
置
法
第
五
条
の
二
第
一
項
、第
五
項
後
段
若
し
く
は
第
十
二
項（
第
一
号
又
は
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
同
法
第
五
条
の
三
第
九
項
又
は
第
四
十
一
条
の
十
三
の
三
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
五
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
後
段
、
第
八
条
第
四
項
、
第
八
条
の
四
第
九
項
、
第
九
条
の
四
の
二
第
二
項
、
第
九
条
の
五
第
二
項
、
第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
、
第
三
十
七
条
の
十
一
の
三
第
七
項
、
第
三

十
七
条
の
十
四
第
四
十
一
項
、
第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
第
二
十
七
項
、
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
又
は
第
四
十
一
条
の
十
三
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
非
課
税
適
用
申
告
書
、
申
告
書
、
明

細
書
、
報
告
書
及
び
調
書

ニ

内
国
税
の
適
正
な
課
税
の
確
保
を
図
る
た
め
の
国
外
送
金
等
に
係
る
調
書
の
提
出
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
百
十
号
）
第
四
条
第
一
項
、
第
四
条
の
三
第
一
項
又
は
第
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
こ
れ

ら
の
規
定
に
規
定
す
る
国
外
送
金
等
調
書
、
国
外
証
券
移
管
等
調
書
及
び
国
外
電
子
決
済
手
段
移
転
等
調
書

ホ

所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
若
し
く
は
第
四
十
六
条
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
租
税
特
別
措
置

法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
申
告
書
、
書
類
及
び
届
出
書

ヘ

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
条
の
四
第
五
項
又
は
第
三
条
第
二
項
（
同
令
第
三
条
の
二
第
二
十
一
項
又
は
第
二
十
六
条
の
二
十
第
二
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定

す
る
届
出
書
及
び
書
類


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三

法
人
税
法
第
七
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
項
第
六
号
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
又
は
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
四
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
又

は
同
法
第
七
十
五
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
又
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式

四

法
人
税
法
第
七
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
記
載
事
項
（
前
二
号
に
規
定
す
る
事
項
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
四
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
方
法

又
は
同
法
第
七
十
五
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式

五

法
人
税
法
第
七
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
記
載
事
項
を
法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
四
第
三
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
又
は
同
法
第
七
十
五
条
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
方

法
（
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
よ
り
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
又
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
若
し
く
は
Ｊ
Ｐ
Ｇ
形
式

３

法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
四
十
八
第
五
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
と
す
る
。

一

法
人
税
法
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書
記
載
事
項
を
法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
四
十
八
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
送
信
す
る
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）
Ｘ

Ｍ
Ｌ
形
式

二

法
人
税
法
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書
記
載
事
項
（
法
人
税
法
施
行
規
則
別
表
二
十
付
表
一
か
ら
別
表
二
十
付
表
四
ま
で
に
定
め
る
も
の
に
限
る
。）を
同
令
第
三
十
八
条
の
四
十
八
第
二
項
第
一

号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
送
信
す
る
場
合

Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式

三

法
人
税
法
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
記
載
事
項
を
法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
四
十
八
第
二
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
又
は
同
法
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
方
法
（
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
よ
り
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式

四

法
人
税
法
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
記
載
事
項
を
法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
四
十
八
第
二
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
又
は
同
法
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
方
法
（
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
よ
り
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
又
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
若
し
く
は
Ｊ
Ｐ
Ｇ
形
式

４

地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
第
七
条
第
六
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
と
す
る
。

一

地
方
法
人
税
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
十
一
号
）
第
十
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書
記
載
事
項
を
地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
第
七
条
第
三
項
第
一
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
送
信
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ
Ｌ

形
式

二

地
方
法
人
税
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
記
載
事
項
を
地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
第
七
条
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
又
は
同
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
方
法

（
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
よ
り
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式

三

地
方
法
人
税
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
記
載
事
項
を
地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
第
七
条
第
三
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
又
は
同
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
方
法

（
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
よ
り
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
又
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
若
し
く
は
Ｊ
Ｐ
Ｇ
形
式

５

地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
第
七
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
と
す
る
。

６

消
費
税
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
と
す
る
。

一

消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書
記
載
事
項
を
消
費
税
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
の
四
第
三
項
第
一
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
送
信
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ

Ｌ
形
式

二

消
費
税
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
記
載
事
項
を
消
費
税
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
の
四
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
送
信
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式

三

消
費
税
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
記
載
事
項
を
消
費
税
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
の
四
第
三
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
送
信
す
る
場
合

Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
又
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
若

し
く
は
Ｊ
Ｐ
Ｇ
形
式

７

防
衛
特
別
法
人
税
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
と
す
る
。

一

我
が
国
の
防
衛
力
の
抜
本
的
な
強
化
等
の
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
五
年
法
律
第
六
十
九
号
。
以
下
「
防
衛
財
源
確
保
法
」
と
い
う
。）第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書

記
載
事
項
を
防
衛
特
別
法
人
税
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
三
項
第
一
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
送
信
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式

二

防
衛
財
源
確
保
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
記
載
事
項
を
防
衛
特
別
法
人
税
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
三
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
方
法
又
は
防
衛
財
源
確
保
法
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
に

規
定
す
る
方
法
（
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
も
の
を
除
く
。）に
よ
り
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式

三

防
衛
財
源
確
保
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
記
載
事
項
を
防
衛
特
別
法
人
税
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
三
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
方
法
又
は
防
衛
財
源
確
保
法
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
に

規
定
す
る
方
法
（
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
読
み
取
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
よ
り
送
信
し
、
又
は
提
出
す
る
場
合

Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
又
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
若
し
く
は
Ｊ
Ｐ
Ｇ
形

式
附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
項
の
規
定
及
び
附
則
第
五
項
の
規
定
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
項
第
二
号
ハ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ
中
「
第
三
十
七
条
の
十
四
第
四
十
一
項
」
と
あ
る
の
は
、「
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三
十
五
項
」
と
す

る
。

３

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
項
第
四
号
及
び
第
八
号
、
第
二
項
第
五
号
、
第
三
項
第
四
号
、
第
四
項
第
三
号
並
び
に
第
六
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
又
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
若
し
く
は
Ｊ
Ｐ
Ｇ
形
式
」
と
あ
る
の
は
、「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
」
と
す
る
。

４

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
金
融
商
品
取
引
法
及
び
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
項
第
二
号
ハ
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ
中
「
、
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
又
は
」
と
あ
る
の
は
、「
又
は
」
と
す
る
。

５

令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
七
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
又
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
若
し
く
は
Ｊ
Ｐ
Ｇ
形
式
」
と
あ
る
の
は
、「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
」
と

す
る
。





別
表
（
第
一
項
第
六
号
関
係
）

項

番

法
人
税
法
施
行
規
則
別
表
の
番
号

書

式

の

名

称

一

別
表
六
（
一
）

所
得
税
額
の
控
除
に
関
す
る
明
細
書

二

別
表
六
（
四
）

控
除
対
象
外
国
法
人
税
額
に
関
す
る
明
細
書

三

別
表
六
（
五
）

利
子
等
に
係
る
控
除
対
象
外
国
法
人
税
額
等
に
関
す
る
明
細
書

四

別
表
六
（
十
二
）

特
別
試
験
研
究
費
の
額
に
係
る
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
明
細
書

五

別
表
六
（
十
五
）

中
小
企
業
者
等
が
機
械
等
を
取
得
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
明
細
書

六

別
表
六
（
十
六
）

沖
縄
の
特
定
地
域
に
お
い
て
工
業
用
機
械
等
を
取
得
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
明
細
書

七

別
表
六
（
二
十
）

地
方
活
力
向
上
地
域
等
に
お
い
て
特
定
建
物
等
を
取
得
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
明
細
書

八

別
表
六
（
二
十
二
）

認
定
地
方
公
共
団
体
の
寄
附
活
用
事
業
に
関
連
す
る
寄
附
を
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
明
細
書

九

別
表
六
（
二
十
三
）

中
小
企
業
者
等
が
特
定
経
営
力
向
上
設
備
等
を
取
得
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
明
細
書

十

別
表
六
（
二
十
八
）

特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
若
し
く
は
復
興
産
業
集
積
区
域
等
に
お
い
て
機
械
等
を
取
得
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
、
企
業
立
地
促
進
区
域
等
に
お
い
て
機
械
等
を
取
得

し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
又
は
避
難
解
除
区
域
等
に
お
い
て
機
械
等
を
取
得
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
明
細
書

十
一

別
表
六
（
三
十
一
）

リ
ー
ス
資
産
の
使
用
状
況
等
に
関
す
る
明
細
書

十
二

別
表
八
（
一
）

受
取
配
当
等
の
益
金
不
算
入
に
関
す
る
明
細
書

十
三

別
表
八
（
二
）

外
国
子
会
社
か
ら
受
け
る
配
当
等
の
益
金
不
算
入
等
に
関
す
る
明
細
書

十
四

別
表
十
（
八
）

社
会
保
険
診
療
報
酬
に
係
る
損
金
算
入
、
農
地
所
有
適
格
法
人
の
肉
用
牛
の
売
却
に
係
る
所
得
の
特
別
控
除
、
特
定
の
基
金
に
対
す
る
負
担
金
等
の
損
金
算
入
及
び
特
定
業
績
連

動
給
与
の
損
金
算
入
に
関
す
る
明
細
書

十
五

別
表
十
（
十
）
付
表

配
当
可
能
利
益
の
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細
書

十
六

別
表
十
一
（
一
）

個
別
評
価
金
銭
債
権
に
係
る
貸
倒
引
当
金
の
損
金
算
入
に
関
す
る
明
細
書

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
６

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
四
項
、
法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
四
第
六
項
及
び
第
三
十
八
条
の
四
十
八
第
五
項
、
地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
第
七
条
第
六
項
及

び
第
七
条
の
三
第
四
項
並
び
に
消
費
税
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
を
定
め
る
件
（
令
和
七
年
国
税
庁
告
示
第
十
二
号
）
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止

す
る
。
た
だ
し
、
法
人
（
人
格
の
な
い
社
団
等
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
同
年
四
月
一
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
に
係
る
省
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
等
（
以
下
「
申
請
等
」
と
い
う
。）

及
び
連
結
法
人
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
。
次
項
に
お
い
て
「
令
和
二
年
改
正
法
」
と
い
う
。）第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
人
税
法
（
以
下
「
令
和
二
年
旧
法
人
税
法
」
と
い
う
。）第
二
条

第
十
二
号
の
七
の
二
に
規
定
す
る
連
結
法
人
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
令
和
五
年
四
月
一
日
前
に
終
了
し
た
連
結
事
業
年
度
（
令
和
二
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
事
業
年
度
を
い
う
。
次
項
に
お
い

て
同
じ
。）の
連
結
所
得
（
令
和
二
年
旧
法
人
税
法
第
二
条
第
十
八
号
の
四
に
規
定
す
る
連
結
所
得
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
す
る
法
人
税
に
係
る
申
請
等
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
四
号
及
び
第
八
号
並
び
に
第
二
項
第
五
号
に

掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７

法
人
の
令
和
四
年
四
月
一
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
旧
事
業
年
度
（
令
和
二
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
含
む
。）の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
及
び
連
結
法
人
の
連
結
親
法
人

事
業
年
度
（
令
和
二
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
を
い
う
。）が
同
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
に
対
す
る
法
人
税
並
び
に
法
人
の
同
日
前
に
開
始
し
た
地
方
法
人
税
法
第
七

条
第
一
項
に
規
定
す
る
課
税
事
業
年
度
（
旧
事
業
年
度
を
含
む
。）の
令
和
二
年
改
正
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
法
人
税
法
第
六
条
に
規
定
す
る
基
準
法
人
税
額
に
対
す
る
地
方
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
法
施
行
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
二
年
財
務
省
令
第
五
十
六
号
。
以
下
「
令
和
二
年
改
正
令
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
令
和
二
年
改
正
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
六
項
及
び
第
三
十
七
条
の
十
五
の
二
第
六
項
並
び
に
令
和
二
年
改
正
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
令
和
二
年
改
正
令
第
二
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
四
項
、
法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
六
項
及
び
第

三
十
七
条
の
十
五
の
二
第
六
項
、
地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
第
八
条
第
六
項
並
び
に
消
費
税
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
令
和
四

年
国
税
庁
告
示
第
十
八
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
四
項
、
法
人
税
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
の
四
第
六
項
、
地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
第
七
条
第

六
項
及
び
消
費
税
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
を
定
め
る
件
（
平
成
三
十
年
国
税
庁
告
示
第
十
四
号
）
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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十
七

別
表
十
一
（
一
の
二
）

一
括
評
価
金
銭
債
権
に
係
る
貸
倒
引
当
金
の
損
金
算
入
に
関
す
る
明
細
書

十
八

別
表
十
二
（
十
二
）

特
定
船
舶
に
係
る
特
別
修
繕
準
備
金
の
損
金
算
入
に
関
す
る
明
細
書

十
九

別
表
十
二
（
十
三
）

農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金
の
損
金
算
入
及
び
認
定
計
画
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
取
得
し
た
農
用
地
等
の
圧
縮
額
の
損
金
算
入
に
関
す
る
明
細
書

二
十

別
表
十
三
（
五
）

特
定
の
資
産
の
買
換
え
に
よ
り
取
得
し
た
資
産
の
圧
縮
額
等
の
損
金
算
入
に
関
す
る
明
細
書

二
十
一

別
表
十
四
（
一
）

民
事
再
生
等
評
価
換
え
に
よ
る
資
産
の
評
価
損
益
に
関
す
る
明
細
書

二
十
二

別
表
十
四
（
二
）

寄
附
金
の
損
金
算
入
に
関
す
る
明
細
書

二
十
三

別
表
十
四
（
二
）
付
表
一

公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
の
寄
附
金
の
公
益
法
人
特
別
限
度
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細
書

二
十
四

別
表
十
四
（
四
）

新
株
予
約
権
に
関
す
る
明
細
書

二
十
五

別
表
十
四
（
六
）

完
全
支
配
関
係
が
あ
る
法
人
の
間
の
取
引
の
損
益
の
調
整
に
関
す
る
明
細
書

二
十
六

別
表
十
六
（
七
）

少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
損
金
算
入
の
特
例
に
関
す
る
明
細
書

二
十
七

別
表
十
六
（
九
）

特
別
償
却
準
備
金
の
損
金
算
入
に
関
す
る
明
細
書

二
十
八

別
表
十
七
（
一
）
付
表

国
外
支
配
株
主
等
及
び
特
定
債
券
現
先
取
引
等
に
関
す
る
明
細
書

二
十
九

別
表
十
七
（
二
の
二
）
付
表
二

控
除
対
象
受
取
利
子
等
合
計
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細
書

三
十

別
表
十
七
（
二
の
三
）

超
過
利
子
額
の
損
金
算
入
に
関
す
る
明
細
書

三
十
一

別
表
十
七
（
四
）

国
外
関
連
者
に
関
す
る
明
細
書

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
追
加
す
る
。

改

正

後

改

正

前

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
財
務
省
令

第
七
十
一
号
）
第
五
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
添
付
書
面
等
は
、
同
条
第
一
項
の
申
請
等
（
以
下「
申
請
等
」

と
い
う
。）を
行
う
者
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
請
書
面
等
記
載
事
項
を
入
力
し
て
送
信
す
る
方

法
に
よ
り
次
に
掲
げ
る
申
請
等
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
申
請
等
に
係
る
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
添
付
書
面

等
と
す
る
。

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

四

我
が
国
の
防
衛
力
の
抜
本
的
な
強
化
等
の
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
五

年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
六
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
防
衛
特
別
法
人
税
中
間
申
告
書
若
し
く
は
同
条
第
十

五
号
に
規
定
す
る
防
衛
特
別
法
人
税
確
定
申
告
書
又
は
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
係
る
修
正
申
告
書
の
提
出

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
税
庁
告
示
第
五
号

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
添
付
書
面
等
を
定
め
る
件
（
平
成
三
十
年
国
税
庁
告
示
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
令
和
八
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦

〇
国
税
庁
告
示
第
六
号

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
者
を
定
め
る
件
（
令
和
三
年
国
税
庁
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年

五
月
二
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦
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次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下「
省
令
」と
い
う
。）

第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
者
は
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
の
処
理
を
行
お
う
と
す
る
同

項
の
通
算
親
法
人
の
代
表
者
が
、
同
項
の
申
請
等
の
情
報
に
電
子
署
名
（
省
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す

る
電
子
署
名
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
い
、
当
該
電
子
署
名
に
係
る
省
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

電
子
証
明
書
と
併
せ
て
こ
れ
ら
を
送
信
す
る
こ
と
を
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
委
任
を
受
け

た
者
（
次
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。）が
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
当
該
申
請
等

に
関
す
る
事
項
の
処
理
を
行
う
と
き
（
当
該
申
請
等
に
関
す
る
事
項
の
処
理
と
併
せ
て
当
該
委
任
を
受
け
た
こ
と

を
証
す
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）が
送
信

さ
れ
た
場
合
に
限
る
。）に
お
け
る
当
該
委
任
を
受
け
た
者
と
す
る
。

﹇
同
上
﹈

﹇
一

略
﹈

﹇
一

同
上
﹈

二

当
該
通
算
親
法
人
の
法
人
税
（
各
事
業
年
度
の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
に
限
る
。）、
地
方
法
人
税
（
地
方

法
人
税
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
基
準
法
人
税
額
に
対
す
る

地
方
法
人
税
に
限
る
。）又
は
防
衛
特
別
法
人
税
に
係
る
税
理
士
法（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）

第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
税
務
書
類
の
作
成
の
委
嘱
を
受
け
た
者

二

当
該
通
算
親
法
人
の
法
人
税
（
各
事
業
年
度
の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
に
限
る
。）又
は
地
方
法
人
税
（
地

方
法
人
税
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
基
準
法
人
税
額
に
対
す

る
地
方
法
人
税
に
限
る
。）に
係
る
税
理
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
税
務
書
類
の
作
成
の
委
嘱
を
受
け
た
者

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下「
省
令
」と
い
う
。）

第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
場
合
は
、
同
項
の
通
算
親
法
人
の
法
人
税
（
各
事
業
年
度
の

所
得
に
対
す
る
法
人
税
に
限
る
。）、
地
方
法
人
税
（
地
方
法
人
税
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条

第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
基
準
法
人
税
額
に
対
す
る
地
方
法
人
税
に
限
る
。）又
は
防
衛
特
別
法
人
税
に
係
る
税
理

士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
税
務
書
類
の
作
成
の
委
嘱

を
受
け
た
者
が
、
省
令
第
五
条
第
七
項
の
申
請
等
の
情
報
に
電
子
署
名
（
省
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す

る
電
子
署
名
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
い
、
当
該
電
子
署
名
に
係
る
省
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

電
子
証
明
書
と
併
せ
て
こ
れ
ら
を
送
信
す
る
場
合
（
当
該
委
嘱
を
受
け
た
者
が
省
令
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
通
知
さ
れ
た
識
別
符
号
及
び
暗
証
符
号
を
入
力
す
る
場
合
に
限
る
。）と
す
る
。

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下「
省
令
」と
い
う
。）

第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
場
合
は
、
同
項
の
通
算
親
法
人
の
法
人
税
（
各
事
業
年
度
の

所
得
に
対
す
る
法
人
税
に
限
る
。）又
は
地
方
法
人
税
（
地
方
法
人
税
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六

条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
基
準
法
人
税
額
に
対
す
る
地
方
法
人
税
に
限
る
。）に
係
る
税
理
士
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
税
務
書
類
の
作
成
の
委
嘱
を
受
け
た
者
が
、
省

令
第
五
条
第
七
項
の
申
請
等
の
情
報
に
電
子
署
名（
省
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子
署
名
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）を
行
い
、
当
該
電
子
署
名
に
係
る
省
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
電
子
証
明
書
と
併
せ
て

こ
れ
ら
を
送
信
す
る
場
合
（
当
該
委
嘱
を
受
け
た
者
が
省
令
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
識
別
符

号
及
び
暗
証
符
号
を
入
力
す
る
場
合
に
限
る
。）と
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
税
庁
告
示
第
七
号

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
場
合
を
定
め
る
件
（
令
和
三
年
国
税
庁
告
示
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八

年
五
月
二
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦

〇
国
税
庁
告
示
第
八
号

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
申
請
等
を
定
め
る
件
（
令
和
三
年
国
税
庁
告
示
第
十
八
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦





次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
追
加
す
る
。

改

正

後

改

正

前

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
申
請
等
は
、
次
に
掲
げ
る
申
請
等
と
す
る
。

﹇
同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
八
条
の
四
第
九
項
、第
九
条
の
四
の
二
第
二
項
、

第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
、
第
三
十
七
条
の
十
一
の
三
第
七
項
、
第
三
十
七
条
の
十
四
第
四

十
一
項
、
第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
第
二
十
七
項
、
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
、
第
四
十
一
条
の
二
の
三
第
二

項
、
第
七
十
条
の
二
の
二
第
十
九
項
又
は
第
七
十
条
の
二
の
三
第
十
六
項
に
規
定
す
る
報
告
書
及
び
調
書
の
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
る
提
出

三

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
八
条
の
四
第
九
項
、第
九
条
の
四
の
二
第
二
項
、

第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
、
第
三
十
七
条
の
十
一
の
三
第
七
項
、
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三

十
五
項
、
第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
第
二
十
七
項
、
第
四
十
一
条
の
二
の
三
第
二
項
、
第
七
十
条
の
二
の
二
第

十
九
項
又
は
第
七
十
条
の
二
の
三
第
十
六
項
に
規
定
す
る
報
告
書
及
び
調
書
の
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
提
出

﹇
四

略
﹈

﹇
四

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
金
融
商
品
取
引
法
及
び
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
第
二
十
七
項
、
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
、「
第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
第
二
十
七
項
」
と
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
削
除
す
る
。

改

正

後

改

正

前

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
財
務
省
令

第
七
十
一
号
）
第
五
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
添
付
書
面

等
及
び
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

﹇
同
上
﹈

１

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
省
令
」
と
い

う
。）第
五
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
添
付
書
面
等
は
、次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

﹇
１

同
上
﹈

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
。
以
下
「
租
特
規
則
」
と
い
う
。）第

十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類

三

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
。
以
下
「
租
特
規
則
」
と
い
う
。）第

十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
及
び
第
十
八
条
の
二
十
三
の
二
の
二
第
十
五
項
に
規
定
す
る
書
類

﹇
四
〜
七

略
﹈

﹇
四
〜
七

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
財
務
省
令

第
七
十
一
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
添
付
書
面
等
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
五

略
﹈

﹇
一
〜
五

同
上
﹈

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
税
庁
告
示
第
九
号

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
添
付
書
面
等
及
び
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
を
定
め
る
件
（
平
成
三
十
一
年
国
税
庁
告
示

第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦

〇
国
税
庁
告
示
第
十
号

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
添
付
書
面
等
を
定
め
る
件
（
平
成
三
十
一
年
国
税
庁
告
示
第
十
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
号
の
改
正
規
定
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦





六

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
法
第
百
二
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
取
組
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

六

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
法
第
百
二
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
取
組
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

七

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
。
以
下
「
租
特
規
則
」
と
い
う
。）第

十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
書
類
又
は
当
該
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
子
証
明
書

等
に
係
る
電
磁
的
記
録
印
刷
書
面
で
、
租
特
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
項
に
規
定
す
る
そ
の
適
用
を
受

け
た
年
分
の
翌
年
分
以
後
の
各
年
分
の
所
得
税
に
係
る
も
の

七

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
。
以
下
「
租
特
規
則
」
と
い
う
。）第

十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
及
び
第
十
八
条
の
二
十
三
の
二
の
二
第
十
五
項
に
規
定
す
る
書
類
又
は
こ
れ
ら
の

書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
子
証
明
書
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
印
刷
書
面
で
、
租
特
規
則
第
十

八
条
の
二
十
一
第
十
項
に
規
定
す
る
そ
の
適
用
を
受
け
た
年
分
の
翌
年
分
以
後
の
各
年
分
の
所
得
税
に
係
る

も
の

﹇
八
〜
十
一

略
﹈

﹇
八
〜
十
一

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
基
準
を
定

め
る
件

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
基
準
を

定
め
る
件

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
五
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

１

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

１

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

特
定
フ
ァ
イ
ル

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四

十
項
に
規
定
す
る
特
定
フ
ァ
イ
ル
を
い
う
。

一

特
定
フ
ァ
イ
ル

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三

十
五
項
に
規
定
す
る
特
定
フ
ァ
イ
ル
を
い
う
。

﹇
二
〜
三

略
﹈

﹇
二
〜
三

同
上
﹈

四

基
準
額
提
供
事
項

法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三
十
四
項
に
規
定
す
る
基
準
額
提
供
事
項
を
い
う
。

四

基
準
額
提
供
事
項

法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
基
準
額
提
供
事
項
を
い
う
。

五

ア
ク
セ
ス
権
限

規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
項
に
規
定
す
る
権
限
を
い
う
。

五

ア
ク
セ
ス
権
限

規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
権
限
を
い
う
。

六

認
定
事
業
者

規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
項
に
規
定
す
る
認
定
電
子
計
算
機
（
第
十
二
号
に
お

い
て
「
認
定
電
子
計
算
機
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
次
号
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
た
者
を
い
う
。

六

認
定
事
業
者

規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
認
定
電
子
計
算
機
（
第
十
二
号
に

お
い
て
「
認
定
電
子
計
算
機
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
次
号
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
た
者
を
い
う
。

七

認
定

規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
項
に
規
定
す
る
認
定
を
い
う
。

七

認
定

規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
認
定
を
い
う
。

八

認
定
対
象
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
等

法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三
十
四
項
の
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営

業
所
の
長
が
認
定
事
業
者
と
利
用
契
約
を
し
、
又
は
当
該
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営
業
所
の
長
が
自
己
構

築
す
る
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年

財
務
省
令
第
七
十
一
号
）
第
五
条
の
二
第
四
項
の
認
定
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
、
法
第
三
十
七
条
の

十
四
第
三
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
額
提
供
事
項
を
提
供
す
る
際
に
利
用
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

を
い
う
。

八

認
定
対
象
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
等

法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
二
十
八
項
の
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営

業
所
の
長
が
認
定
事
業
者
と
利
用
契
約
を
し
、
又
は
当
該
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営
業
所
の
長
が
自
己
構

築
す
る
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年

財
務
省
令
第
七
十
一
号
）
第
五
条
の
二
第
四
項
の
認
定
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
、
法
第
三
十
七
条
の

十
四
第
二
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
額
提
供
事
項
を
提
供
す
る
際
に
利
用
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

を
い
う
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
二
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
期
間
は
、
同
条
第
四
十
項
に
規
定
す
る
特
定
フ
ァ
イ
ル
に
同
項
に
規
定
す
る
基
準
額
提
供
事
項
が
記
録
さ
れ
た
日
又
は
当
該
基
準
額
提

供
事
項
に
係
る
同
項
の
権
限
が
付
与
さ
れ
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
当
該
権
限
を
税
務
署
長
が
解
除
し
た
日
ま
で
の
期
間
（
一
年
未
満
の
範
囲
内
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
基
準
額
提
供
事
項
を
複
製
し
た
情
報
に
あ
っ
て
は
そ
の
複
製
し

た
日
又
は
当
該
情
報
に
係
る
同
項
の
権
限
が
付
与
さ
れ
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
以
後
七
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。）と
す
る
。

〇
国
税
庁
告
示
第
十
一
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
、令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦

〇
国
税
庁
告
示
第
十
二
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
基
準
を
定
め
る
件
（
令
和
五
年
国
税
庁
告
示
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦





﹇
九
〜
十
一

略
﹈

﹇
九
〜
十
一

同
上
﹈

十
二

認
定
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
等

認
定
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
、
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三
十
四
項
の

金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営
業
所
の
長
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
額
提
供
事
項
を
提
供
す
る
際
に
利
用
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。

十
二

認
定
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
等

認
定
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
、
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
二
十
八
項
の

金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営
業
所
の
長
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
額
提
供
事
項
を
提
供
す
る
際
に
利
用
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。

２

規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
と

す
る
。

２

規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
五
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準

と
す
る
。

﹇
一

略
﹈

﹇
一

同
上
﹈

二

特
定
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

特
定
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ

当
該
特
定
フ
ァ
イ
ル
を
利
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三
十
四
項
の
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営

業
所
の
長
、
当
該
特
定
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
基
準
額
提
供
事
項
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
権
限
が
付

与
さ
れ
て
い
る
同
項
の
所
轄
税
務
署
長
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
所
轄
税
務
署
長
」
と
い
う
。）及
び
当

該
所
轄
税
務
署
長
か
ら
指
示
を
受
け
た
認
定
事
業
者
に
限
り
、
特
定
フ
ァ
イ
ル
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。

イ

当
該
特
定
フ
ァ
イ
ル
を
利
用
す
る
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
二
十
八
項
の
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営

業
所
の
長
、
当
該
特
定
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
基
準
額
提
供
事
項
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
権
限
が
付

与
さ
れ
て
い
る
同
項
の
所
轄
税
務
署
長
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
所
轄
税
務
署
長
」
と
い
う
。）及
び
当

該
所
轄
税
務
署
長
か
ら
指
示
を
受
け
た
認
定
事
業
者
に
限
り
、
特
定
フ
ァ
イ
ル
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。

﹇
ロ
〜
ハ

略
﹈

﹇
ロ
〜
ハ

同
上
﹈

三

認
定
対
象
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

認
定
対
象
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ

法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三
十
六
項
の
所
轄
税
務
署
長
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
所
轄
税
務
署
長
」

と
い
う
。）は
、
認
定
事
業
者
に
対
し
ロ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
た
め
の
指
示
を
行
う
こ
と

そ
の
他
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
四
項
に
規
定
す
る
事
項
の
提
供
の
た

め
に
必
要
な
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

イ

法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三
十
項
の
所
轄
税
務
署
長
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
所
轄
税
務
署
長
」
と

い
う
。）は
、
認
定
事
業
者
に
対
し
ロ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
た
め
の
指
示
を
行
う
こ
と
そ

の
他
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
九
項
に
規
定
す
る
事
項
の
提
供
の
た
め

に
必
要
な
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ロ

認
定
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ロ

認
定
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

前
号
ロ

に
よ
り
移
管
さ
れ
た
基
準
額
提
供
事
項
を
基
に
非
課
税
口
座
を
開
設
す
る
居
住
者
又
は
恒

久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
に
係
る
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
五
項
第
六
号
ロ

に
規
定
す
る
特

定
累
積
投
資
勘
定
基
準
額
及
び
同
号
ハ

に
規
定
す
る
特
定
非
課
税
管
理
勘
定
基
準
額
（
以
下
「
特

定
累
積
投
資
勘
定
基
準
額
等
」
と
い
う
。）を
算
出
す
る
こ
と
。

前
号
ロ

に
よ
り
移
管
さ
れ
た
基
準
額
提
供
事
項
を
基
に
非
課
税
口
座
を
開
設
す
る
居
住
者
又
は
恒

久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
に
係
る
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
五
項
第
六
号
イ
に
規
定
す
る
特
定
累

積
投
資
勘
定
基
準
額
及
び
同
号
ハ

に
規
定
す
る
特
定
非
課
税
管
理
勘
定
基
準
額
（
以
下
「
特
定
累
積

投
資
勘
定
基
準
額
等
」
と
い
う
。）を
算
出
す
る
こ
と
。

﹇

略
﹈

﹇

同
上
﹈

に
よ
り
算
出
さ
れ
た
特
定
累
積
投
資
勘
定
基
準
額
等
を
複
製
す
る
こ
と
及
び
居
住
者
又
は
恒
久
的

施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
の
非
課
税
口
座
で
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三
十
四
項
に
規
定
す
る
提
供
基

準
年
の
翌
年
分
の
同
条
第
五
項
第
七
号
に
規
定
す
る
特
定
累
積
投
資
勘
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が

開
設
さ
れ
て
い
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営
業
所
の
長
に
対
し
当
該
特
定
累
積
投
資
勘
定
基
準
額
等

を
提
供
す
る
こ
と
。

に
よ
り
算
出
さ
れ
た
特
定
累
積
投
資
勘
定
基
準
額
等
を
複
製
す
る
こ
と
及
び
居
住
者
又
は
恒
久
的

施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
の
非
課
税
口
座
で
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
基
準
年

の
翌
年
分
の
同
条
第
五
項
第
七
号
に
規
定
す
る
特
定
累
積
投
資
勘
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
開
設

さ
れ
て
い
る
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営
業
所
の
長
に
対
し
当
該
特
定
累
積
投
資
勘
定
基
準
額
等
を
提

供
す
る
こ
と
。

﹇

略
﹈

﹇

同
上
﹈

﹇
ハ

略
﹈

﹇
ハ

同
上
﹈

﹇
四
〜
五

略
﹈

﹇
四
〜
五

同
上
﹈

六

認
定
後
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
す
る
こ
と
。

六

認
定
後
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
す
る
こ
と
。

イ

法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三
十
四
項
の
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営
業
所
の
長
が
基
準
額
提
供
事
項
の

提
供
を
行
う
前
に
、
次
に
掲
げ
る
連
動
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
か
つ
、
正
常
に
動
作
し
、
及
び
通
信
で
き
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

イ

法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
二
十
八
項
の
金
融
商
品
取
引
業
者
等
の
営
業
所
の
長
が
基
準
額
提
供
事
項
の

提
供
を
行
う
前
に
、
次
に
掲
げ
る
連
動
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
か
つ
、
正
常
に
動
作
し
、
及
び
通
信
で
き
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

﹇

〜

略
﹈

﹇

〜

同
上
﹈

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



ロ

認
証
前
に
お
い
て
、
政
府
情
報
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
評
価
制
度
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
三
十
四
項
の
金
融
商
品
取
引
業
者

等
の
営
業
所
の
長
が
基
準
額
提
供
事
項
の
提
供
を
行
う
前
に
、
当
該
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
。

ロ

認
証
前
に
お
い
て
、
政
府
情
報
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
評
価
制
度
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
二
十
八
項
の
金
融
商
品
取
引
業
者

等
の
営
業
所
の
長
が
基
準
額
提
供
事
項
の
提
供
を
行
う
前
に
、
当
該
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
。

﹇
ハ
〜
ホ

略
﹈

﹇
ハ
〜
ホ

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
一
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
フ
ァ
イ

ル
形
式
を
定
め
る
件

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
フ
ァ
イ

ル
形
式
を
定
め
る
件

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
五
年
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
六
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
五
年
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
四
十
一
項
の
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ

ル
形
式
は
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
又
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
六
項
の
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
フ
ァ
イ

ル
形
式
は
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
又
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
と
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

法
人
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
二
号
）
第
五
十
九
条
第
五
項
の
表
の
第
一
号
（
同
規
則
第

六
十
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
第
五
十
九
条
第
三
項
（
同
令
第

二
十
六
条
の
三
第
二
項
、
第
五
十
九
条
の
二
第
九
項
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
七
条
第
三
項
及
び
第
六
十
七
条
の

二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
書
類
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平

成
十
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

法
人
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
二
号
）
第
五
十
九
条
第
五
項
の
表
の
第
一
号
（
同
規
則
第

六
十
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
第
五
十
九
条
第
三
項
（
同
令
第

二
十
六
条
の
三
第
二
項
、
第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
表
の
第

一
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
書
類
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

法
人
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
五
十
九
条
第
三
項
（
規
則
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
、
第

五
十
九
条
の
二
第
九
項
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
七
条
第
三
項
及
び
第
六
十
七
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
書
類
は
、
規
則
第
五
十
九
条
第
一

項
第
三
号
（
規
則
第
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
書
類
（
規
則
第
五
十
九
条
第
三
項

の
規
定
を
規
則
第
六
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類

と
し
、
規
則
第
五
十
九
条
第
四
項
（
規
則
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
、
第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
七
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
帳
簿
代
用
書
類
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
、
次
に
掲
げ

る
書
類
以
外
の
書
類
と
す
る
。

法
人
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
五
十
九
条
第
三
項
（
規
則
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
、
第

六
十
二
条
及
び
第
六
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
国

税
庁
長
官
が
定
め
る
書
類
は
、
規
則
第
五
十
九
条
第
一
項
第
三
号
（
規
則
第
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）に
掲
げ
る
書
類
（
規
則
第
五
十
九
条
第
三
項
の
規
定
を
規
則
第
六
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
同
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
と
し
、
規
則
第
五
十
九
条
第
四
項
（
規
則
第
二
十
六
条
の

三
第
二
項
、
第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
帳
簿
代
用

書
類
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
書
類
以
外
の
書
類
と
す
る
。

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
税
庁
告
示
第
十
三
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
五
の
三
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
の
定
め
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
を
定
め
る
件
（
令
和
五
年
国
税
庁
告
示
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦

〇
国
税
庁
告
示
第
十
四
号

法
人
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
二
号
）
第
五
十
九
条
第
三
項
（
同
令
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
、
第
五
十
九
条
の
二
第
九
項
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
七
条
第
三
項
及
び
第
六
十
七
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
表
の
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
人
税
法
施
行
規
則
第
五
十
九
条
第
三
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
書
類
を
定
め
る
件
（
平
成
十
年
国
税
庁
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦





次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
追
加
す
る
。

改

正

後

改

正

前

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

四

法
人
税
法
施
行
規
則
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
事
項
記

載
書
類

﹇
新
設
﹈

五

﹇
略
﹈

四

﹇
同
上
﹈

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

国
税
徴
収
法
施
行
規
則
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
指
定
す
る
許
認
可
等
を
定
め
る
件

国
税
徴
収
法
施
行
規
則
第
一
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
指
定
す
る
許
認
可
等
を
定
め
る
件

国
税
徴
収
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
大
蔵
省
令
第
三
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官

が
指
定
す
る
許
認
可
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

国
税
徴
収
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
大
蔵
省
令
第
三
十
一
号
）
第
一
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
国
税
庁

長
官
が
指
定
す
る
許
認
可
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

別
表

別
表

一

次
に
掲
げ
る
書
類

一

次
に
掲
げ
る
書
類

﹇
イ
〜
ヘ

略
﹈

﹇
イ
〜
ヘ

同
上
﹈

ト

国
税
徴
収
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
大
蔵
省
令
第
三
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出

す
る
陳
述
書

ト

国
税
徴
収
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
大
蔵
省
令
第
三
十
一
号
）
第
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

提
出
す
る
陳
述
書

﹇
チ
〜
ヲ

略
﹈

﹇
チ
〜
ヲ

同
上
﹈

﹇
二

略
﹈

﹇
二

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
税
庁
告
示
第
十
五
号

電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
大
蔵
省
令
第
四
十
三
号
）
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
書
類
を
定

め
る
件
（
平
成
十
七
年
国
税
庁
告
示
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦

〇
国
税
庁
告
示
第
十
六
号

国
税
徴
収
法
施
行
規
則
第
一
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
指
定
す
る
許
認
可
等
を
定
め
る
件
（
令
和
二
年
国
税
庁
告
示
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦

〇
国
税
庁
告
示
第
十
七
号

国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
書
類
を
定
め
る
件
（
平
成
十
八
年
国
税
庁
告
示
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
税
庁
長
官

江
島

一
彦

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
六
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
三
十
九
条
の
二
十
五
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務
大
臣
と

協
議
し
て
定
め
る
基
準
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務

大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務

大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

そ
の
医
療
法
人
の
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

一

そ
の
医
療
法
人
の
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

自
費
患
者
（
社
会
保
険
診
療
に
係
る
患
者
又
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
係
る
患
者
以
外
の
患
者
を

い
う
。）に
対
し
請
求
す
る
金
額
（
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
三
十
条

の
三
十
五
の
三
第
一
項
第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
特
定
外
国
人
患
者
請
求
額
（
ハ
に
お
い
て
「
特
定
外
国
人

患
者
請
求
額
」
と
い
う
。）を
除
く
。）が
、社
会
保
険
診
療
報
酬
と
同
一
の
基
準
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
こ
と
。

ロ

自
費
患
者
（
社
会
保
険
診
療
に
係
る
患
者
又
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
係
る
患
者
以
外
の
患
者
を

い
う
。）に
対
し
請
求
す
る
金
額
が
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
と
同
一
の
基
準
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
こ
と
。

ハ

特
定
外
国
人
患
者
請
求
額
が
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
と
同
一
の
基
準
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
金
額
か
ら
当

該
金
額
に
三
を
乗
じ
て
得
た
金
額
ま
で
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
地
域
に
お
け
る
標
準
的
な
料
金
を
超
え
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
新
設
）

ニ
・
ホ

（
略
）

ハ
・
ニ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
条

法
人
税
法
施
行
規
則
第
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
の

定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
条

法
人
税
法
施
行
規
則
第
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
の

定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
第
五
号

に
規
定
す
る
選
定
療
養
に
関
し
、
特
別
の
療
養
環
境
の
提
供
を
す
る
と
き
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
。

二

農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
第
五
号

に
規
定
す
る
選
定
療
養
に
関
し
、
特
別
の
療
養
環
境
の
提
供
を
す
る
と
き
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

各
医
療
施
設
ご
と
の
特
別
の
療
養
環
境
に
係
る
病
床
の
病
室
差
額
料
の
平
均
額
が
一
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。

ロ

各
医
療
施
設
ご
と
の
特
別
の
療
養
環
境
に
係
る
病
床
の
病
室
差
額
料
の
平
均
額
が
五
千
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
七
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
四
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
十
二
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
基
準
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
一
号
イ

に
掲
げ
る
区
域
を
定
め

た
医
療
計
画
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
を
い
う
。
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
都
道
府
県
が
策
定
又
は
変
更
し
た
日
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

医
療
計
画
に
お
い
て
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
区
域
と
し
て
都
道
府
県
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

当
該
区
域
に
お
け
る
可
住
地
面
積
当
た
り
医
師
数
（
可
住
地
面
積
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
診
療
に
従
事
す
る
医
師
の
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
値
が
、
全
国
の
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
区
域
に

お
け
る
可
住
地
面
積
当
た
り
医
師
数
の
値
を
最
も
小
さ
い
も
の
か
ら
順
次
そ
の
順
位
を
付
し
た
場
合
に
お
け
る
順
位
の
値
が
全
国
の
同
号
に
規
定
す
る
区
域
の
総
数
を
四
で
除
し
て
得
た
数
（
一
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨

五
入
し
て
得
た
数
）
と
な
る
同
号
に
規
定
す
る
区
域
に
係
る
可
住
地
面
積
当
た
り
医
師
数
の
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

〇
厚
生
労
働
省

農
林
水
産
省
告
示
第
一
号

法
人
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
二
号
）
第
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
厚
生
労
働
省

農
林
水
産
省
告
示
第
二
号
（
法
人
税
法
施
行
規
則
第
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
及
び
農

林
水
産
大
臣
の
定
め
る
基
準
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和





（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
七
条
の
十
二
の
五
第
一
項
に
規
定

す
る
事
業
上
の
関
係
者
と
の
関
係
の
構
築
の
方
針
に
記
載
す
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
五
条
の
六
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
七

条
の
十
二
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
上
の
関
係
者
と
の
関
係
の
構
築
の
方
針
に
記
載
す
る
事
項
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
十
二
条
の
四
第
一
項
（
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の

臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
四
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
租
税
特

別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
七
十
七
条
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
令
第

四
十
二
条
の
四
第
一
項
を
含
む
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す

る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
十
二
条
の
四
第
一
項
（
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の

臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
四
十
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
租

税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
七
十
七
条
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同

令
第
四
十
二
条
の
四
第
一
項
を
含
む
。）の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
事
業
上
の
関
係
者
と
の
関
係
の
構
築
の
方
針
に
記
載
す
る
事
項
を
定
め
る
告
示
は
、
法
人
の
令
和
八
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
個
人
の
令
和
八
年
分
以
前
の

所
得
税
及
び
法
人
の
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
厚
生
労
働
省

経
済
産
業
省

国
土
交
通
省
告
示
第
一
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
七
条
の
十
二
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和

四
年
厚
生
労
働
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
一
号
（
事
業
上
の
関
係
者
と
の
関
係
の
構
築
の
方
針
に
記
載
す
る
事
項
を
定
め
る
告
示
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
七
十
四
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
十
九
年
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
九
十
九
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
十
二
条
の
四
第
一
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
定
め

る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
四
十
四
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
等
経
営

強
化
法
施
行
規
則
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
経
営
の
規
模
の
拡
大
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
等
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
経
営
の
規
模
の
拡
大
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
等
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

改

正

後

改

正

前

１

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
第
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
経
営
の
規
模
の
拡
大
に
著
し
く
資
す
る

も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

１

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
第
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
経
営
の
規
模
の
拡
大
に
著
し
く
資
す
る

も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

七

申
請
投
資
計
画
の
実
施
期
間
に
お
い
て
、
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年

法
律
第
二
十
六
号
）第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
四
項
第
八
号
に
規
定
す
る
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七

申
請
投
資
計
画
の
実
施
期
間
に
お
い
て
、
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年

法
律
第
二
十
六
号
）第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
五
項
第
九
号
に
規
定
す
る
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

八

（
略
）

八

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
経
営
の
規
模
の
拡
大
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
等
に
関
す
る
告
示
（
令
和
七
年
経
済
産
業
省
告
示
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
三
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四

十
一
条
の
十
九
の
三
第
十
九
項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
事
が
行
わ
れ
た
家
屋
と
一
体
と
な
っ
て
効
用
を
果
た
す
太
陽

光
を
電
気
に
変
換
す
る
設
備
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
指
定
す
る
設
備
は
、
太
陽
光
発
電

設
備
（
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接
電
気
に
変
換
す
る
も
の（
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。

以
下
「
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
い
う
。）で
、
こ
れ
と
同
時
に
設
置
す
る
専
用
の
架
台
、
制
御
装
置
、
直
交
変

換
装
置
、
系
統
連
系
用
保
護
装
置
、
接
続
箱
、
直
流
側
開
閉
器
、
交
流
側
開
閉
器
又
は
余
剰
電
力
販
売
用
電
力
量

計
を
含
む
。）と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
第

四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
十
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
事
が
行
わ
れ
た
家
屋
と
一
体
と
な
っ
て
効
用
を
果
た
す
太

陽
光
を
電
気
に
変
換
す
る
設
備
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
指
定
す
る
設
備
は
、
太
陽
光
発

電
設
備
（
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接
電
気
に
変
換
す
る
も
の
（
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
限

る
。
以
下
「
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
い
う
。）で
、
こ
れ
と
同
時
に
設
置
す
る
専
用
の
架
台
、
制
御
装
置
、
直

交
変
換
装
置
、
系
統
連
系
用
保
護
装
置
、
接
続
箱
、
直
流
側
開
閉
器
、
交
流
側
開
閉
器
又
は
余
剰
電
力
販
売
用
電

力
量
計
を
含
む
。）と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
公
表
及
び
届
出
の
義
務
）

（
公
表
及
び
届
出
の
義
務
）

第
一
条

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
一
項
又
は
地
方

税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則
第
九
条
第
十
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

法
人
で
あ
っ
て
、
資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が
十
億
円
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の

第
一
条

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
条
の
五
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
個
人
で
あ
っ
て
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
二
千
人
を
超
え
る
個
人
（
以
下
「
適
用
個

人
」
と
い
う
。）又
は
同
法
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
地
方
税
法
（
昭
和
二

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
四
十
五
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
二
十
一
年
経
済
産
業
省
告
示
第
六
十
八
号
（
租
税

特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
事
と
併
せ
て
行
う
そ
の
家
屋
と
一
体
と
な
っ
て
効
用
を
果

た
す
太
陽
光
の
利
用
に
資
す
る
設
備
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
指
定
す
る
設
備
に
係
る
件
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
四
十
六
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
及
び
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）

第
二
十
七
条
の
十
二
の
五
第
二
項
及
び
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
附
則
第
六
条
の
二
第
五
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
令
和
四
年
経
済
産
業
省
告
示
第
八
十
八
号
（
事
業
上
の
関
係
者
と
の
関
係
の
構
築

の
方
針
の
公
表
及
び
届
出
に
係
る
手
続
を
定
め
る
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





（
公
表
の
方
法
及
び
期
間
）

（
公
表
の
方
法
及
び
期
間
）

第
二
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
当
該
適
用
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。

第
二
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
当
該
適
用
個
人
又
は
適
用
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
方
法
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
一
項
又
は
地
方
税
法
附
則
第

九
条
第
十
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
（
以
下
「
適
用
事
業
年
度
」
と
い
う
。）終
了
の

日
ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
租
税
特
別
措
置
法
第
十
条
の
五
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
年
（
以
下
「
適
用
年
」
と
い
う
。）の
十
二
月
三
十
一
日
又
は
同
法
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
若
し
く
は
地
方
税
法
附
則
第
九
条
第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
（
以

下
「
適
用
事
業
年
度
」
と
い
う
。）終
了
の
日
ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
期
間
は
、
当
該
公
表
を
行
っ
た
日
か
ら
、
適
用
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
四
十
五
日
を
経
過
す
る
日
又
は
当
該
公
表
を
行
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
と
す
る
。

２

前
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
期
間
は
、
当
該
公
表
を
行
っ
た
日
か
ら
、
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
若
し
く

は
適
用
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
四
十
五
日
を
経
過
す
る
日
又
は
当
該
公
表
を
行
っ
た
日
か

ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
と
す
る
。

数
が
千
人
以
上
で
あ
る
法
人
（
以
下
「
適
用
法
人
」
と
い
う
。）は
、
様
式
第
一
に
従
い
、
令
和
四
年
厚
生
労
働

省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
一
号
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
事
業
上
の
関
係
者
と
の
関
係
の

構
築
の
方
針
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）附
則
第
九
条
第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
で
あ
っ
て
、

資
本
金
の
額
若
し
く
は
出
資
金
の
額
が
十
億
円
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
千
人
以

上
で
あ
る
法
人
若
し
く
は
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
二
千
人
を
超
え
る
法
人
（
以
下
「
適
用
法
人
」
と
い

う
。）は
、
様
式
第
一
に
従
い
、
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
一
号
に
規
定
す

る
事
項
を
記
載
し
た
事
業
上
の
関
係
者
と
の
関
係
の
構
築
の
方
針
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
経
済
産

業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
の
手
続
及
び
期
間
）

（
届
出
の
手
続
及
び
期
間
）

第
三
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
二
に
従
い
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
経
済

産
業
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
二
に
従
い
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
経
済

産
業
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

適
用
法
人
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
役
職
及
び
氏
名

一

適
用
個
人
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
適
用
法
人
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
役
職
及
び
氏
名

二

適
用
事
業
年
度

二

適
用
年
又
は
適
用
事
業
年
度

三

（
略
）

三

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
適
用
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
四
十
五
日
を
経
過
す
る
日

ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
又
は
適
用
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
四
十
五
日
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
届
出
の
受
理
）

（
届
出
の
受
理
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

（
届
出
事
項
の
変
更
）

（
届
出
事
項
の
変
更
）

第
五
条

適
用
法
人
は
、
前
条
第
一
項
の
通
知
書
を
受
理
し
た
後
に
お
い
て
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
た

事
業
上
の
関
係
者
と
の
関
係
の
構
築
の
方
針
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
第
三
条
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項
に
変

更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
様
式
第
四
に
従
い
、
速
や
か
に
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

適
用
個
人
又
は
適
用
法
人
は
、
前
条
第
一
項
の
通
知
書
を
受
理
し
た
後
に
お
い
て
、
第
一
条
の
規
定
に

よ
り
公
表
し
た
事
業
上
の
関
係
者
と
の
関
係
の
構
築
の
方
針
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
第
三
条
第
一
項
に
掲

げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
様
式
第
四
に
従
い
、
速
や
か
に
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
届
出
の
取
下
げ
）

（
届
出
の
取
下
げ
）

第
六
条

適
用
法
人
は
、
第
四
条
第
一
項
又
は
前
条
第
二
項
の
通
知
書
を
受
理
し
た
後
に
お
い
て
、
第
一
条
又
は

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
取
り
下
げ
る
と
き
は
、
様
式
第
六
に
従
い
、
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
る

も
の
と
す
る
。

第
六
条

適
用
個
人
又
は
適
用
法
人
は
、第
四
条
第
一
項
又
は
前
条
第
二
項
の
通
知
書
を
受
理
し
た
後
に
お
い
て
、

第
一
条
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
取
り
下
げ
る
と
き
は
、
様
式
第
六
に
従
い
、
経
済
産
業
大
臣

に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
第
四
条
第
一
項
の
通
知
書
（
第
一
項
の
適
用
法
人
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
取
り
下
げ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
通
知
書
）
の
返
還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
第
四
条
第
一
項
の
通
知
書
（
第
一
項
の
適
用
個
人
又
は
適
用
法
人
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を

取
り
下
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
通
知
書
）
の
返
還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



様
式
第
一
か
ら
様
式
第
七
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
事
業
上
の
関
係
者
と
の
関
係
の
構
築
の
方
針
の
公
表
及
び
届
出
に
係
る
手
続
を
定
め
る
告
示
は
、
法
人
の
令
和
八
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
の
法
人
税
及
び
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
個

人
の
令
和
八
年
分
以
前
の
所
得
税
並
び
に
法
人
の
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
分
の
法
人
税
及
び
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
十
九
条
の
三
十
四
の
二
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
事
業
の
成
長
発
展
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
十
九
条
の
三
十
四
の
二
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
事
業
の
成
長
発
展
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
（
令
和
五
年
経
済
産
業
省
告
示
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
三
十
九
条
の
三
十
四
の
二
第
一
項
第
五
号

に
規
定
す
る
事
業
の
成
長
発
展
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
は
、
事
業
再
編
の
実

施
に
関
す
る
指
針
（
平
成
二
十
六
年
財
務
省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
一
号
）
六
ヘ

及
び

に
該
当
す
る
こ
れ
ら

の
規
定
の
特
定
剰
余
金
配
当
を
す
る
事
業
者
並
び
に
六
ヘ

及
び

に
該
当
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
配
当
株
式
発

行
関
係
事
業
者
等
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
三
十
九
条
の
三
十
四
の
二
第
一
項
第
六
号

に
規
定
す
る
事
業
の
成
長
発
展
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
は
、
事
業
再
編
の
実

施
に
関
す
る
指
針
（
平
成
二
十
六
年
財
務
省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
一
号
）
六
ヘ

及
び

に
該
当
す
る
こ
れ
ら

の
規
定
の
関
係
事
業
者
等
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
五
条
の
六
の
五
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
十
二
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
生
産

工
程
効
率
化
等
設
備
の
う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と
し
て

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
当
該
生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
（
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
九
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
を
い
う
。）に

つ
い
て
記
載
さ
れ
た
法
第
二
十
一
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
適
応
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
適

応
の
実
施
に
関
す
る
指
針（
令
和
三
年
財
務
省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
六
号
）第
一
項
第
二
号
ロ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に
関
す
る
目
標
が
同
号
ロ

中
「十

七
パ
ー
セ
ン
ト









」
と

あ
る
の
を
「二
十
二
パ
ー
セ
ン
ト










」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
け
る
同
号
ロ

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
五
条
の
六
の
五
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
十
二
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
生
産

工
程
効
率
化
等
設
備
の
う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と
し
て

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
当
該
生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
（
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
九
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
を
い
う
。）に

つ
い
て
記
載
さ
れ
た
法
第
二
十
一
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
適
応
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
適

応
の
実
施
に
関
す
る
指
針（
令
和
三
年
財
務
省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
六
号
）第
一
項
第
二
号
ロ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に
関
す
る
目
標
が
同
号
ロ

中
「十

パ
ー
セ
ン
ト








」
と
あ

る
の
を
「十

七
パ
ー
セ
ン
ト









」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
け
る
同
号
ロ

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す

る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
四
十
八
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
五
条
の
六
の
五
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
十
二
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
三
年
経
済
産
業
省
告
示
第
百
七
十
号
（
生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
の
う
ち
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
）
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
四
十
九
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
五
条
の
六
の
五
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
十
二
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
経
済
産
業
省
告
示
第
六
十
一
号
（
生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
の
う
ち
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
特
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
）
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
四
十
七
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
三
十
九
条
の
三
十
四
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
事
業
の
成
長
発
展
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
五
条
の
六
の
五
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
十
二
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
生
産

工
程
効
率
化
等
設
備
の
う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
特
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と

し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
当
該
生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
（
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第
九
十
八
号
。
以
下「
法
」と
い
う
。）第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
を
い
う
。）

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
法
第
二
十
一
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
適
応
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業

適
応
の
実
施
に
関
す
る
指
針
（
令
和
三
年
財
務
省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
六
号
）
第
一
項
第
二
号
ロ

の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に
関
す
る
目
標
が
同
号
ロ

中「二
十
パ
ー
セ
ン
ト









」

と
あ
る
の
を
「二

十
五
パ
ー
セ
ン
ト










」
と
、「十

五
パ
ー
セ
ン
ト

」
と
あ
る
の
を
「二

十
パ
ー
セ
ン
ト

」
と
読
み
替

え
た
場
合
に
お
け
る
同
号
ロ

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
五
条
の
六
の
五
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
十
二
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
生
産

工
程
効
率
化
等
設
備
の
う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
特
に
著
し
く
資
す
る
も
の
と

し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
当
該
生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
（
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第
九
十
八
号
。
以
下「
法
」と
い
う
。）第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
生
産
工
程
効
率
化
等
設
備
を
い
う
。）

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
法
第
二
十
一
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
適
応
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業

適
応
の
実
施
に
関
す
る
指
針
（
令
和
三
年
財
務
省
・
経
済
産
業
省
告
示
第
六
号
）
第
一
項
第
二
号
ロ

の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に
関
す
る
目
標
が
同
号
ロ

中「十
五
パ
ー
セ
ン
ト









」

と
あ
る
の
を
「二

十
パ
ー
セ
ン
ト









」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
け
る
同
号
ロ

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

と
す
る
。

国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
証

明
に
係
る
基
準
等
（
令
和
二
年
経
済
産
業
省
告
示
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一

こ
の
告
示
は
、
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源

活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令

（
令
和
二
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下

「
省
令
」
と
い
う
。）第
四
条
第
一
項
か
ら
第
五
項

ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
に

当
た
っ
て
、
当
該
証
明
の
交
付
に
係
る
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

第
一

こ
の
告
示
は
、
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源

活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令

（
令
和
二
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下

「
省
令
」
と
い
う
。）第
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項

ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
に

当
た
っ
て
、
当
該
証
明
の
交
付
に
係
る
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
証
明
に
係
る
基
準
）

（
証
明
に
係
る
基
準
）

第
五

（
略
）

第
五

（
略
）

一

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
に
よ
る

特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
株
式
の
取
得
が
、

省
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
並
び

に
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
実
施

を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
（
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）。

一

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
に
よ
る

特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
株
式
の
取
得
が
、

省
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
並
び

に
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
実
施

を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
（
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者

が
、
総
株
主
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超

え
る
議
決
権
を
有
す
る
特
別
新
事
業
開
拓
事

ロ

当
該
経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者

が
、
総
株
主
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超

え
る
議
決
権
を
有
す
る
特
別
新
事
業
開
拓
事

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

ニ

当
該
経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者

が
、
省
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
事
業

活
動
に
よ
る
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
株

式
の
取
得
に
関
し
て
省
令
第
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を
受

け
た
後
に
お
い
て
省
令
第
三
条
第
一
項
第
一

号
又
は
第
二
号
の
事
業
活
動
に
よ
る
当
該
特

別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
株
式
の
取
得
を
す

る
場
合

（
新
設
）

業
者
に
対
し
て
省
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号

又
は
第
二
号
ロ
の
事
業
活
動
に
よ
る
株
式
の

取
得
を
す
る
場
合

業
者
に
対
し
て
省
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号

の
事
業
活
動
に
よ
る
株
式
の
取
得
を
す
る
場

合

二

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が
省
令

第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
特
定
事
業
活
動
を
行

う
場
合
で
あ
っ
て
、
同
号
に
規
定
す
る
特
別
新

事
業
開
拓
事
業
者
の
経
営
資
源
が
、
当
該
経
営

資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が
十
分
に
有
す

る
も
の
で
な
く
、
当
該
特
定
事
業
活
動
に
お
け

る
高
い
生
産
性
が
見
込
ま
れ
る
事
業
を
行
う
こ

と
又
は
新
た
な
事
業
の
開
拓
を
行
う
こ
と
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が
省
令

第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
特
定
事
業
活
動
を
行

う
場
合
で
あ
っ
て
、
同
号
に
規
定
す
る
特
別
新

事
業
開
拓
事
業
者
の
経
営
資
源
が
、
当
該
経
営

資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が
十
分
に
有
す

る
も
の
で
な
く
、
当
該
特
定
事
業
活
動
に
お
け

る
高
い
生
産
性
が
見
込
ま
れ
る
事
業
を
行
う
こ

と
又
は
新
た
な
事
業
の
開
拓
を
行
う
こ
と
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

三

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が
行
う

前
号
の
特
定
事
業
活
動
が
、
特
別
新
事
業
開
拓

事
業
者
に
対
し
て
資
料
又
は
情
報
の
提
供
そ
の

他
の
必
要
な
協
力
を
伴
う
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
協
力
が
当
該
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
成

長
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が
行
う

前
号
の
特
定
事
業
活
動
が
、
特
別
新
事
業
開
拓

事
業
者
に
対
し
て
資
料
又
は
情
報
の
提
供
そ
の

他
の
必
要
な
協
力
を
伴
う
場
合
で
あ
っ
て
、
当

該
協
力
が
当
該
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
成

長
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
五
十
号

国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
（
令
和
二
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
六

号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ

く
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
に
係
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





四

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
に
よ
る

特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
株
式
の
取
得
が
、

省
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
項

の
実
施
を
伴
う
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
当

該
経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が
、
当

該
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
成
長
発
展
の
状

況
に
関
し
て
省
令
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を
受
け
た
場
合
を

除
く
。）。

四

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
に
よ
る

特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
株
式
の
取
得
が
、

省
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の

実
施
を
伴
う
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
当
該

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
が
、
当
該

特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
成
長
発
展
の
状
況

に
関
し
て
省
令
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

く
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を
受
け
た
場
合
を
除

く
。）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

五

経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
に
よ
る

特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
株
式
の
取
得
が
、

省
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項

の
実
施
を
伴
う
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
新
設
）

イ

当
該
株
式
の
取
得
の
日
か
ら
起
算
し
て
三

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
当
該
特
別
新
事
業

開
拓
事
業
者
の
総
株
主
の
議
決
権
の
百
分
の

五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
と
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及

び
当
該
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
当
該
特

別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
総
株
主
の
議
決
権

の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る

こ
と
と
な
っ
た
後
は
、
当
該
特
別
新
事
業
開

拓
事
業
者
の
総
株
主
の
議
決
権
の
百
分
の
五

十
を
超
え
る
議
決
権
を
継
続
し
て
保
有
す
る

こ
と
。

（
新
設
）

ロ

前
号
イ
及
び
ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
（
当
該
経
営
資
源
活
用
共

同
化
推
進
事
業
者
が
、
当
該
特
別
新
事
業
開

拓
事
業
者
の
成
長
発
展
の
状
況
に
関
し
て
省

令
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産

業
大
臣
の
証
明
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
特
別

新
事
業
開
拓
事
業
者
の
議
決
権
の
取
得
の
状

況
に
関
し
て
省
令
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を
受
け
た
場

合
を
除
く
。）。

（
新
設
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

省
令
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大

臣
が
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
経
営
資
源
活
用
共

同
化
推
進
事
業
者
が
、
省
令
第
三
条
第
一
項
二
号

ロ
の
事
業
活
動
に
よ
り
取
得
し
た
特
別
新
事
業
開

拓
事
業
者
の
株
式
の
取
得
の
日
か
ら
起
算
し
て
三

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
当
該
特
別
新
事
業
開
拓

事
業
者
の
総
株
主
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超

え
る
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
と
す

る
。

（
新
設
）

４

省
令
第
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大

臣
が
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
と
す
る
。

３

省
令
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大

臣
が
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
証
明
の
申
請
）

（
証
明
の
申
請
）

第
六

（
略
）

第
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

申
請
者
が
省
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
事

業
活
動
に
よ
り
取
得
し
た
株
式
が
購
入
に
よ
り

取
得
さ
れ
た
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
（
内
国

法
人
に
限
る
。）の
株
式
が
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
こ
と

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応

じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

四

申
請
者
が
省
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
事

業
活
動
に
よ
り
取
得
し
た
株
式
が
購
入
に
よ
り

取
得
さ
れ
た
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
（
内
国

法
人
に
限
る
。）の
株
式
で
あ
っ
て
、
そ
の
株
式

の
額
が
五
億
円
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
取

得
に
よ
り
当
該
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
総

株
主
の
議
決
権
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決

権
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

様
式
11

イ

当
該
取
得
し
た
株
式
の
額
が
七
億
円
以
上

で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
取
得
に
よ
り
当
該
特

別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
総
株
主
の
議
決
権

の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る

こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

様
式
11

（
新
設
）

ロ

当
該
取
得
し
た
株
式
の
額
が
三
億
円
以
上

で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
取
得
の
日
か
ら
起
算

し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
当
該
特
別

新
事
業
開
拓
事
業
者
の
総
株
主
の
議
決
権
の

百
分
の
五
十
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る
こ

と
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と

様
式
11
及
び
様
式
12

（
新
設
）

五
〜
七

（
略
）

五
〜
七

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



３
〜
13

（
略
）

３
〜
13

（
略
）

14

省
令
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
省
令
第
三

条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
議
決
権
の
保
有

の
状
況
に
係
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
様
式
18
に
よ
る
申
請
書
を
経
済

産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

15

経
済
産
業
大
臣
は
、
14
の
申
請
書
の
ほ
か
、
第

五
の
３
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

に
関
す
る
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
よ
る
省

令
第
三
条
第
一
項
二
号
ロ
に
掲
げ
る
事
業
活
動
に

よ
り
取
得
し
た
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
株
式

に
係
る
当
該
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
の
議
決
権

の
保
有
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
当
該
基
準
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
証
明
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

16

経
済
産
業
大
臣
は
、
14
の
申
請
書
の
提
出
を
受

け
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
第
五
の
３
に
規

定
す
る
基
準
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
確
認
し
、

当
該
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
六
十
日

以
内
に
、
様
式
19
に
よ
る
証
明
書
を
交
付
す
る
も

の
と
す
る
。

（
新
設
）

17

省
令
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
省
令
第
三

条
第
一
項
第
七
号
の
研
究
開
発
の
実
施
の
状
況
に

関
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
同
号
の
研
究
開
発
を
実
施
し
た
日
を
含

む
同
号
の
者
の
事
業
年
度
（
た
だ
し
、
個
人
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
研
究
開
発
を
実
施
し
た
日
を
含

む
年
と
す
る
。
17
に
お
い
て
同
じ
。）の
末
日
の
六

十
日
前
か
ら
三
十
日
後
ま
で
の
間
に
、
当
該
事
業

年
度
に
お
い
て
当
該
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
全

て
の
事
項
に
つ
い
て
、
様
式
22
に
よ
る
申
請
書
を

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

14

省
令
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
省
令
第
三

条
第
一
項
第
七
号
の
研
究
開
発
の
実
施
の
状
況
に

関
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
同
号
の
研
究
開
発
を
実
施
し
た
日
を
含

む
同
号
の
者
の
事
業
年
度
（
た
だ
し
、
個
人
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
研
究
開
発
を
実
施
し
た
日
を
含

む
年
と
す
る
。
14
に
お
い
て
同
じ
。）の
末
日
の
六

十
日
前
か
ら
三
十
日
後
ま
で
の
間
に
、
当
該
事
業

年
度
に
お
い
て
当
該
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
全

て
の
事
項
に
つ
い
て
、
様
式
18
に
よ
る
申
請
書
を

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

18

17
の
申
請
書
の
提
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書

類
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

15

14
の
申
請
書
の
提
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書

類
を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

17
の
申
請
を
行
う
者
が
省
令
第
二
条
第
三
項

に
規
定
す
る
研
究
開
発
型
新
事
業
開
拓
事
業
者

で
あ
る
こ
と

様
式
23

一

14
の
申
請
を
行
う
者
が
省
令
第
二
条
第
三
項

に
規
定
す
る
研
究
開
発
型
新
事
業
開
拓
事
業
者

で
あ
る
こ
と

様
式
19

二

17
の
申
請
を
行
う
者
に
よ
る
省
令
第
三
条
第

一
項
第
七
号
の
研
究
開
発
の
実
施
の
状
況
が
、

第
五
の
４
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と

様
式
24

二

14
の
申
請
を
行
う
者
に
よ
る
省
令
第
三
条
第

一
項
第
七
号
の
研
究
開
発
の
実
施
の
状
況
が
、

第
五
の
３
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と

様
式
20

19

経
済
産
業
大
臣
は
、
17
の
申
請
書
及
び
18
の
各

号
に
定
め
る
書
類
の
ほ
か
、
第
五
の
４
に
規
定
す

る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
経
済
産

業
大
臣
の
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
よ
る
省

令
第
三
条
第
一
項
第
七
号
の
研
究
開
発
の
実
施
の

状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
当
該
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
に
関
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
書
類
の
提

出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

16

経
済
産
業
大
臣
は
、
14
の
申
請
書
及
び
15
の
各

号
に
定
め
る
書
類
の
ほ
か
、
第
五
の
３
に
規
定
す

る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
経
済
産

業
大
臣
の
証
明
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
よ
る
省

令
第
三
条
第
一
項
第
七
号
の
研
究
開
発
の
実
施
の

状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
当
該
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
に
関
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
書
類
の
提

出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

20

経
済
産
業
大
臣
は
、
17
の
申
請
書
の
提
出
を
受

け
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
第
五
の
４
に
規

定
す
る
基
準
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
確
認
し
、

当
該
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
六
十
日

以
内
に
、
様
式
25
に
よ
る
証
明
書
を
交
付
す
る
も

の
と
す
る
。

17

経
済
産
業
大
臣
は
、
14
の
申
請
書
の
提
出
を
受

け
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
第
五
の
３
に
規

定
す
る
基
準
に
照
ら
し
て
そ
の
内
容
を
確
認
し
、

当
該
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
提
出
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
六
十
日

以
内
に
、
様
式
21
に
よ
る
証
明
書
を
交
付
す
る
も

の
と
す
る
。

21

５
か
ら
７
ま
で
の
規
定
は
、
８
、
11
、
14
及
び

17
に
係
る
証
明
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
11
に
係
る
証
明
の
申
請
に
つ

い
て
準
用
す
る
と
き
は
、
５
中
「
様
式
６
」
と
あ

る
の
は
「
様
式
16
」
と
、
６
中
「
様
式
７
」
と
あ

る
の
は
「
様
式
17
」
と
、
14
に
係
る
証
明
の
申
請

に
つ
い
て
準
用
す
る
と
き
は
、
５
中
「
様
式
６
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
20
」
と
、
６
中
「
様
式
７
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
21
」
と
、
17
に
係
る
証
明
の

申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
と
き
は
、
５
中
「
様
式

６
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
26
」
と
、
６
中
「
様
式

７
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
27
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

18

５
か
ら
７
ま
で
の
規
定
は
、
８
、
11
及
び
14
に

係
る
証
明
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
11
に
係
る
証
明
の
申
請
に
つ
い
て

準
用
す
る
と
き
は
、
５
中
「
様
式
６
」
と
あ
る
の

は
「
様
式
16
」
と
、
６
中
「
様
式
７
」
と
あ
る
の

は
「
様
式
17
」
と
、
14
に
係
る
証
明
の
申
請
に
つ

い
て
準
用
す
る
と
き
は
、
５
中
「
様
式
６
」
と
あ

る
の
は
「
様
式
22
」
と
、
６
中
「
様
式
７
」
と
あ

る
の
は
「
様
式
23
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



様
式
４
、
様
式
６
、
様
式
10
及
び
様
式
12
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



様
式
12

１
の
次
に
次
の
様
式
を
加
え
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



様
式
13
、
別
紙
３
及
び
別
紙
４

１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



〇

〇

別
紙
４

１
の
次
に
次
の
様
式
を
加
え
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 (分冊の)



様
式
16
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



様
式
18
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
18
の
次
に
次
の
様
式
を
加
え
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



様
式
19
か
ら
様
式
23

１
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



様
式
23

１
の
次
に
次
の
四
様
式
を
加
え
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
に
係
る
基
準
等
の
規
定
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
後
に
取
得
す
る
株
式
に
係
る
事

業
活
動
の
実
施
の
状
況
に
係
る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
（
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
五
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
国
内
外
に
お

け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を
い
う
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
取
得
し
た
株
式
に
係
る
事
業
活
動
の
実
施
の
状
況
に
係

る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
（
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
五
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同

化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
を
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を

付
し
た
部
分
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

一

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
の
標

準
的
な
費
用
の
額
の
う
ち
、
同
条
第
十
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
改

修
工
事
の
標
準
的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
別
及
び
地
域
区
分
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
に
お
け

る
算
出
方
法
等
に
係
る
事
項
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
六
十
五
号
）
別
表
第
10
に
掲
げ
る
地

域
の
区
分
を
い
う
。）に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
に
、
当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
の
施
工
面

積
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
を
行
っ
た
家
屋
の
当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分

の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
一
般
断
熱

改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事

等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
を
行
っ
た
家

屋
が
一
棟
の
家
屋
で
そ
の
構
造
上
区
分
さ
れ
た
数
個
の
部
分
を
独
立
し
て
住
居
そ
の
他
の
用
途
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
家
屋
の
個
人
が
そ
の
各
部
分
を
区
分
所
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、

当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
に
そ
の
者
が
負
担
す
る
費
用
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た

金
額
））と
す
る
。

一

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
の
標

準
的
な
費
用
の
額
の
う
ち
、
同
条
第
十
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
改

修
工
事
の
標
準
的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
別
及
び
地
域
区
分
（
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
に
お
け

る
算
出
方
法
等
に
係
る
事
項
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
六
十
五
号
）
別
表
第
10
に
掲
げ
る
地

域
の
区
分
を
い
う
。）に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
定
め
る
額
に
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
工
事
の
種
別

に
応
じ
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
床
面
積
の
合
計
及
び
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
一

般
断
熱
改
修
工
事
等
を
行
っ
た
家
屋
の
当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の

用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用

の
額
の
う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占

め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
を
行
っ
た
家
屋
が
一
棟
の
家
屋
で
そ
の
構

造
上
区
分
さ
れ
た
数
個
の
部
分
を
独
立
し
て
住
居
そ
の
他
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
家
屋
の
個
人
が
そ
の
各
部
分
を
区
分
所
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事
等

に
要
し
た
費
用
の
う
ち
に
そ
の
者
が
負
担
す
る
費
用
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
））と
す
る
。

（
削
る
）

イ

平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
七
十
九
号
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
単
に
「
告
示
」
と
い
う
。）

第
一
項
第
一
号
ア
に
規
定
す
る
窓
の
断
熱
性
を
高
め
る
工
事
及
び
同
号
イ
に
規
定
す
る
窓
の
日
射
遮
蔽
性
を

高
め
る
工
事

一
般
断
熱
改
修
工
事
等
を
行
っ
た
家
屋
の
床
面
積

（
削
る
）

ロ

告
示
第
一
項
第
一
号
ウ
に
規
定
す
る
天
井
等
の
断
熱
性
を
高
め
る
工
事
、
同
号
エ
に
規
定
す
る
壁
の
断
熱

性
を
高
め
る
工
事
及
び
同
号
オ
に
規
定
す
る
床
等
の
断
熱
性
を
高
め
る
工
事

一
般
断
熱
改
修
工
事
等
を

行
っ
た
家
屋
の
当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
の
床
面
積

工
事
の
種
別
及
び
地
域
区
分

単
位
当
た
り
の
金
額

工
事
の
種
別
及
び
地
域
区
分

単
位
当
た
り
の
金
額

割
合

平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
七
十
九
号

（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
単
に
「
告
示
」
と
い
う
。）

第
一
項
第
一
号
ア
に
規
定
す
る
窓
の
断
熱
性
を
高
め

る
工
事
及
び
同
号
イ
に
規
定
す
る
窓
の
日
射
遮
蔽
性

を
高
め
る
工
事
の
う
ち
、
ガ
ラ
ス
の
交
換
（
１
か
ら

８
地
域
ま
で
）

施
工
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
三
万
二
百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
ア
に
規
定
す

る
窓
の
断
熱
性
を
高
め
る
工
事
及

び
同
号
イ
に
規
定
す
る
窓
の
日
射

遮
蔽
性
を
高
め
る
工
事
の
う
ち
、

ガ
ラ
ス
の
交
換
（
１
か
ら
８
地
域

ま
で
）

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

六
千
三
百
円

外
気
に
接
す
る
窓
（
既
存
の

窓
の
室
内
側
に
設
置
す
る
既

存
の
窓
と
一
体
と
な
っ
た
窓

を
含
む
。
こ
の
欄
に
お
い
て

同
じ
。）の
う
ち
上
欄
に
掲
げ

る
工
事
を
行
っ
た
も
の
の
面

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
経
済
産
業
省

国
土
交
通
省
告
示
第
四
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政

令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
経
済
産
業
省

国
土
交
通
省
告
示
第
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





告
示
第
一
項
第
一
号
ア
に
規
定
す
る
窓
の
断
熱
性
を

高
め
る
工
事
の
う
ち
、
内
窓
の
新
設
又
は
交
換（
１
、

２
及
び
３
地
域
）

施
工
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
五
万
五
百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
ア
に
規
定
す

る
窓
の
断
熱
性
を
高
め
る
工
事
の

う
ち
、
内
窓
の
新
設
又
は
交
換

（
１
、
２
及
び
３
地
域
）

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一
万
千
三
百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
ア
に
規
定
す
る
窓
の
断
熱
性
を

高
め
る
工
事
の
う
ち
、
内
窓
の
新
設
（
４
、
５
、
６

及
び
７
地
域
）

施
工
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
四
万
八
千
五

百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
ア
に
規
定
す

る
窓
の
断
熱
性
を
高
め
る
工
事
の

う
ち
、
内
窓
の
新
設
（
４
、
５
、

６
及
び
７
地
域
）

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

八
千
百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
ア
に
規
定
す
る
窓
の
断
熱
性
を

高
め
る
工
事
の
う
ち
、
サ
ッ
シ
及
び
ガ
ラ
ス
の
交
換

（
１
、
２
、
３
及
び
４
地
域
）

施
工
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
七
万
八
千
四

百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
ア
に
規
定
す

る
窓
の
断
熱
性
を
高
め
る
工
事
の

う
ち
、
サ
ッ
シ
及
び
ガ
ラ
ス
の
交

換
（
１
、
２
、
３
及
び
４
地
域
）

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一
万
九
千
円

告
示
第
一
項
第
一
号
ア
に
規
定
す
る
窓
の
断
熱
性
を

高
め
る
工
事
の
う
ち
、
サ
ッ
シ
及
び
ガ
ラ
ス
の
交
換

（
５
、
６
及
び
７
地
域
）

施
工
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
八
万
七
千
九

百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
ア
に
規
定
す

る
窓
の
断
熱
性
を
高
め
る
工
事
の

う
ち
、
サ
ッ
シ
及
び
ガ
ラ
ス
の
交

換
（
５
、
６
及
び
７
地
域
）

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一
万
五
千
円

告
示
第
一
項
第
一
号
ウ
に
規
定
す
る
天
井
等
の
断
熱

性
を
高
め
る
工
事
（
１
か
ら
８
地
域
ま
で
）

施
工
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
万
二
千
百

円

告
示
第
一
項
第
一
号
ウ
に
規
定
す

る
天
井
等
の
断
熱
性
を
高
め
る
工

事
（
１
か
ら
８
地
域
ま
で
）

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

二
千
七
百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
エ
に
規
定
す
る
壁
の
断
熱
性
を

高
め
る
工
事
（
１
か
ら
８
地
域
ま
で
）

施
工
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
二
万
円

告
示
第
一
項
第
一
号
エ
に
規
定
す

る
壁
の
断
熱
性
を
高
め
る
工
事

（
１
か
ら
８
地
域
ま
で
）

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一
万
九
千
四
百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
オ
に
規
定
す
る
床
等
の
断
熱
性

を
高
め
る
工
事
（
１
、
２
及
び
３
地
域
）

施
工
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
九
千
五
百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
オ
に
規
定
す

る
床
等
の
断
熱
性
を
高
め
る
工
事

（
１
、
２
及
び
３
地
域
）

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

五
千
八
百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
オ
に
規
定
す
る
床
等
の
断
熱
性

を
高
め
る
工
事
（
４
、
５
、
６
及
び
７
地
域
）

施
工
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
九
千
百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
オ
に
規
定
す

る
床
等
の
断
熱
性
を
高
め
る
工
事

（
４
、
５
、
６
及
び
７
地
域
）

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

四
千
六
百
円

積
の
合
計
を
、
外
気
に
接
す

る
全
て
の
窓
の
面
積
の
合
計

で
除
し
た
割
合

二

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四

十
一
条
の
十
九
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
の
標
準
的
な
費
用
の
額
の
う
ち
、
同
条
第
十

九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
工
事
（
以
下
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備
設
置
工
事
」
と
い
う
。）の
標
準
的
な

費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備

設
置
工
事
の
箇
所
数
（
平
成
二
十
五
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
五
号（
こ
の
号
に
お
い
て
単
に「
告

示
」
と
い
う
。）第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
太
陽
熱
利
用
冷
温
熱
装
置
に
つ
い
て
は
集
熱
器
の
面
積
の
合
計
）

を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備
設
置
工
事
を
行
っ
た
家
屋
の
当
該
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合

理
化
設
備
設
置
工
事
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居
住

の
用
に
供
す
る
部
分
の
当
該
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
が
占
め
る
割
合
を

乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備
設
置
工
事
を
行
っ
た
家
屋
が
一
棟
の
家
屋
で
そ

二

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四

十
一
条
の
十
九
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
の
標
準
的
な
費
用
の
額
の
う
ち
、
同
条
第
十

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
工
事
（
以
下
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備
設
置
工
事
」
と
い
う
。）の
標
準
的
な

費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
種
類
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備

設
置
工
事
の
箇
所
数
（
平
成
二
十
五
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
告
示
第
五
号（
こ
の
号
に
お
い
て
単
に「
告

示
」
と
い
う
。）第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
太
陽
熱
利
用
冷
温
熱
装
置
に
つ
い
て
は
集
熱
器
の
面
積
の
合
計
）

を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備
設
置
工
事
を
行
っ
た
家
屋
の
当
該
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合

理
化
設
備
設
置
工
事
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居
住

の
用
に
供
す
る
部
分
の
当
該
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
が
占
め
る
割
合
を

乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
当
該
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
設
備
設
置
工
事
を
行
っ
た
家
屋
が
一
棟
の
家
屋
で
そ
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の
構
造
上
区
分
さ
れ
た
数
個
の
部
分
を
独
立
し
て
住
居
そ
の
他
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
家
屋
の
個
人
が
そ
の
各
部
分
を
区
分
所
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

合
理
化
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
に
そ
の
者
が
負
担
す
る
費
用
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金

額
））と
す
る
。

の
構
造
上
区
分
さ
れ
た
数
個
の
部
分
を
独
立
し
て
住
居
そ
の
他
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
家
屋
の
個
人
が
そ
の
各
部
分
を
区
分
所
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

合
理
化
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
に
そ
の
者
が
負
担
す
る
費
用
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金

額
））と
す
る
。

告
示
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
太
陽
熱
利
用
冷
温

熱
装
置
の
設
置
工
事

集
熱
器
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
十
六
万
四
千
八

百
円

告
示
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
太
陽
熱
利
用
冷
温

熱
装
置
の
設
置
工
事

集
熱
器
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
十
五
万
千
六
百

円

告
示
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
太
陽
熱
利
用
冷
温

熱
装
置
の
設
置
工
事

一
件
に
つ
き
四
十
七
万
二
千
四
百
円

告
示
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
太
陽
熱
利
用
冷
温

熱
装
置
の
設
置
工
事

一
件
に
つ
き
三
十
六
万
五
千
四
百
円

告
示
第
二
項
に
規
定
す
る
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
の
設

置
工
事

一
件
に
つ
き
五
万
三
千
四
百
円

告
示
第
二
項
に
規
定
す
る
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
の
設

置
工
事

一
件
に
つ
き
四
万
九
千
七
百
円

告
示
第
三
項
に
規
定
す
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
電
気
給

湯
器
の
設
置
工
事

一
件
に
つ
き
五
十
三
万
八
百
円

告
示
第
三
項
に
規
定
す
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
電
気
給

湯
器
の
設
置
工
事

一
件
に
つ
き
四
十
一
万
二
千
二
百
円

告
示
第
四
項
に
規
定
す
る
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事

一
件
に
つ
き
九
十
万
九
百
円

告
示
第
四
項
に
規
定
す
る
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事

一
件
に
つ
き
七
十
八
万
九
千
八
百
円

告
示
第
五
項
に
規
定
す
る
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

の
設
置
工
事

一
件
に
つ
き
十
一
万
七
千
百
円

告
示
第
五
項
に
規
定
す
る
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

の
設
置
工
事

一
件
に
つ
き
十
三
万
四
千
四
百
円

工
事
の
種
類

単
位
当
た
り
の
金
額

工
事
の
種
類

単
位
当
た
り
の
金
額

三

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四

十
一
条
の
十
九
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
の
標
準
的
な
費
用
の
額
の
う
ち
、
同
条
第
十

九
項
第
三
号
に
規
定
す
る
工
事
（
以
下
「
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
」
と
い
う
。）の
標
準
的
な
費
用
の
額
と

し
て
経
済
産
業
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
金
額
は
、
二
十
九
万
九
千
五
百
円
（
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
種
類
の
工
事
を
併
せ
て
行
う
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
費
用
を
加
算
し
た
額
）
に
当
該
太
陽

光
発
電
設
備
設
置
工
事
で
設
置
す
る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
平
成
二
十
一
年
経
済
産
業
省
告
示
第
六
十
八
号

に
規
定
す
る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
い
う
。）の
出
力
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
幹
線
増
強
工
事
（
単
相
二
線
式

の
引
込
線
を
単
相
三
線
式
に
増
強
し
、併
せ
て
分
電
盤
を
交
換
す
る
工
事
を
い
う
。）を
併
せ
て
行
う
場
合
に
は
、

当
該
金
額
に
十
三
万
五
千
八
百
円
を
加
算
し
た
金
額
）
と
す
る
（
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
を
行
っ
た
家
屋

の
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居
住

の
用
に
供
す
る
部
分
の
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
が
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算

し
た
金
額
（
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
を
行
っ
た
家
屋
が
一
棟
の
家
屋
で
そ
の
構
造
上
区
分
さ
れ
た
数

個
の
部
分
を
独
立
し
て
住
居
そ
の
他
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
家
屋
の
個
人
が

そ
の
各
部
分
を
区
分
所
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用

の
う
ち
に
そ
の
者
が
負
担
す
る
費
用
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。）。

三

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四

十
一
条
の
十
九
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
の
標
準
的
な
費
用
の
額
の
う
ち
、
同
条
第
十

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
工
事
（
以
下
「
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
」
と
い
う
。）の
標
準
的
な
費
用
の
額
と

し
て
経
済
産
業
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
金
額
は
、
四
十
二
万
五
千
五
百
円
（
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
種
類
の
工
事
を
併
せ
て
行
う
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
費
用
を
加
算
し
た
額
）
に
当
該
太
陽

光
発
電
設
備
設
置
工
事
で
設
置
す
る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
平
成
二
十
一
年
経
済
産
業
省
告
示
第
六
十
八
号

に
規
定
す
る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
い
う
。）の
出
力
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
幹
線
増
強
工
事
（
単
相
二
線
式

の
引
込
線
を
単
相
三
線
式
に
増
強
し
、併
せ
て
分
電
盤
を
交
換
す
る
工
事
を
い
う
。）を
併
せ
て
行
う
場
合
に
は
、

当
該
金
額
に
十
万
六
千
八
百
円
を
加
算
し
た
金
額
）
と
す
る
（
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
を
行
っ
た
家
屋
の

当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居
住
の

用
に
供
す
る
部
分
の
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
が
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し

た
金
額
（
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
を
行
っ
た
家
屋
が
一
棟
の
家
屋
で
そ
の
構
造
上
区
分
さ
れ
た
数
個

の
部
分
を
独
立
し
て
住
居
そ
の
他
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
家
屋
の
個
人
が
そ

の
各
部
分
を
区
分
所
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
の

う
ち
に
そ
の
者
が
負
担
す
る
費
用
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。）。

工
事
の
種
類

費
用

工
事
の
種
類

費
用

安
全
対
策
工
事
（
急
勾
配
の
屋
根
面
又
は
三
階
建
以

上
の
家
屋
の
屋
根
面
に
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事

を
す
る
場
合
に
、
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事

四
万
九
千
三
百
円

安
全
対
策
工
事
（
急
勾
配
の
屋
根
面
又
は
三
階
建
以

上
の
家
屋
の
屋
根
面
に
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事

を
す
る
場
合
に
、
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事

三
万
七
千
六
百
円
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陸
屋
根
防
水
基
礎
工
事
（
陸
屋
根
の
家
屋
の
屋
根
面

に
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
を
す
る
場
合
に
、
当

該
陸
屋
根
に
架
台
の
基
礎
を
設
置
す
る
部
分
を
掘
削

し
て
行
う
基
礎
工
事
及
び
防
水
工
事
を
い
う
。）

七
万
六
千
八
百
円

陸
屋
根
防
水
基
礎
工
事
（
陸
屋
根
の
家
屋
の
屋
根
面

に
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
を
す
る
場
合
に
、
当

該
陸
屋
根
に
架
台
の
基
礎
を
設
置
す
る
部
分
を
掘
削

し
て
行
う
基
礎
工
事
及
び
防
水
工
事
を
い
う
。）

五
万
五
千
五
百
円

積
雪
対
策
工
事
（
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
で
設

置
す
る
設
備
が
積
雪
荷
重
に
対
し
て
構
造
耐
力
上
安

全
で
あ
る
よ
う
に
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
架
台

を
補
強
す
る
工
事
を
い
う
。）

四
万
四
百
円

積
雪
対
策
工
事
（
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
で
設

置
す
る
設
備
が
積
雪
荷
重
に
対
し
て
構
造
耐
力
上
安

全
で
あ
る
よ
う
に
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
架
台

を
補
強
す
る
工
事
を
い
う
。）

二
万
七
千
八
百
円

塩
害
対
策
工
事
（
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
で
設

置
す
る
設
備
に
対
す
る
塩
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
と
な
る
防
錆
工
事
を
い
う
。）

三
万
円

塩
害
対
策
工
事
（
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
で
設

置
す
る
設
備
に
対
す
る
塩
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
と
な
る
防
錆
工
事
を
い
う
。）

九
千
円

に
従
事
す
る
者
並
び
に
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置

工
事
で
設
置
す
る
設
備
及
び
工
具
の
落
下
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
足
場
を
組
み
立
て
る
工
事
を

い
う
。）

に
従
事
す
る
者
並
び
に
当
該
太
陽
光
発
電
設
備
設
置

工
事
で
設
置
す
る
設
備
及
び
工
具
の
落
下
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
足
場
を
組
み
立
て
る
工
事
を

い
う
。）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
八
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
十
九
項

第
一
号
に
掲
げ
る
工
事
が
行
わ
れ
る
構
造
又
は
設
備
と
一
体
と
な
っ
て
効
用
を
果
た
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合

理
化
に
著
し
く
資
す
る
設
備
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
指
定
す
る
設

備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
十
一
項

第
一
号
に
掲
げ
る
工
事
が
行
わ
れ
る
構
造
又
は
設
備
と
一
体
と
な
っ
て
効
用
を
果
た
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合

理
化
に
著
し
く
資
す
る
設
備
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
指
定
す
る
設

備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１
〜
５

（
略
）

１
〜
５

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
本
則
中
「
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
四
項
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
五
項
」
に
改
め
る
改
正
規
定
、
第
一
号
中
「
同
条
第
十
一
項
第
一
号
」
を
「
同
条

第
十
九
項
第
一
号
」
に
改
め
る
改
正
規
定
、
第
二
号
中
「
同
条
第
十
一
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
十
九
項
第
二
号
」
に
改
め
る
改
正
規
定
及
び
第
三
号
中
「
同
条
第
十
一
項
第
三
号
」
を
「
同
条
第
十
九
項
第
三
号
」に
改
め
る
改
正
規
定
は
、

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

個
人
が
、
当
該
個
人
の
所
有
す
る
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
の
家
屋
に
つ
い
て
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
対
象
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
を
し
て
、
当

該
居
住
用
の
家
屋
（
当
該
対
象
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。）を
令
和
九
年
一
月
一
日
前
に
当
該
個
人
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
経
済
産
業
省

国
土
交
通
省
告
示
第
五
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
二
十
五
年
経
済
産
業
省

国
土
交
通
省
告
示
第
五
号
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
１

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
八
条
の
四
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
買
換
資
産
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
買
換
資
産
を
い
う
。）に
係
る
家
屋

が
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。）第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
家
屋
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
は
、建
築
士（
建

築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
建
築
士
事
務
所
に
属
す
る
建
築
士
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
家
屋
が
、
同
法
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
で
あ
る
と
き
は
一

級
建
築
士
に
、
同
法
第
三
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
で
あ
る
と
き
は
一
級
建
築
士
又
は
二
級
建
築
士
に
限
る
も
の
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）が
別
表
の
書
式
に
よ
り
証
す
る
も
の
と
す
る
。

２

規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
第
一
号
ヌ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
居
住
用
家
屋
（
同
号
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
を
い
う
。
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
認
定
住
宅
等
（
同

号
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
を
い
う
。
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
十
一
条
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋
等
に
該
当
す
る
も
の
以

外
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
は
、
建
築
士
が
別
表
の
書
式
に
よ
り
証
す
る
も
の
と
す
る
。

３

規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
第
一
号
ヌ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
居
住
用
家
屋
又
は
認
定
住
宅
等
が
法
第
四
十
一
条
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
建
築
確
認
を
受
け
た
時
に
お
い

て
当
該
居
住
用
家
屋
又
は
当
該
認
定
住
宅
等
の
建
築
を
す
る
土
地
の
全
部
が
同
項
に
規
定
す
る
災
害
危
険
区
域
等
外
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
は
、
建
築
士
が
別
表
の
書
式
に
よ
り
証
す
る
も
の
と
す
る
。

４

規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
第
一
号
ヌ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
居
住
用
家
屋
又
は
認
定
住
宅
等
が
特
定
建
替
え
（
法
第
四
十
一
条
第
二
十
七
項
に
規
定
す
る
特
定
建
替
え
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）に
よ
り
新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

従
前
家
屋
（
特
定
建
替
え
の
た
め
に
除
却
し
た
家
屋
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
書
類
で
従
前
家
屋
の
所
在
地
及
び
従
前
所
有
者
（
従
前
家
屋
の
除
却
の
直
前
の
所
有
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）を
明
ら
か
に
す
る
も
の

二

当
該
居
住
用
家
屋
若
し
く
は
認
定
住
宅
等
に
係
る
確
認
済
証
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
認
済
証
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
写
し
、
検
査
済
証
（
同
法
第
七
条
第
五
項
に
規
定

す
る
検
査
済
証
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
写
し
又
は
新
築
工
事
の
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
類
で
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

イ

当
該
居
住
用
家
屋
又
は
認
定
住
宅
等
の
建
築
主
が
申
請
者
（
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
こ
と

ロ

当
該
居
住
用
家
屋
又
は
認
定
住
宅
等
が
従
前
家
屋
と
同
一
の
場
所
に
新
築
さ
れ
た
こ
と

三

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類
で
従
前
所
有
者
が
法
第
四
十
一
条
第
二
十
七
項
の
家
屋
の
存
す
る
場
所
に
五
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

イ

従
前
所
有
者
が
申
請
者
で
あ
る
場
合
（
ロ
の
場
合
を
除
く
。）
従
前
所
有
者
に
係
る
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
書
類

ロ

申
請
者
が
従
前
家
屋
の
除
却
の
日
の
前
日
に
お
い
て
申
請
者
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
た
住
所
と
当
該
従
前
の
所
在
地
と
が
異
な
る
場
合
、
当
該
除
却
の
日
の
前
五
年
以
内
に
お
い
て
当
該
申
請
者
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
た

住
所
を
異
動
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
、
従
前
所
有
者
が
申
請
者
と
異
な
る
場
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
場
合

従
前
所
有
者
に
係
る
戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
附
票
の
写
し
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
類

四

従
前
所
有
者
が
申
請
者
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
書
類
で
従
前
所
有
者
が
当
該
申
請
者
の
配
偶
者
又
は
二
親
等
以
内
の
親
族
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

５

規
則
第
十
八
条
の
二
十
五
第
十
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
買
換
資
産
（
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
買
換
資
産
を
い
う
。）に
係
る
家
屋
が
施
行
令
第
二
十
六
条
の
七
第
六
項

第
三
号
に
掲
げ
る
家
屋
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
は
、
建
築
士
が
別
表
の
書
式
に
よ
り
証
す
る
も
の
と
す
る
。

６

規
則
第
十
九
条
の
十
一
の
四
第
三
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
認
定
住
宅
等
（
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
を
い
う
。
次
項
及
び
第
八
項
に
お
い

て
同
じ
。）が
同
号
ハ
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
は
、
建
築
士
が
別
表
の
書
式
に
よ
り
証
す
る
も
の
と
す
る
。

７

規
則
第
十
九
条
の
十
一
の
四
第
三
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
認
定
住
宅
等
が
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
四
第
五
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
建
築
確
認
を
受
け
た
時
に
お
い
て
当
該

認
定
住
宅
等
の
建
築
を
す
る
土
地
の
全
部
が
同
項
に
規
定
す
る
災
害
危
険
区
域
等
外
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
は
、
建
築
士
が
別
表
の
書
式
に
よ
り
証
す
る
も
の
と
す
る
。

８

規
則
第
十
九
条
の
十
一
の
四
第
三
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
認
定
住
宅
等
が
特
定
建
替
え
に
よ
り
新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

従
前
家
屋
に
係
る
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
書
類
で
従
前
家
屋
の
所
在
地
及
び
従
前
所
有
者
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

二

当
該
認
定
住
宅
等
に
係
る
確
認
済
証
の
写
し
、
検
査
済
証
の
写
し
又
は
新
築
工
事
の
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
類
で
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

イ

当
該
認
定
住
宅
等
の
建
築
主
が
申
請
者
（
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
こ
と

ロ

当
該
認
定
住
宅
等
が
従
前
家
屋
と
同
一
の
場
所
に
新
築
さ
れ
た
こ
と

三

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類
で
従
前
所
有
者
が
法
第
四
十
一
条
第
二
十
七
項
の
家
屋
の
存
す
る
場
所
に
五
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

イ

従
前
所
有
者
が
申
請
者
で
あ
る
場
合
（
ロ
の
場
合
を
除
く
。）
従
前
所
有
者
に
係
る
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
書
類

ロ

申
請
者
が
従
前
家
屋
の
除
却
の
日
の
前
日
に
お
い
て
申
請
者
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
た
住
所
と
当
該
従
前
の
所
在
地
と
が
異
な
る
場
合
、
当
該
除
却
の
日
の
前
五
年
以
内
に
お
い
て
当
該
申
請
者
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
た

住
所
を
異
動
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
、
従
前
所
有
者
が
申
請
者
と
異
な
る
場
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
場
合

従
前
所
有
者
に
係
る
戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
附
票
の
写
し
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
類

四

従
前
所
有
者
が
申
請
者
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
書
類
で
従
前
所
有
者
が
当
該
申
請
者
の
配
偶
者
又
は
二
親
等
以
内
の
親
族
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
十
五
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
四
第
六
項
第
二
号
、
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
第
一
号
ヌ
、
第
十
八
条
の
二
十
五
第
十
一
項
第
一
号
及
び
第
十
九
条
の
十
一
の
四
第
三
項
第
一
号
ハ
の

規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
十
年
一
月
一
日
以
後
に
居
住
の
用
に
供
さ
れ
る
第
一
項
の
家
屋
（
同
日
以
後
に
居
住
の
用
に
供
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
家
屋
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）、
第
二
項
の
居
住
用
家
屋
及
び

認
定
住
宅
等
、
第
五
項
の
家
屋
並
び
に
第
六
項
の
認
定
住
宅
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
十
六
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
三
条
の
三
第
一
項
第
十
三
号
ハ
、
第
十
四
号
ニ
及
び
第
十
五
号
ニ
並
び
に
第
九
項
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
ホ
並
び
に
第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項
第
十
三
号
ハ
、

第
十
四
号
ニ
及
び
第
十
五
号
ニ
並
び
に
第
十
項
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
ホ
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

１

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
三
条
の
三
第
一
項
第
十
三
号
ハ
、
第
十
四
号
ニ
及
び
第
十
五
号
ニ
並
び
に
第
九
項
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
ホ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
は
、
建
築
士
（
建
築
士

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
建
築
士
事
務
所
に
属
す
る
建
築
士
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）又
は
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
二
条
第
三

号
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
（
以
下
単
に
「
宅
地
建
物
取
引
業
者
」
と
い
う
。）が
別
表
の
書
式
に
よ
り
証
す
る
も
の
と
す
る
。

２

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項
第
十
三
号
ハ
、
第
十
四
号
ニ
及
び
第
十
五
号
ニ
並
び
に
第
十
項
第
一
号
ニ
及
び
第
二
号
ホ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
は
、
建
築
士
又
は

宅
地
建
物
取
引
業
者
が
別
表
の
書
式
に
よ
り
証
す
る
も
の
と
す
る
。





令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
に
行
わ
れ
る
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
等
の
譲
渡
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
第
一
号
チ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
は
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
居
住
用
家
屋
（
同
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
居
住
用
家
屋
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特

例
居
住
用
家
屋
を
含
む
。）又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
（
同
条
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
認
定

住
宅
等
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
認
定
住
宅
等
を
含
む
。）に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
と

す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
第
一
号
チ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
は
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
居
住
用
家
屋
（
同
条
第
二
十
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
居
住
用
家
屋
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特

例
居
住
用
家
屋
を
含
む
。）又
は
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
（
同
条
第
二
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

認
定
住
宅
等
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
認
定
住
宅
等
を
含
む
。）に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ

か
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る

市
町
村
長
若
し
く
は
特
別
区
の
区
長
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八

条
の
二
十
一
第
十
三
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
そ
の
家
屋
が
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
十
条
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋
で
あ
る
場
合
に
は

同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
）、
同
令
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
四
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
同
条
第
十

六
項
若
し
く
は
第
十
七
項
に
規
定
す
る
書
類

三

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る

市
町
村
長
若
し
く
は
特
別
区
の
区
長
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八

条
の
二
十
一
第
十
三
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
そ
の
家
屋
が
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
十
条
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋
で
あ
る
場
合
に
は

同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
）、
同
令
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
四
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
同
条
第
十

六
項
若
し
く
は
第
十
七
項
に
規
定
す
る
書
類

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
十
七
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
第
一
号
リ
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
第
一
号
リ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
は
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居

住
用
家
屋
（
同
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
居
住
用
家
屋
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
居
住
用
家
屋
を
含
む
。）又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
（
同
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
認
定
住
宅
等
と
み
な
さ
れ
た

同
項
に
規
定
す
る
特
例
認
定
住
宅
等
を
含
む
。）に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

一

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
認
済
証
の
写
し
又
は
同
法
第
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
検
査
済
証
の
写
し
（
令
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
確
認
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
に
限
る
。）

二

登
記
事
項
証
明
書
（
当
該
家
屋
が
令
和
十
年
六
月
三
十
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
に
限
る
。）

三

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
長
若
し
く
は
特
別
区
の
区
長
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十

三
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
そ
の
家
屋
が
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
十
条
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋
で
あ
る
場
合
に
は
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
）、
同

令
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
四
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
同
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
書
類

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
十
九
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
二
号
イ

及
び
ハ

、
第
十
八
条
の
四
第
二
項
、
第
十
八
条
の
二
十
一
第
一
項
第
一
号
ロ
、
第
二
十
三
条
の
五
の
二
第
三
項
第
一
号
ロ
並
び

に
第
二
十
三
条
の
六
第
三
項
第
一
号
ロ
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
二
年
財
務
省
令
第
四
十
四
号
）
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
の

規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
八
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

本
則
中
「
並
び
に
同
規
則
」
を
「
、
」に
、「
及
び
第
二
十
三
条
の
六
第
三
項
第
一
号
ロ
」
を
「
並
び
に
第
二
十
三
条
の
六
第
三
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
る
。

別
表
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
二
号
イ

及
び
ハ

、
第
十
八
条
の
四
第
二
項
、
第
十
八
条
の
二
十
一
第
一
項
第
一
号
ロ
、
第
二
十
三
条
の
五
の
二
第
三
項
第
一
号
ロ
並
び
に
第
二
十
三
条
の
六
第
三
項
第
一
号
ロ

並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
に
つ
い
て

は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
十
八
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
令
和
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
二
十
二
号
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に

対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
十
九
条
第
十
五
項
（
同
条
第
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二

十
条
の
二
第
十
九
項
、
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
九
項
及
び
第
三
十
八
条
の
五
第
十
三
項
（
同
条
第
十
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
十
九
条
第
十
五
項
（
同
条
第
十
七
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
条
の
二
第
二
十
一
項
、
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
一
項
及
び
第
三
十
八

条
の
五
第
十
三
項
（
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る

基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
一

（
略
）

第
一

（
略
）

第
二

住
宅
の
床
面
積
に
関
す
る
事
項

第
二

住
宅
の
床
面
積
に
関
す
る
事
項

住
宅
の
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
（
建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第

四
十
号
）
別
記
第
二
号
様
式
に
規
定
す
る
高
床
式
住
宅
に
あ
つ
て
は
、
床
下
部
分
以
外
の
部
分
の
面
積
）
が
、

四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
（
寄
宿
舎
に
あ
つ
て
は
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二

十
条
の
二
第
十
九
項
又
は
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
九
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
係
る
寄
宿
舎
以
外
の
住
宅
に

あ
つ
て
は
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

住
宅
の
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
（
建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第

四
十
号
）
別
記
第
二
号
様
式
に
規
定
す
る
高
床
式
住
宅
に
あ
つ
て
は
、
床
下
部
分
以
外
の
部
分
の
面
積
）
が
、

四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
（
寄
宿
舎
に
あ
つ
て
は
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二

十
条
の
二
第
二
十
一
項
又
は
第
三
十
八
条
の
四
第
三
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
係
る
寄
宿
舎
以
外
の
住
宅

に
あ
つ
て
は
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
八
十
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
財
務
省
令
第
二
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
八
項
、
第
二

十
三
条
の
五
の
二
第
七
項
及
び
第
二
十
三
条
の
六
第
五
項
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
二
年
財
務
省
令
第
四
十
四
号
）
第
四
条
の
二
第

六
項
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
三
十
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

本
則
中
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
七
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

別
表
１
及
び
別
表
２
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
八
項
、
第
二
十
三
条
の
五
の
二
第
七
項
及
び
第
二
十
三
条
の
六
第
五
項
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
八
十
一
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
財
務
省
令
第
二
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
二
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
三
十
一
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

本
則
中
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
八
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
九
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
八
十
二
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
財
務
省
令
第
二
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
令
和
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
二
十
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

本
則
中
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
八
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
九
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
八
十
三
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
十
九
条
第
十
五
項
（
同
条
第
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
条
の
二
第
十
九
項
、
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
九
項
及
び
第
三
十
八
条
の
五
第
十
三
項
（
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
四
年
建
設
省
告
示
第
七
百
六
十
八
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





第
三

そ
の
他
優
良
な
住
宅
の
供
給
に
関
し
必
要
な
事
項

第
三

そ
の
他
優
良
な
住
宅
の
供
給
に
関
し
必
要
な
事
項

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

住
宅
の
建
築
費
が
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
九
十
五
万
円
（
耐
火
構
造
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
七

号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
を
い
う
。）を
有
す
る
住
宅
に
あ
つ
て
は
、
百
六
十
万
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と
。

四

住
宅
の
建
築
費
が
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
九
十
五
万
円
（
耐
火
構
造
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
七

号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
を
い
う
。）を
有
す
る
住
宅
に
あ
つ
て
は
、
百
万
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と
。

五

（
略
）

五

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

本
則
中
「
、
第
十
八
条
の
二
十
三
の
二
の
二
第
一
項
」
を
削
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

一

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
。
以

下
こ
の
表
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
四
十
一
条
第
一
項

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て「
規
則
」

と
い
う
。）第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
項
の
証
明
の
申
請

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
。
以
下
こ
の
表
に
お
い

て
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
増
築
、
改
築
、
大

規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替

令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る
修
繕
又
は
模
様
替

令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
三
号
に
規
定
す
る
修
繕
又
は
模
様
替

令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
四
号
に
規
定
す
る
修
繕
又
は
模
様
替

令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
五
号
に
規
定
す
る
修
繕
又
は
模
様
替

令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
六
号
に
規
定
す
る
修
繕
又
は
模
様
替

二

法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で

規
則
第
十
九
条
の
十
一
の
三
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
証
明

の
申
請

令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
各
号
に
掲
げ
る
工
事
（
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
住
宅
耐
震
改
修
又
は
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

対
象
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
対
象
一
般
断
熱
改
修
工

事
等
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
対
象
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
、
同
条
第
四
項
に
規

定
す
る
対
象
住
宅
耐
震
改
修
若
し
く
は
対
象
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
若
し
く
は
同
条

第
七
項
に
規
定
す
る
対
象
子
育
て
対
応
改
修
工
事
等
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模

様
替

令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模

様
替

令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
八
項
又
は
第
三
十
項
に
規
定
す
る
設
備
の
取
替

え
又
は
取
付
け

令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模

様
替

令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
三
十
三
項
に
規
定
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模

様
替

令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
三
十
四
項
に
規
定
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模

様
替

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
八
十
四
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）、
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
八
十
三
号
）
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令（
令

和
八
年
財
務
省
令
第
二
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
項
及
び
第
十
九
条
の
十
一
の
三
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、

昭
和
六
十
三
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
七
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



〇

〇

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 (分冊の)



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
項
及
び
第
十
九
条
の
十
一
の
三
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
別
表

第
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
略
）

（
略
）

木
造
の
住
宅
（
以
下「
木
造
住
宅
」と
い
う
。）

の
基
礎
に
係
る
耐
震
改
修

一
万
四
百
円

当
該
家
屋
の
建
築
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

木
造
の
住
宅
（
以
下「
木
造
住
宅
」と
い
う
。）

の
基
礎
に
係
る
耐
震
改
修

一
万
五
千
四
百
円

当
該
家
屋
の
建
築
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

木
造
住
宅
の
壁
に
係
る
耐
震
改
修

一
万
千
七
百
円

当
該
家
屋
の
床
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

木
造
住
宅
の
壁
に
係
る
耐
震
改
修

二
万
二
千
五
百
円

当
該
家
屋
の
床
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

木
造
住
宅
の
屋
根
に
係
る
耐
震
改
修

二
万
千
六
百
円

当
該
耐
震
改
修
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

木
造
住
宅
の
屋
根
に
係
る
耐
震
改
修

一
万
九
千
三
百
円

当
該
耐
震
改
修
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

木
造
住
宅
の
基
礎
、
壁
又
は
屋
根
に
係
る
も

の
以
外
の
耐
震
改
修

一
万
四
千
七
百
円

当
該
家
屋
の
床
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

木
造
住
宅
の
基
礎
、
壁
又
は
屋
根
に
係
る
も

の
以
外
の
耐
震
改
修

三
万
三
千
円

当
該
家
屋
の
床
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

木
造
住
宅
以
外
の
住
宅
の
壁
に
係
る
耐
震
改

修

六
千
円

当
該
家
屋
の
床
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

木
造
住
宅
以
外
の
住
宅
の
壁
に
係
る
耐
震
改

修

七
万
五
千
五
百
円

当
該
家
屋
の
床
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

（
略
）

（
略
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
五
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議

し
て
定
め
る
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
の
に
必
要
な
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
修
繕
又
は
模
様
替
及
び
第
二
十
六
条
の
二
十

八
の
五
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
同
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の

三
第
十
八
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
適
合

さ
せ
る
た
め
の
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議

し
て
定
め
る
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を

営
む
の
に
必
要
な
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
修
繕
又
は
模
様
替
並
び
に
同
令
第
二
十
六
条
の

四
第
四
項
及
び
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
八
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定

め
る
同
法
第
四
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
構

造
及
び
設
備
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

工
事
と
す
る
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

個
人
が
、
令
和
九
年
一
月
一
日
前
に
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
耐
震
改
修
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
八
十
五
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
八
十
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
個
人
が
令
和
九
年
一
月
一

日
以
後
に
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
耐
震
改
修
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
八
十
六
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
号
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
の
標

準
的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
当
該
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
の
内
容
に

応
じ
て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
の
内
容
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
定
め
る
額
に
、
下
欄
の
数
値
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
当
該
上
欄
に
掲
げ
る
高
齢
者
等
居
住
改

修
工
事
等
を
し
た
家
屋
の
当
該
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の

用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の

う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占
め
る

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
の
標

準
的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
当
該
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
の
内
容
に

応
じ
て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
の
内
容
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
定
め
る
額
に
、
下
欄
の
数
値
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
当
該
上
欄
に
掲
げ
る
高
齢
者
等
居
住
改

修
工
事
等
を
し
た
家
屋
の
当
該
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の

用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の

う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占
め
る

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。

平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
号

（
以
下
単
に
「
告
示
」
と
い
う
。）一
に
掲
げ

る
工
事
の
う
ち
、
通
路
の
幅
を
拡
張
す
る
も

の

七
万
九
千
七
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
七
号

（
以
下
単
に
「
告
示
」
と
い
う
。）一
に
掲
げ

る
工
事
の
う
ち
、
通
路
の
幅
を
拡
張
す
る
も

の

十
六
万
六
千
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

告
示
一
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
出
入
口
の

幅
を
拡
張
す
る
も
の

十
九
万
六
千
六
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
一
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
出
入
口
の

幅
を
拡
張
す
る
も
の

十
八
万
九
千
二
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
二
に
掲
げ
る
工
事

三
十
八
万
五
千
八
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
二
に
掲
げ
る
工
事

五
十
八
万
五
千
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
三
イ
に
掲
げ
る
工
事

四
十
四
万
千
五
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

告
示
三
イ
に
掲
げ
る
工
事

四
十
七
万
千
七
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

告
示
三
ロ
に
掲
げ
る
工
事

六
十
九
万
二
千
二
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
三
ロ
に
掲
げ
る
工
事

五
十
二
万
九
千
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
三
ハ
に
掲
げ
る
工
事

四
万
五
千
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
三
ハ
に
掲
げ
る
工
事

二
万
七
千
七
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
三
ニ
に
掲
げ
る
工
事

八
万
千
五
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
三
ニ
に
掲
げ
る
工
事

五
万
六
千
九
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
四
イ
に
掲
げ
る
工
事

二
十
一
万
五
千
二
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

告
示
四
イ
に
掲
げ
る
工
事

二
十
六
万
六
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

告
示
四
ロ
に
掲
げ
る
工
事

二
十
九
万
五
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
四
ロ
に
掲
げ
る
工
事

三
十
五
万
九
千
七
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
四
ハ
に
掲
げ
る
工
事

三
十
三
万
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
四
ハ
に
掲
げ
る
工
事

二
十
九
万
八
千
九
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
五
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
長
さ
が
百

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
手
す
り
を
取

り
付
け
る
も
の

二
万
二
百
円

当
該
手
す
り
の
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

告
示
五
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
長
さ
が
百

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
手
す
り
を
取

り
付
け
る
も
の

一
万
九
千
六
百
円

当
該
手
す
り
の
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

告
示
五
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
長
さ
が
百

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
手
す
り
を
取

り
付
け
る
も
の

三
万
千
三
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
五
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
長
さ
が
百

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
手
す
り
を
取

り
付
け
る
も
の

三
万
二
千
八
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
八
十
七
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
八
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





告
示
六
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
玄
関
、
勝

手
口
そ
の
他
屋
外
に
面
す
る
開
口
の
出
入
口

及
び
上
が
り
か
ま
ち
の
段
差
を
解
消
す
る
も

の
並
び
に
段
差
を
小
さ
く
す
る
も
の
（
以
下

「
玄
関
等
段
差
解
消
等
工
事
」
と
い
う
。）

五
万
五
千
八
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
六
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
玄
関
、
勝

手
口
そ
の
他
屋
外
に
面
す
る
開
口
の
出
入
口

及
び
上
が
り
か
ま
ち
の
段
差
を
解
消
す
る
も

の
並
び
に
段
差
を
小
さ
く
す
る
も
の
（
以
下

「
玄
関
等
段
差
解
消
等
工
事
」
と
い
う
。）

四
万
三
千
九
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
六
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
浴
室
の
出

入
口
の
段
差
を
解
消
す
る
も
の
及
び
段
差
を

小
さ
く
す
る
も
の
（
以
下
「
浴
室
段
差
解
消

等
工
事
」
と
い
う
。）

十
七
万
三
千
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

告
示
六
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
浴
室
の
出

入
口
の
段
差
を
解
消
す
る
も
の
及
び
段
差
を

小
さ
く
す
る
も
の
（
以
下
「
浴
室
段
差
解
消

等
工
事
」
と
い
う
。）

九
万
六
千
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

告
示
六
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
玄
関
等
段

差
解
消
等
工
事
及
び
浴
室
段
差
解
消
等
工
事

以
外
の
も
の

三
万
七
千
六
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

告
示
六
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
玄
関
等
段

差
解
消
等
工
事
及
び
浴
室
段
差
解
消
等
工
事

以
外
の
も
の

三
万
五
千
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

告
示
七
イ
に
掲
げ
る
工
事

十
一
万
四
千
四
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
七
イ
に
掲
げ
る
工
事

十
四
万
九
千
七
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
七
ロ
に
掲
げ
る
工
事

三
万
七
千
六
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
七
ロ
に
掲
げ
る
工
事

一
万
三
千
八
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

告
示
七
ハ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
戸
を
吊

戸
方
式
に
変
更
す
る
も
の
（
以
下
「
吊
戸
工

事
」
と
い
う
。）

十
三
万
八
千
六
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
七
ハ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
戸
を
吊

戸
方
式
に
変
更
す
る
も
の
（
以
下
「
吊
戸
工

事
」
と
い
う
。）

十
三
万
四
千
六
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
七
ハ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
戸
に
戸

車
を
設
置
す
る
工
事
そ
の
他
の
動
力
設
置
工

事
及
び
吊
戸
工
事
以
外
の
も
の

四
万
九
千
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
七
ハ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
戸
に
戸

車
を
設
置
す
る
工
事
そ
の
他
の
動
力
設
置
工

事
及
び
吊
戸
工
事
以
外
の
も
の

二
万
六
千
四
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
八
に
掲
げ
る
工
事

三
万
六
千
五
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

告
示
八
に
掲
げ
る
工
事

一
万
九
千
八
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
本
則
中
「
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
項
」
に
改
め
る
改
正
規
定
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

個
人
が
、
当
該
個
人
の
所
有
す
る
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
の
家
屋
に
つ
い
て
同
項
に
規
定
す
る
対
象
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
を
し
て
、
当
該

居
住
用
の
家
屋
（
当
該
対
象
高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。）を
令
和
九
年
一
月
一
日
前
に
当
該
個
人
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
八
十
八
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
十
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

本
則
中
「第

26条
第
33項
第
６
号

」
を
「第

26条
第
38項
第
６
号

」
に
改
め
、「、

令
第
26条
の
４
第
７
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
著
し
く
資
す
る
増
築
、
改
築
、
修

繕
又
は
模
様
替
及
び
同
条
第
19項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
相
当
程
度
資
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替

」
を
削
り
、
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。





次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
他
の
世
帯
と
の
同
居
を
す
る
の
に
必
要
な
設
備
の
数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
増
築
、
改
築
、

修
繕
又
は
模
様
替
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋
（
以
下
「
多
世
帯
同

居
改
修
家
屋
」
と
い
う
。）の
う
ち
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
調
理
室
、
浴
室
、
便
所
又
は
玄
関
の
う

ち
い
ず
れ
か
二
以
上
の
室
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数
あ
る
場
合
に
限
る
。）と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
四
第
八
項
及
び
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
五
項
に
規
定
す

る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
他
の
世
帯
と
の
同
居
を
す
る
の
に
必
要
な
設
備
の
数
を
増
加

さ
せ
る
た
め
の
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事（
租
税
特
別
措
置
法（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
三
の
二
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
多
世
帯
同
居
改
修
工

事
等
又
は
同
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋（
以
下「
多

世
帯
同
居
改
修
家
屋
」
と
い
う
。）の
う
ち
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
調
理
室
、
浴
室
、
便
所
又
は
玄

関
の
う
ち
い
ず
れ
か
二
以
上
の
室
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数
あ
る
場
合
に
限
る
。）と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
の
標
準

的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
の
内
容
に
応
じ

て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
の
内
容
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
定
め
る
額
に
、
当
該
工
事
の
箇
所
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
当
該
上
欄
に
掲
げ
る
多
世
帯
同
居
改
修
工

事
等
を
し
た
家
屋
の
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供

す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当

該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ

て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
の
標
準

的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
の
内
容
に
応
じ

て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
の
内
容
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
定
め
る
額
に
、
当
該
工
事
の
箇
所
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
当
該
上
欄
に
掲
げ
る
多
世
帯
同
居
改
修
工

事
等
を
し
た
家
屋
の
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供

す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当

該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ

て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。

平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
八
十
五
号
（
以
下
単
に
「
告
示
」

と
い
う
。）第
一
号
に
掲
げ
る
工
事
（
同
号
に
規
定
す
る
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
を
設

置
す
る
も
の
を
除
く
。）

百
五
十
四
万
七
千
四
百
円

平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
八
十
五
号
（
以
下
単
に
「
告
示
」

と
い
う
。）第
一
号
に
掲
げ
る
工
事
（
同
号
に
規
定
す
る
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
を
設

置
す
る
も
の
を
除
く
。）

百
六
十
二
万
二
千
円

告
示
第
一
号
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
同
号
に
規
定
す
る
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
を

設
置
す
る
も
の

七
十
九
万
七
千
六
百
円

告
示
第
一
号
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
同
号
に
規
定
す
る
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
を

設
置
す
る
も
の

四
十
七
万
六
千
百
円

告
示
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
浴
槽
及
び
給
湯
設
備
を
設
置
す
る
も

の

百
四
十
三
万
七
千
八
百
円

告
示
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
浴
槽
及
び
給
湯
設
備
を
設
置
す
る
も

の

百
三
十
七
万
三
千
八
百
円

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
八
十
九
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
八
十
五
号
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
八
十
六
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





告
示
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
浴
槽
を
設
置
す
る
も
の
（
浴
槽
及
び

給
湯
設
備
を
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。）

百
三
十
二
万
円

告
示
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
浴
槽
を
設
置
す
る
も
の
（
浴
槽
及
び

給
湯
設
備
を
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。）

八
十
五
万
五
千
四
百
円

告
示
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
す
る
も
の
（
浴
槽

を
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。）

四
十
九
万
五
千
三
百
円

告
示
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
す
る
も
の
（
浴
槽

を
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。）

五
十
八
万
四
千
百
円

告
示
第
三
号
に
掲
げ
る
工
事

五
十
九
万
六
千
円

告
示
第
三
号
に
掲
げ
る
工
事

五
十
二
万
六
千
二
百
円

告
示
第
四
号
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
地
上
階
に
玄
関
を
増
設
す
る
も
の

八
十
一
万
四
百
円

告
示
第
四
号
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
地
上
階
に
玄
関
を
増
設
す
る
も
の

六
十
五
万
八
千
七
百
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
26条
の
28の
５
第
33項












に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定

め
る
構
造
の
腐
食
、
腐
朽
及
び
摩
損
を
防
止
し
、
又
は
維
持
保
全
を
容
易
に
す
る
た
め
の
増
築
、
改
築
、
修
繕
又

は
模
様
替
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
26条
の
４
第
９
項
及
び
第
26条
の
28の
５
第
26項






















に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が

財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
構
造
の
腐
食
、
腐
朽
及
び
摩
損
を
防
止
し
、
又
は
維
持
保
全
を
容
易
に
す
る
た
め

の
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

１
（
略
）

１
（
略
）

２
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
26条
の
28の
５
第
33項












に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て

定
め
る
構
造
の
腐
食
、
腐
朽
及
び
摩
損
を
防
止
し
、
又
は
維
持
保
全
を
容
易
に
す
る
た
め
の
増
築
、
改
築
、
修

繕
又
は
模
様
替
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事
（
第
１
号
、
第
２
号
、
第
７
号
及
び
第
８
号
に
掲
げ
る

工
事
に
あ
っ
て
は
木
造
又
は
鉄
骨
造
の
住
宅
に
つ
い
て
行
う
工
事
に
、
第
３
号
か
ら
第
６
号
ま
で
、
第
９
号
及

び
第
10号
に
掲
げ
る
工
事
に
あ
っ
て
は
木
造
の
住
宅
に
つ
い
て
行
う
工
事
に
限
る
。）と
す
る
。

２
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
26条
の
４
第
９
項
及
び
第
26条
の
28の
５
第
26項






















に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣

が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
構
造
の
腐
食
、
腐
朽
及
び
摩
損
を
防
止
し
、
又
は
維
持
保
全
を
容
易
に
す
る

た
め
の
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事
（
第
１
号
、
第
２
号
、
第
７

号
及
び
第
８
号
に
掲
げ
る
工
事
に
あ
っ
て
は
木
造
又
は
鉄
骨
造
の
住
宅
に
つ
い
て
行
う
工
事
に
、
３
号
か
ら
第

６
号
ま
で
、
第
９
号
及
び
第
10号
に
掲
げ
る
工
事
に
あ
っ
て
は
木
造
の
住
宅
に
つ
い
て
行
う
工
事
に
限
る
。）と

す
る
。

一
～
十
一
（
略
）

一
～
十
一
（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
の
標

準
的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
の
内
容
に
応

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
の
標

準
的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
の
内
容
に
応

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
本
則
中
「
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
七
項
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
八
項
」
に
改
め
る
改
正
規
定
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

個
人
が
、
当
該
個
人
の
所
有
す
る
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
の
家
屋
に
つ
い
て
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
対
象
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
を
し
て
、

当
該
居
住
用
の
家
屋
（
当
該
対
象
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。）を
令
和
九
年
一
月
一
日
前
に
当
該
個
人
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
一
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
二
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
二
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
八
十
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





平
成
二
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
十
九
号

（
以
下
単
に
「
告
示
」
と
い
う
。）第
二
項
第
一
号
イ
に

掲
げ
る
工
事

一
万
七
千
五
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

平
成
二
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
十
九
号

（
以
下
単
に
「
告
示
」
と
い
う
。）第
二
項
第
一
号
イ
に

掲
げ
る
工
事

二
万
九
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

じ
て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
の
内
容
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
中
欄
に
定
め
る
額
に
、
下
欄
の
数
値
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
当
該
上
欄
に
掲
げ
る
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等

を
し
た
家
屋
の
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る

部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居

住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計

算
し
た
金
額
（
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
を
行
っ
た
家
屋
が
一
棟
の
家
屋
で
そ
の
構
造
上
区
分
さ
れ
た
数
戸

の
部
分
を
独
立
し
て
住
居
そ
の
他
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
家
屋
の
個
人
が
そ
の

各
部
分
を
区
分
所
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
に

そ
の
者
が
負
担
す
る
費
用
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
額
））と
す
る
。

じ
て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
の
内
容
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
中
欄
に
定
め
る
額
に
、
下
欄
の
数
値
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
当
該
上
欄
に
掲
げ
る
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等

を
し
た
家
屋
の
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る

部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居

住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計

算
し
た
金
額
（
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
を
行
っ
た
家
屋
が
一
棟
の
家
屋
で
そ
の
構
造
上
区
分
さ
れ
た
数
戸

の
部
分
を
独
立
し
て
住
居
そ
の
他
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
家
屋
の
個
人
が
そ
の

各
部
分
を
区
分
所
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
に

そ
の
者
が
負
担
す
る
費
用
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
額
））と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

告
示
第
二
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
軒
裏

に
通
気
孔
を
有
す
る
天
井
板
を
取
り
付
け
る
も
の

一
万
九
千
五
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
軒
裏

に
通
気
孔
を
有
す
る
天
井
板
を
取
り
付
け
る
も
の

五
千
九
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
工
事

十
万
六
千
六
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
第
二
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
工
事

四
万
七
千
四
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事

一
万
九
千
四
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
工
事

一
万
八
千
三
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
工
事

一
万
二
千
九
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
工
事

一
万
四
千
二
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
工
事

百
四
万
五
千
九
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
第
二
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
工
事

八
十
九
万
六
千
九
百

円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
第
二
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
（
壁
に
ビ
ニ
ル

ク
ロ
ス
を
取
り
付
け
る
も
の
を
除
く
。）

一
万
六
千
六
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
（
壁
に
ビ
ニ
ル

ク
ロ
ス
を
取
り
付
け
る
も
の
を
除
く
。）

一
万
二
千
八
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
壁
に

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
を
取
り
付
け
る
も
の

五
千
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
壁
に

ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
を
取
り
付
け
る
も
の

五
千
四
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
四
号
ハ
に
掲
げ
る
工
事
（
床
に
耐
水
性

を
有
す
る
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
取
り
付
け
る
も
の
を
除

く
。）

一
万
三
千
六
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
四
号
ハ
に
掲
げ
る
工
事
（
床
に
耐
水
性

を
有
す
る
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
取
り
付
け
る
も
の
を
除

く
。）

六
千
六
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



告
示
第
二
項
第
四
号
ハ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
床
に

耐
水
性
を
有
す
る
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
取
り
付
け
る
も
の

一
万
三
千
五
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
四
号
ハ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
床
に

耐
水
性
を
有
す
る
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
取
り
付
け
る
も
の

一
万
二
千
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
五
号
イ
に
掲
げ
る
工
事

三
千
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
五
号
イ
に
掲
げ
る
工
事

二
千
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事

六
千
六
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

告
示
第
二
項
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事

二
千
四
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

告
示
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
工
事

三
千
二
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
工
事

二
千
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
七
号
イ
に
掲
げ
る
工
事

一
万
千
五
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
七
号
イ
に
掲
げ
る
工
事

一
万
二
千
七
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
七
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事

三
千
九
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
七
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事

一
千
三
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
八
号
に
掲
げ
る
工
事

三
万
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
第
二
項
第
八
号
に
掲
げ
る
工
事

二
万
七
千
八
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
第
二
項
第
九
号
に
掲
げ
る
工
事

六
千
六
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

告
示
第
二
項
第
九
号
に
掲
げ
る
工
事

三
千
九
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

告
示
第
二
項
第
十
号
イ
に
掲
げ
る
工
事

二
千
六
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
十
号
イ
に
掲
げ
る
工
事

三
千
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
十
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事

二
万
二
千
七
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
十
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事

一
万
二
千
七
百
円

当
該
工
事
の
施
工
面
積

（
単
位

平
方
メ
ー
ト

ル
）

告
示
第
二
項
第
十
一
号
イ
に
掲
げ
る
工
事
（
共
用
の
給

水
管
を
取
り
替
え
る
も
の
を
除
く
。）

一
万
七
千
五
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

告
示
第
二
項
第
十
一
号
イ
に
掲
げ
る
工
事
（
共
用
の
給

水
管
を
取
り
替
え
る
も
の
を
除
く
。）

九
千
五
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

告
示
第
二
項
第
十
一
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
（
共
同
住
宅

等
の
排
水
管
を
取
り
替
え
る
も
の
を
除
く
。）

一
万
八
千
三
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

告
示
第
二
項
第
十
一
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
（
共
同
住
宅

等
の
排
水
管
を
取
り
替
え
る
も
の
を
除
く
。）

九
千
八
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

告
示
第
二
項
第
十
一
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
共

同
住
宅
等
の
排
水
管
（
専
用
の
排
水
管
を
除
く
。）を
取

り
替
え
る
も
の

六
万
五
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

告
示
第
二
項
第
十
一
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
共

同
住
宅
等
の
排
水
管
（
専
用
の
排
水
管
を
除
く
。）を
取

り
替
え
る
も
の

一
万
六
千
八
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



告
示
第
二
項
第
十
一
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
共

同
住
宅
等
の
専
用
の
排
水
管
（
施
工
前
に
他
住
戸
等
の

専
用
部
分
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）を
取
り

替
え
る
も
の

二
万
七
千
七
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

告
示
第
二
項
第
十
一
号
ロ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
共

同
住
宅
等
の
専
用
の
排
水
管
（
施
工
前
に
他
住
戸
等
の

専
用
部
分
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）を
取
り

替
え
る
も
の

一
万
五
千
六
百
円

当
該
工
事
の
施
工
長
さ

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

告
示
第
二
項
第
十
一
号
ハ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
開

口
を
床
（
共
用
部
の
床
を
除
く
。）に
設
け
る
も
の

三
万
二
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
第
二
項
第
十
一
号
ハ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
開

口
を
床
（
共
用
部
の
床
を
除
く
。）に
設
け
る
も
の

二
万
五
千
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
第
二
項
第
十
一
号
ハ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
開

口
を
壁
又
は
天
井
（
共
用
部
の
壁
又
は
天
井
を
除
く
。）

に
設
け
る
も
の

三
万
八
千
八
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

告
示
第
二
項
第
十
一
号
ハ
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
、
開

口
を
壁
又
は
天
井
（
共
用
部
の
壁
又
は
天
井
を
除
く
。）

に
設
け
る
も
の

一
万
七
千
七
百
円

当
該
工
事
の
箇
所
数

（
略
）

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
本
則
中
「
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
二
項
」
に
改
め
る
改
正
規
定
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

個
人
が
、
当
該
個
人
の
所
有
す
る
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
用
の
家
屋
に
つ
い
て
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
対
象
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
を
し
て
、

当
該
居
住
用
の
家
屋
（
当
該
対
象
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。）を
令
和
九
年
一
月
一
日
前
に
当
該
個
人
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

本
則
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
本
則
第
二
項
中
「
終
了
し
た
も
の
に
限
る
。）」
の
下
に
、「
、
建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
検
査
済
証

の
写
し
（
当
該
家
屋
の
新
築
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
に
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
第
一
号
に
掲
げ
る
家
屋
に
あ
っ
て
は
当
該
家
屋
の
取
得
の
日
前

に
、
第
二
号
に
掲
げ
る
既
存
住
宅
に
あ
っ
て
は
当
該
既
存
住
宅
の
取
得
の
日
前
二
年
以
内
に
、
同
法
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
三
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
第
二
十
四
項
及
び
第
二
十
五
項
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
同
条
第
三
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
五
十
六
号
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

１

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
十
四
項
（
同
条
第
三
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
著
し
く
資
す
る
住
宅
の
用
に
供
す
る
家
屋
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大

臣
と
協
議
し
て
定
め
る
基
準
は
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
第
十
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
基
準
と
す
る
。

２

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
十
五
項
（
同
条
第
三
十
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
住
宅
の
用
に
供
す
る
家
屋
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協

議
し
て
定
め
る
基
準
は
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
基
準
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
個
人
が
、
国
内
に
お
い
て
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）第
四
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
の
新
築
取
得
等（
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
向
上
住
宅
及
び
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
住
宅
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
し
て
、
こ
れ
ら
の
認
定
住
宅
等
を
令
和
八
年
一
月
一
日
以
後
に
同
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
個
人
の
居
住
の

用
に
供
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
四
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
六
項
及
び
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
五
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に

対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
十
一
条
の
十
九
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅

等
（
以
下
「
認
定
住
宅
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
講
じ
ら
れ
た
構
造
及
び
設
備
に
係
る
標
準
的
な
費
用
の
額
と
し

て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
認
定
住
宅
等
の
内
容
の

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
に
、
当
該
認
定
住
宅
等
の
床
面
積
（
当
該
認
定
住
宅
等
が
一

棟
の
家
屋
で
そ
の
構
造
上
区
分
さ
れ
た
数
個
の
部
分
を
独
立
し
て
住
居
そ
の
他
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
そ
の
各
部
分
を
区
分
所
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
区
分
所
有
す
る
部
分
の
床
面

積
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
個
人
が
新
築
を
し
、
又
は
取
得
を

し
た
認
定
住
宅
等
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、

当
該
認
定
住
宅
等
の
床
面
積
の
う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算

し
た
金
額
）
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
（
以
下
「
認
定
住
宅

等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
講
じ
ら
れ
た
構
造
及
び
設
備
に
係
る
標
準
的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財

務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
金
額
は
、
床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
四
万
五
千
三
百
円
に
、
当
該
認
定
住
宅

等
の
床
面
積
（
当
該
認
定
住
宅
等
が
一
棟
の
家
屋
で
そ
の
構
造
上
区
分
さ
れ
た
数
個
の
部
分
を
独
立
し
て
住
居
そ

の
他
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
そ
の
各
部
分
を
区
分
所
有
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
者
の
区
分
所
有
す
る
部
分
の
床
面
積
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
同
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
個
人
が
新
築
を
し
、
又
は
取
得
を
し
た
認
定
住
宅
等
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部

分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
認
定
住
宅
等
の
床
面
積
の
う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
の

床
面
積
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
令
和
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
五
十
五
号
の
規
定
は
、
令
和
八
年
一
月
一
日
以
後
に
居
住
の
用
に
供
さ
れ
る
家
屋
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
改
正
前
の
別
表
の
書
式
に
よ
る
書
類
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
の
書
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

令
和
八
年
四
月
一
日
前
に
居
住
の
用
に
供
さ
れ
る
家
屋
に
つ
い
て
の
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
令
和
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
五
十
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
本
則
中
「
当
該
家
屋
の
取
得
の
日
前
に
」と
あ
る
の
は「
令

和
九
年
四
月
一
日
前
に
」
と
、「
取
得
の
日
以
後
六
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
九
年
四
月
一
日
前
（
令
和
八
年
十
月
一
日
以
後
に
当
該
既
存
住
宅
の
取
得
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
取
得
の
日
以
後
六
月
以
内
）」と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
七
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
八
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
個
人
が
租
税
特
別
措
置
法

（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
の
新
築
又
は
認
定
住
宅
等
で
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
同
項
に
規
定
す
る
取
得
を
し
て
、
こ
れ
ら
の
認
定
住
宅
等
を
令
和
九

年
一
月
一
日
以
後
に
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
五
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
三
項
第
二
号
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
二
年
財
務
省
令
第
四
十
四
号
）
第
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
三
十
三
号
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

本
則
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
八
項
」
に
改
め
る
。

別
表
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
三
項
第
二
号
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る

国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
六
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
四
項
第
二
号
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
二
年
財
務
省
令
第
四
十
四
号
）
第
四
条
の
二
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
八
十
三
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

本
則
中
「
第
四
十
一
条
第
十
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
六
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
八
項
」
に
改
め
る
。

別
表
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
十
一
第
十
四
項
第
二
号
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
条
の
二
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る

国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。





法
第
四
十
一
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
低
炭
素

建
築
物
又
は
同
号
に
規
定
す
る
特
定
建
築
物
に
該
当

す
る
家
屋

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
六
万
八
千
三
百

円

法
第
四
十
一
条
第
六
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
三
万
八
百
円

法
第
四
十
一
条
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
長

期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
五
万
三
百
円

（
新
設
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
六
項

















に

規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
次
に
掲
げ









る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
工
事
と
す
る

















。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
九
項


























に

規
定
す
る
国
土

交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は

模
様
替
を
次
の
よ
う
に
定
め
る










。

（
削
る
）

１



令
第
26条
の
28の
５
第
19項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の












































使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
工
事













































と
す
る
。







一
・
二
（
略
）

一
・
二
（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
八
項


















に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
子
育
て
に
係
る
特
例
対
象
個
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様

替
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
七
項


















に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
子
育
て
に
係
る
特
例
対
象
個
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様

替
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事
と
す
る
。

一
～
六
（
略
）

一
～
六
（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

個
人
が
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
の
新
築
又
は
認
定
住
宅
等
で
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
同
項
に
規
定
す
る
取
得
を
し
て
、
こ
れ
ら
の
認
定
住
宅
等
を
令
和
九
年
一

月
一
日
前
に
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
八
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
七
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
九
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

一

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、租
税
特
別
措
置
法（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
子
育
て
対
応
改
修
工
事
等
の

標
準
的
な
費
用
の
額
の
う
ち
、
令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
五
号
（
以
下
単
に
「
告
示
」
と
い
う
。）第

一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
工
事
の
標
準
的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し

て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
内
容
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
定
め

る
額
に
、
下
欄
の
数
値
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
当
該
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
を
し
た
家
屋
の
当
該
工
事
に
係
る
部

分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
工
事
に

要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占
め
る

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。

一

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、租
税
特
別
措
置
法（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
子
育
て
対
応
改
修
工
事
等
の

標
準
的
な
費
用
の
額
の
う
ち
、
令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
五
号
（
以
下
単
に
「
告
示
」
と
い
う
。）第

一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
工
事
の
標
準
的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し

て
定
め
る
金
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
内
容
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
定
め

る
額
に
、
下
欄
の
数
値
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
当
該
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
を
し
た
家
屋
の
当
該
工
事
に
係
る
部

分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
工
事
に

要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に
係
る
当
該
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占
め
る

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

二

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
第

四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
子
育
て
対
応
改
修
工
事
等
の
標
準
的
な
費
用
の
額
の
う
ち
、
告
示

第
六
号
に
掲
げ
る
工
事
の
標
準
的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
金
額

は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
工
事
の
内
容
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
金
額
（
当
該
イ
又
は

ロ
に
掲
げ
る
工
事
を
し
た
家
屋
の
当
該
工
事
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る

部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る

部
分
に
係
る
当
該
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。

二

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
第

四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
子
育
て
対
応
改
修
工
事
等
の
標
準
的
な
費
用
の
額
の
う
ち
、
告
示

第
六
号
に
掲
げ
る
工
事
の
標
準
的
な
費
用
の
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
金
額

は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
工
事
の
内
容
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
金
額
（
当
該
イ
又
は

ロ
に
掲
げ
る
工
事
を
し
た
家
屋
の
当
該
工
事
に
係
る
部
分
の
う
ち
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
以
外
の
用
に
供
す
る

部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
、
当
該
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
の
う
ち
に
当
該
居
住
の
用
に
供
す
る

部
分
に
係
る
当
該
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
三
号
に
規
定
す
る
家
屋
（
同
項
第
二
号
の
家
屋
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
者
が
区
分
所
有
す
る
部
分
に
限
る
。）の
う
ち
居
室
、
調
理
室
、
浴
室
、
便
所
そ
の
他
の
室
で
国
土
交

通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
家
屋
（
同
項
第
二
号
の
家
屋
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
者
が
区
分
所
有
す
る
部
分
に
限
る
。）の
う
ち
居
室
、
調
理
室
、
浴
室
、
便
所
そ
の
他
の
室
で
国
土
交

通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議

し
て
定
め
る
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
基
準
は
、
平
成
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
百
八
十
五
号
に
お
い
て

定
め
る
地
震
に
対
す
る
安
全
上
耐
震
関
係
規
定
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議

し
て
定
め
る
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
基
準
は
、
平
成
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
百
八
十
五
号
に
お
い
て

定
め
る
地
震
に
対
す
る
安
全
上
耐
震
関
係
規
定
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
三
号

老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
七
号
）
及
び
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
及
び
再
生
の
円
滑
化
等
を
図

る
た
め
の
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
令
和
八
年
国
土
交
通
省
令
第
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭

和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
条
の
二
第
七
項
及
び
第
九
項
、
第
三
十
八
条
の
四
第
十
七
項
及
び
第
十
九
項
並
び
に
第
四
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
十
三
号
の
一
部
を
改

正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
一
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
五
年
建
設
省
告
示
第
千
九
百
三
十
一
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
二
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
十
一
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之





平
成
二
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
十
三
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、

こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

１

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
条
の
二
第
七
項
、
第
三
十
八
条
の
四
第
十
七
項
及
び
第
四
十
二
条
の
三

第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の
円
滑
化
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
。
第
二
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第

一
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
」

と
い
う
。）の
住
戸
の
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

１

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
条
の
二
第
九
項
、
第
三
十
八
条
の
四
第
十
九
項
及
び
第
四
十
二
条
の
三

第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第

二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
施
行
再
建
マ
ン

シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）の
住
戸
の
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
規
模
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
百
十
六
号
。
次
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
十

五
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一

施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
規
模
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
百
十
六
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第

十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
が
施
行
規
則
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

当
該
再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
規
模
及
び
構
造
が
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
が
施
行
規
則
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
り
、か
つ
、

当
該
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
規
模
及
び
構
造
が
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
の
各
戸
の
専
有
部
分
（
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
二
号
に
規
定
す
る
専
有
部
分

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
床
面
積
の
平
均
が
、
次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
住
戸
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ

か
ら

ま
で
に
定
め
る
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

イ

施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
各
戸
の
専
有
部
分
（
法
第
二
条
第
一
項
第
十
六
号
に
規
定
す
る
専
有
部
分

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
床
面
積
の
平
均
が
、
次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
住
戸
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ

か
ら

ま
で
に
定
め
る
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

法
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
再
生
前
マ
ン
シ
ョ
ン
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
単
に
「
再
生
前
マ

ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）に
現
に
居
住
す
る
施
行
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
単
身
者

（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
単
に
「
単
身
者
」
と
い
う
。）の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
戸

二

十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
施
行

マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）に
現
に
居
住
す
る
施
行
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
単
身

者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
単
に
「
単
身
者
」
と
い
う
。）の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
戸

二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

滅
失
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
（
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
い
う
。
次
項
に

お
い
て
同
じ
。）で
同
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
再
建
敷
地
の
上
に
存
し
て
い
た
も
の
（
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
滅
失
マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）に
そ
の
滅
失
の
時
に
お
い
て
居
住
し
て
い
た
単

身
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
戸

二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

（
新
設
）

再
生
前
マ
ン
シ
ョ
ン
に
現
に
居
住
す
る
六
十
歳
以
上
の
者
（
単
身
者
を
除
き
、
そ
の
者
の
有
す
る

再
生
前
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
権
（
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
号
に
規
定
す
る
区
分
所
有
権
を
い

う
。）又
は
敷
地
利
用
権
（
同
項
第
三
十
五
号
に
規
定
す
る
敷
地
利
用
権
を
い
う
。）の
価
額
を
考
慮
し

て
、
再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
専
有
部
分
の
床
面
積
を
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
た
め

に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
都
道
府
県
知
事
（
市
の
区
域
内
に
あ
っ
て
は
、

当
該
市
の
長
。
以
下
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）が
認
め
る
者
に
限
る
。）の
居
住
の
用
に
供
す

る
住
戸

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
に
現
に
居
住
す
る
六
十
歳
以
上
の
者
（
単
身
者
を
除
き
、
そ
の
者
の
有
す
る
施

行
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
権
（
法
第
二
条
第
一
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
区
分
所
有
権
を
い
う
。）

又
は
敷
地
利
用
権
（
同
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
敷
地
利
用
権
を
い
う
。）の
価
額
を
考
慮
し
て
、
施

行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
専
有
部
分
の
床
面
積
を
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
た
め
に
必

要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
都
道
府
県
知
事
（
市
の
区
域
内
に
あ
っ
て
は
、
当
該

市
の
長
。
以
下
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）が
認
め
る
者
に
限
る
。）の
居
住
の
用
に
供
す
る
住

戸

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

滅
失
マ
ン
シ
ョ
ン
に
そ
の
滅
失
の
時
に
お
い
て
居
住
し
て
い
た
六
十
歳
以
上
の
者
（
単
身
者
を
除

き
、
そ
の
者
の
有
す
る
敷
地
共
有
持
分
等
（
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
敷
地
共
有
持
分

等
を
い
う
。）の
価
額
を
考
慮
し
て
、
再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
専
有
部
分
の
床
面
積
を
四
十
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
都
道
府
県
知
事

等
が
認
め
る
者
に
限
る
。）の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
戸

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

（
新
設
）

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
住
戸
以
外
の
住
戸

四
十
平
方
メ
ー
ト
ル

及
び

に
掲
げ
る
住
戸
以
外
の
住
戸

五
十
平
方
メ
ー
ト
ル

ロ

再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
構
造
が
、
各
戸
の
界
壁
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政

令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
七
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
耐
力
壁
で
あ
る
界
壁
を
除
く
。
第
三
項
第
二
号

に
お
い
て
同
じ
。）の
配
置
の
変
更
に
よ
り
、
各
戸
の
専
有
部
分
の
床
面
積
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
構
造
が
、
各
戸
の
界
壁
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年

政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
七
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
耐
力
壁
で
あ
る
界
壁
を
除
く
。
第
三
項
第
二

号
に
お
い
て
同
じ
。）の
配
置
の
変
更
に
よ
り
、
各
戸
の
専
有
部
分
の
床
面
積
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



２

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
条
の
二
第
九
項
及
び
第
三
十
八
条
の
四
第
十
九
項
に
規
定
す
る
国
土
交

通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
マ
ン
シ
ョ
ン
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
売
却
再
建
マ

ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）の
住
戸
の
規
模
の
基
準
は
、
売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
各
戸
の
専
有
部
分
の
床
面
積

が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
住
戸
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
値
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
条
の
二
第
十
一
項
及
び
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
国

土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
（
以
下

「
売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）の
住
戸
の
規
模
の
基
準
は
、
売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
各
戸
の
専
有

部
分
の
床
面
積
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
住
戸
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
値
以
上
で
あ
る
こ
と

と
す
る
。

一

施
行
規
則
第
五
十
八
条
第
一
項
第
六
号
又
は
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
計
画
に
記
載
さ
れ
た
売
却
再

建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
で
あ
っ
て
、
法
第
四
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
売
却
等
マ
ン
シ
ョ
ン
（
第
三

号
に
お
い
て
単
に
「
売
却
等
マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）に
現
に
居
住
す
る
単
身
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る

も
の

二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

一

法
第
百
九
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
代
替
建
築
物
提
供
等
計
画
（
次
号
に
お
い
て
単
に
「
代
替
建

築
物
提
供
等
計
画
」
と
い
う
。）に
記
載
さ
れ
た
売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
で
あ
っ
て
、
同
条
第
一
項

に
規
定
す
る
決
議
特
定
要
除
却
認
定
マ
ン
シ
ョ
ン
（
次
号
に
お
い
て
単
に
「
決
議
特
定
要
除
却
認
定
マ
ン

シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）に
現
に
居
住
す
る
単
身
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
も
の

二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

二

前
号
の
計
画
に
記
載
さ
れ
た
売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
で
あ
っ
て
、
滅
失
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
法

第
二
条
第
一
項
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
売
却
敷
地
の
上
に
存
し
て
い
た
も
の
（
第
四
号
に
お
い
て
「
滅

失
マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）に
そ
の
滅
失
の
時
に
お
い
て
居
住
し
て
い
た
単
身
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る

も
の

二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

（
新
設
）

三

第
一
号
の
計
画
に
記
載
さ
れ
た
売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
で
あ
っ
て
、
売
却
等
マ
ン
シ
ョ
ン
に
現

に
居
住
す
る
六
十
歳
以
上
の
者
（
単
身
者
を
除
き
、
法
第
百
四
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
分
配

金
（
次
号
に
お
い
て
単
に
「
分
配
金
」
と
い
う
。）の
価
額
を
考
慮
し
て
、
売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸

の
専
有
部
分
の
床
面
積
を
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
都
道
府
県
知
事
等
が
認
め
る
者
に
限
る
。）の
居
住
の
用
に
供
す
る
も
の

三
十
平
方
メ
ー
ト

ル

二

代
替
建
築
物
提
供
等
計
画
に
記
載
さ
れ
た
売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
で
あ
っ
て
、
決
議
特
定
要
除

却
認
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
現
に
居
住
す
る
六
十
歳
以
上
の
者
（
単
身
者
を
除
き
、
法
第
百
四
十
二
条
第
一
項

第
三
号
に
規
定
す
る
分
配
金
の
価
額
を
考
慮
し
て
、
売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
専
有
部
分
の
床
面

積
を
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
都
道
府

県
知
事
等
が
認
め
る
者
に
限
る
。）の
居
住
の
用
に
供
す
る
も
の

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

四

第
一
号
の
計
画
に
記
載
さ
れ
た
売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
で
あ
っ
て
、
滅
失
マ
ン
シ
ョ
ン
に
そ
の

滅
失
の
時
に
お
い
て
居
住
し
て
い
た
六
十
歳
以
上
の
者
（
単
身
者
を
除
き
、分
配
金
の
価
額
を
考
慮
し
て
、

売
却
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
戸
の
専
有
部
分
の
床
面
積
を
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
た
め
に
必
要

な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
都
道
府
県
知
事
等
が
認
め
る
者
に
限
る
。）の
居
住
の
用
に
供

す
る
も
の

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

（
新
設
）

五

前
各
号
に
掲
げ
る
住
戸
以
外
の
住
戸

四
十
平
方
メ
ー
ト
ル

三

前
二
号
に
掲
げ
る
住
戸
以
外
の
住
戸

五
十
平
方
メ
ー
ト
ル

３

（
略
）

３

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

そ

の

他

告

示

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
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内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
一
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
十
二
号
）、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年

財
務
省
令
第
二
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
令
和
五
年
内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
一
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
二
十
条
第
二
十
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
試
験
研

究
機
関
等
の
属
す
る
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部
局
の
長
の
行
う
認
定
に
関
す
る
手
続
を
定
め
た
件
）
等
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

赤
間

二
郎

総
務
大
臣

林

芳
正

法
務
大
臣

平
口

洋

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

環
境
大
臣

石
原

宏
高

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎





第
一
条

令
和
五
年

改

正

後

改

正

前

令
和
五
年

令
和
五
年

（
認
定
申
請
書
の
提
出
）

（
認
定
申
請
書
の
提
出
）

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
一
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第

二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
」
と
い
う
。）と
共
同
し
て
行
う
試
験

研
究
（
以
下
「
共
同
試
験
研
究
」
と
い
う
。）に
係
る
試
験
研
究
費
の
額
の
う
ち
当
該
共
同
試
験
研
究
に
要
し
た

費
用
の
額
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
認
定
申
請
書
二
通
を
租
税
特
別
措
置
法
施

行
規
則
第
二
十
条
の
二
第
二
十
項
第
一
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
法

人
の
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ

る
地
方
支
分
部
局
の
長
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第

二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
」
と
い
う
。）と
共
同
し
て
行
う
試
験

研
究
（
以
下
「
共
同
試
験
研
究
」
と
い
う
。）に
係
る
試
験
研
究
費
の
額
の
う
ち
当
該
共
同
試
験
研
究
に
要
し
た

費
用
の
額
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
認
定
申
請
書
二
通
を
租
税
特
別
措
置
法
施

行
規
則
第
二
十
条
第
二
十
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
法
人

の
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る

地
方
支
分
部
局
の
長
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
一
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第

二
十
条
の
二
第
二
十
項
第
一
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
試
験
研
究
機
関
等
の
属
す
る
国
家

行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部
局
の
長
の
行
う
認
定
に
関
す
る
手
続
）

二
十
条
第
二
十
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
試
験
研
究
機
関
等
の
属
す
る
国
家
行

政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部
局
の
長
の
行
う
認
定
に
関
す
る
手
続
）

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
一
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第

２

前
項
の
認
定
申
請
書
一
通
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
認
定
申
請
書
一
通
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

当
該
申
請
に
係
る
共
同
試
験
研
究
の
契
約
又
は
協
定
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
二
十
七
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
契
約
又
は
協
定
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同

じ
。）に
係
る
書
類
の
写
し

三

当
該
申
請
に
係
る
共
同
試
験
研
究
の
契
約
又
は
協
定
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
二
十
七
条
の
四
第
二
十
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
契
約
又
は
協
定
を
い
う
。
次
条
に
お
い

て
同
じ
。）に
係
る
書
類
の
写
し

３

第
一
項
の
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
法
人
は
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

四
十
二
条
の
四
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
一
月
を
経

過
す
る
日
ま
で
に
認
定
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
が
提
出

遅
滞
に
つ
き
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

第
一
項
の
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
法
人
は
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

四
十
二
条
の
四
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
一
月
を
経
過
す

る
日
ま
で
に
認
定
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
が
提
出
遅
滞

に
つ
き
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



様
式
（
第
１
条
関
係
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



第
二
条

令
和
五
年

改

正

後

改

正

前

令
和
五
年

令
和
五
年

（
認
定
申
請
書
の
提
出
）

（
認
定
申
請
書
の
提
出
）

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
二
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第

二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
」
と
い
う
。）と
共
同
し
て
行
う
試
験

研
究
（
以
下
「
共
同
試
験
研
究
」
と
い
う
。）に
係
る
試
験
研
究
費
の
額
の
う
ち
当
該
共
同
試
験
研
究
に
要
し
た

費
用
の
額
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
人
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
認
定
申
請
書
二
通
を
租
税
特
別
措
置
法
施

行
規
則
第
五
条
の
七
第
二
十
項
第
一
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
個
人

の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部
局

の
長
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第

二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
」
と
い
う
。）と
共
同
し
て
行
う
試
験

研
究
（
以
下
「
共
同
試
験
研
究
」
と
い
う
。）に
係
る
試
験
研
究
費
の
額
の
う
ち
当
該
共
同
試
験
研
究
に
要
し
た

費
用
の
額
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
人
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
認
定
申
請
書
二
通
を
租
税
特
別
措
置
法
施

行
規
則
第
五
条
の
六
第
二
十
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
個

人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部

局
の
長
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
二
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第

五
条
の
七
第
二
十
項
第
一
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
試
験
研
究
機
関
等
の
属
す
る
国
家
行

政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部
局
の
長
の
行
う
認
定
に
関
す
る
手
続
）

五
条
の
六
第
二
十
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
試
験
研
究
機
関
等
の
属
す
る
国
家

行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部
局
の
長
の
行
う
認
定
に
関
す
る
手
続
）

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
二
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第

２

前
項
の
認
定
申
請
書
一
通
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
認
定
申
請
書
一
通
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

当
該
申
請
に
係
る
共
同
試
験
研
究
の
契
約
又
は
協
定
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
五
条
の
四
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
契
約
又
は
協
定
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）

に
係
る
書
類
の
写
し

三

当
該
申
請
に
係
る
共
同
試
験
研
究
の
契
約
又
は
協
定
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
五
条
の
三
第
十
項
第
一
号
に
規
定
す
る
契
約
又
は
協
定
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）

に
係
る
書
類
の
写
し

３

第
一
項
の
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
個
人
は
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で
に
認
定
申
請
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
が
提
出
遅
滞
に
つ
き
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

第
一
項
の
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
個
人
は
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

十
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で
に
認
定
申
請
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
が
提
出
遅
滞
に
つ
き
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



様
式
（
第
１
条
関
係
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



第
三
条

令
和
五
年

改

正

後

改

正

前

令
和
五
年

令
和
五
年

（
認
定
申
請
書
の
提
出
）

（
認
定
申
請
書
の
提
出
）

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第

二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
」
と
い
う
。）に
委
託
し
て
行
う
試
験

研
究
（
以
下
「
委
託
試
験
研
究
」
と
い
う
。）に
係
る
試
験
研
究
費
の
額
の
う
ち
当
該
委
託
試
験
研
究
に
要
し
た

費
用
の
額
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
認
定
申
請
書
二
通
を
租
税
特
別
措
置
法
施

行
規
則
第
二
十
条
の
二
第
二
十
項
第
二
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
法

人
の
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ

る
地
方
支
分
部
局
の
長
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第

二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
」
と
い
う
。）に
委
託
し
て
行
う
試
験

研
究
（
以
下
「
委
託
試
験
研
究
」
と
い
う
。）に
係
る
試
験
研
究
費
の
額
の
う
ち
当
該
委
託
試
験
研
究
に
要
し
た

費
用
の
額
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
認
定
申
請
書
二
通
を
租
税
特
別
措
置
法
施

行
規
則
第
二
十
条
第
二
十
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
法
人

の
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る

地
方
支
分
部
局
の
長
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
三
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第

二
十
条
の
二
第
二
十
項
第
二
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
試
験
研
究
機
関
等
の
属
す
る
国
家

行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部
局
の
長
の
行
う
認
定
に
関
す
る
手
続
）

二
十
条
第
二
十
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
試
験
研
究
機
関
等
の
属
す
る
国
家
行

政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部
局
の
長
の
行
う
認
定
に
関
す
る
手
続
）

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
三
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第

２

前
項
の
認
定
申
請
書
一
通
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
認
定
申
請
書
一
通
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
申
請
に
係
る
委
託
試
験
研
究
の
契
約
又
は
協
定
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
二
十
七
条
の
五
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
契
約
又
は
協
定
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同

じ
。）に
係
る
書
類
の
写
し

二

当
該
申
請
に
係
る
委
託
試
験
研
究
の
契
約
又
は
協
定
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
二
十
七
条
の
四
第
二
十
四
項
第
七
号
に
規
定
す
る
契
約
又
は
協
定
を
い
う
。
次
条
に
お
い

て
同
じ
。）に
係
る
書
類
の
写
し

３

第
一
項
の
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
法
人
は
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

四
十
二
条
の
四
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
一
月
を
経

過
す
る
日
ま
で
に
認
定
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
が
提
出

遅
滞
に
つ
き
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

第
一
項
の
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
法
人
は
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

四
十
二
条
の
四
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
一
月
を
経
過
す

る
日
ま
で
に
認
定
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
が
提
出
遅
滞

に
つ
き
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



様
式
（
第
１
条
関
係
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



第
四
条

令
和
五
年

改

正

後

改

正

前

令
和
五
年

令
和
五
年

（
認
定
申
請
書
の
提
出
）

（
認
定
申
請
書
の
提
出
）

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第

二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
」
と
い
う
。）に
委
託
し
て
行
う
試
験

研
究
（
以
下
「
委
託
試
験
研
究
」
と
い
う
。）に
係
る
試
験
研
究
費
の
額
の
う
ち
当
該
委
託
試
験
研
究
に
要
し
た

費
用
の
額
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
人
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
認
定
申
請
書
二
通
を
租
税
特
別
措
置
法
施

行
規
則
第
五
条
の
七
第
二
十
項
第
二
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
個
人

の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部
局

の
長
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第

二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
」
と
い
う
。）に
委
託
し
て
行
う
試
験

研
究
（
以
下
「
委
託
試
験
研
究
」
と
い
う
。）に
係
る
試
験
研
究
費
の
額
の
う
ち
当
該
委
託
試
験
研
究
に
要
し
た

費
用
の
額
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
人
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
認
定
申
請
書
二
通
を
租
税
特
別
措
置
法
施

行
規
則
第
五
条
の
六
第
二
十
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
個

人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部

局
の
長
（
以
下
「
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
四
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第

五
条
の
七
第
二
十
項
第
二
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
試
験
研
究
機
関
等
の
属
す
る
国
家
行

政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部
局
の
長
の
行
う
認
定
に
関
す
る
手
続
）

五
条
の
六
第
二
十
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機
関
等
の
長
又
は
当
該
試
験
研
究
機
関
等
の
属
す
る
国
家

行
政
組
織
法
第
三
条
の
行
政
機
関
に
置
か
れ
る
地
方
支
分
部
局
の
長
の
行
う
認
定
に
関
す
る
手
続
）

内

閣

府
、
国
家
公
安
委
員
会
、
総

務

省
、

法

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
四
号
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第

２

前
項
の
認
定
申
請
書
一
通
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
認
定
申
請
書
一
通
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
申
請
に
係
る
委
託
試
験
研
究
の
契
約
又
は
協
定
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
五
条
の
四
第
三
項
第
七
号
に
規
定
す
る
契
約
又
は
協
定
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）

に
係
る
書
類
の
写
し

二

当
該
申
請
に
係
る
委
託
試
験
研
究
の
契
約
又
は
協
定
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
四
十
三
号
）
第
五
条
の
三
第
十
項
第
七
号
に
規
定
す
る
契
約
又
は
協
定
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）

に
係
る
書
類
の
写
し

３

第
一
項
の
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
個
人
は
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で
に
認
定
申
請
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
が
提
出
遅
滞
に
つ
き
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

第
一
項
の
認
定
申
請
書
を
提
出
す
る
個
人
は
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

十
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で
に
認
定
申
請
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
機
関
等
の
長
等
が
提
出
遅
滞
に
つ
き
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報



様
式
（
第
１
条
関
係
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報 



令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
財
務
省
告
示
第
九
十
三
号

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
七
十
八
条
第
二
項
第
二
号
及
び
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
又
は
法
人
の
各
事
業

年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
額
に
算
入
す
る
寄
附
金
を
指
定
す
る
件
（
昭
和
四
十
年
四
月
大
蔵
省
告
示
第
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

本
文
第
一
号
の
二
中
「
又
は
専
門
課
程
」
を
「
、
専
門
課
程
又
は
専
攻
科
の
課
程
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
専
攻
科
」
を
「
別
科
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ

学
校
教
育
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
専
門
課
程
又
は
同
法
第
百
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
専
攻
科
の
課
程
（
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
修
業
期
間
を
通
ず
る
単
位
数
が
六
十
二
単
位
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下

「
専
門
課
程
等
」
と
い
う
。）

本
文
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
中
「
専
門
課
程
」
を
「
専
門
課
程
等
」
に
改
め
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
九
十
四
号

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
額
に
算
入
す
る
寄
附
金
を
指
定
す
る
件（
令
和
五
年
三
月
財
務
省
告
示
第
九
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

本
文
中
「
専
攻
科
」
を
「
別
科
」
に
、「
授
業
時
間
数
が
三
千
四
百
時
間
」
を
「
単
位
数
が
百
二
十
四
単
位
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
一
（
備
考
）
２

中
「授

業
時
間
数
が
3400時

間

」
を
「単

位
数
が
124単

位

」
に
改
め
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
五
十
一
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
五
条
の
七
第
二
十
一
項
第
一
号
イ
及
び
第
二
十
条
の
二
第
二
十
一
項
第
一
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
大
学
等
に
係
る
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
次
の
よ

う
に
定
め
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
五
条
の
七
第
二
十
一
項
第
一
号
イ
及
び
第
二
十
条
の
二
第
二
十
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
指
定
大
学
等
に
係
る
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
五
条
の
七
第
二
十
一
項
第
一
号
イ
及
び
第
二
十
条
の
二
第
二
十
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と

と
す
る
。

一

大
学
等
（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
五
条
の
四
第
三
項
第
二
号
又
は
第
二
十
七
条
の
五
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
大
学
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
産
学
連
携
本
部
（
共
同
研
究
等
（
大
学

等
と
個
人
若
し
く
は
法
人
が
共
同
し
て
行
う
試
験
研
究
又
は
個
人
若
し
く
は
法
人
の
委
託
を
受
け
て
大
学
等
が
実
施
す
る
試
験
研
究
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
個
人
又
は
法
人
と
協
議
し
そ
の
内
容
を
定
め
、
当
該
共
同
研
究
等
に

係
る
契
約
又
は
協
定
の
締
結
事
務
及
び
当
該
共
同
研
究
等
に
係
る
経
理
事
務
を
実
施
す
る
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
設
置
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
産
学
連
携
本
部
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ
と
。

イ

共
同
研
究
等
を
行
お
う
と
す
る
個
人
又
は
法
人
の
た
め
の
相
談
窓
口
（
そ
の
行
お
う
と
す
る
共
同
研
究
等
に
つ
い
て
当
該
個
人
又
は
法
人
と
協
議
し
そ
の
内
容
を
定
め
る
業
務
を
行
う
部
署
を
い
い
、
当
該
業
務
に
関
し
三
年
以
上
の

経
験
を
有
す
る
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
広
く
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

共
同
研
究
等
に
係
る
契
約
又
は
協
定
の
締
結
事
務
に
従
事
す
る
者
が
三
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

共
同
研
究
等
に
係
る
経
理
事
務
に
専
ら
従
事
す
る
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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二

大
学
等
が
共
同
研
究
等
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
（
そ
の
内
容
が
、
当
該
大
学
等
と
共
同
研
究
等
を
行
う
個
人
又
は
法
人
と
の
契
約
又
は
協
定
の
締
結
そ
の
他
共
同
研
究
等
の
実
施
に
関
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
お
け
る
当
該
事
項
に
限
る
。）を
定
め
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
事
項
を
公
表
し
て
い
る
こ
と
。

イ

共
同
研
究
等
に
係
る
申
込
み
及
び
契
約
又
は
協
定
の
締
結
に
関
す
る
手
続
に
関
す
る
事
項
（
当
該
手
続
に
係
る
申
込
書
及
び
契
約
書
又
は
協
定
書
の
様
式
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。）そ
の
他
個
人
又
は
法
人
が
当
該
大
学
等
と
共
同
研

究
等
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
務
手
続
に
関
す
る
事
項

ロ

共
同
研
究
等
に
要
す
る
費
用
の
分
担
に
関
す
る
事
項
及
び
当
該
費
用
の
額
の
う
ち
当
該
大
学
等
と
当
該
共
同
研
究
等
を
実
施
す
る
個
人
又
は
法
人
が
負
担
し
た
額
に
つ
い
て
当
該
大
学
等
が
行
う
確
認
に
関
す
る
事
項

ハ

共
同
研
究
等
の
成
果
の
帰
属
及
び
当
該
成
果
の
大
学
等
に
よ
る
公
表
に
関
す
る
事
項

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
大
学
等
と
共
同
研
究
等
を
実
施
す
る
個
人
又
は
法
人
が
当
該
共
同
研
究
等
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

三

大
学
等
が
共
同
研
究
等
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
業
務
の
方
法
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
り
、
当
該
規
程
に
次
に
掲
げ
る
事
項
の
全
て
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

共
同
研
究
等
に
係
る
契
約
又
は
協
定
の
締
結
事
務
を
産
学
連
携
本
部
が
実
施
す
る
こ
と
。

ロ

共
同
研
究
等
に
係
る
経
理
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
会
計
に
係
る
情
報
シ
ス
テ
ム
（
当
該
共
同
研
究
等
に
要
し
た
費
用
の
額
、
当
該
費
用
の
費
目
及
び
当
該
費
目
ご
と
の
額
に
つ
い
て
、
他
の
経
理
と
区
分
し
て
整
理
し
保
存

す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）に
よ
り
、
全
て
の
共
同
研
究
等
に
係
る
経
理
事
務
を
産
学
連
携
本
部
が
実
施
す
る
こ
と
。

ハ

共
同
研
究
等
に
係
る
費
用
の
額
の
確
認
を
産
学
連
携
本
部
が
実
施
し
、
当
該
確
認
の
内
容
に
基
づ
き
、
施
行
規
則
第
五
条
の
七
第
二
十
一
項
第
一
号
イ
若
し
く
は
第
五
号
イ
又
は
第
二
十
条
の
二
第
二
十
一
項
第
一
号
イ
若
し
く
は
第

五
号
イ
の
認
定
を
当
該
大
学
等
の
長
が
実
施
す
る
こ
と
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
四
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
号
等
を
廃
止
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
号
等
を
廃
止
す
る
告
示

次
に
掲
げ
る
告
示
は
、
廃
止
す
る
。

一

平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
号
（
租
税
特
別
措
置
法
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
地
区
を
指
定
す
る
件
）

二

平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
号
（
租
税
特
別
措
置
法
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
倉
庫
用
の
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備
並
び
に
構
築
物
を
指
定
す
る
件
）

三

令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
九
十
九
号
（
流
通
業
務
の
省
力
化
に
特
に
資
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
号
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
附
則
第
八
条
第
四
項
及
び
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置

法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
。
以
下
「
旧
効
力
措
置
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く
こ
の
告
示
に
よ
る
廃
止
前
の
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告

示
第
千
百
七
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
号
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

旧
効
力
措
置
法
施
行
令
第
八
条
第
二
項
及
び
第
二
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
こ
の
告
示
に
よ
る
廃
止
前
の
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
九
十
九
号
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

旧
効
力
措
置
法
施
行
令
第
八
条
第
三
項
及
び
第
二
十
九
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
こ
の
告
示
に
よ
る
廃
止
前
の
令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
九
十
九
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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